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　獅し子し奮ふん迅じんの活躍をした結果、重傷を負ってしまったアイスは、とりあえずサント・ゼッファの街へ運ばれて手当を受けた後、魔女国の国都へ移って療養することになった。

「ここで何日か寝ていれば動けるようになりますけど」

　とアイスは主張したのだが、

「どうせだから、しっかり休んでしっかり治したほうがいい」

　とナーガが言い、ヴィータもそれに賛同したので、アイスも戻る気になった。

　アイスに助けられたヴィータは、

「奴やつに借りができてしまったからの」

　と言って、アイスを魔女国へと送り届ける役目を買って出た。







　ヴィータは負傷者搬送用に改造した馬車を仕立ててアイスを乗せ、一族の魔女何人かを連れて魔女国の国都を目指した。

　負傷者を乗せているからかっ飛ばすというわけにもいかず、一行が国都に到着したのはサント・ゼッファの街を出発してから二日後だった。先駆けとしてユウキが飛んでいて、アイスの帰還を報しらせてあったから、国都の留守居を任されていたランジュは準備を調えてアイスの到着を待ち受けていた。

　ハリガンやレラはエゥラニアの街にいるのでここにはいないが、ケイとノノエルは国都滞在の当番だったので、アイスを出迎えることができた。

　ユウキは、レンスールの街にいるリンネ、リンナ姉妹やエゥラニアにいるハリガンやレラにも報せておくと言って、飛空艇で飛び立った。

　迎えに来たエリュシオーネに抱えられ、ヴィータはナーガの本陣まで飛んで戻った。

　ヴィータが連れてきたスレイマーヤ一族の魔女三人は馬車で帰るという。

　それを聞きつけたケイが、

「自分もナーガさんのところへ行きたい」

　と言いだした。

「いいでしょ、ランジュ？」

「う～ん」

　政務棟の執務室で椅い子すに座って考え込むランジュに、ケイはなおも迫った。

「このあと半島連合の国々を攻めるんでしょ。だったら、あたしがいたほうがナーガさんの身の安全が図れると思うんだけど」

「ケイ、おまえ馬に乗れたか？」

「えっと、あんまり得意じゃないけど、いざとなったらナーガさんの馬に二人乗りで」

「そんなことしたら、あとでレラに殺されるぞ？」

　ケイが、うっ、と上体を引いた。

「そ、そうだね、じゃあ、イクシーかクゥの馬でいいや」

「いいやって、二人乗り前提で物を言うなと」

「いいじゃん。あたし軽いから、二人乗りしたって馬に負担はかからないし」

「まぁ……そうだな。それにお前が国都にいてもいなくても、たいして影響はないし」

「がふぅっっ」

　胸を押さえ腰を曲げ、ケイが血ち反へ吐どを吐はくまねをした。

「ランジュの言葉の暴力が凄すごい威力で泣きそう」

「いいよ。行ってこい。そしてナーガ殿の役に立ってこい」

「やった！」

「あ、あの、わたしも……」

　横から手を挙げかけたノノエルを、ぴしゃりとランジュが遮さえぎった。

「ノノエルは駄目だからな？　おまえはケイと違って役に立つ。ここにいてもらわないと困る」

「ぐぼぁあっ」

　見えない鉄てつ槌ついで殴られたかのようにケイが大きく仰のけ反ぞり、ノノエルは、がっくりと肩を落とした。

「……わかったです」

「まぁま、そう気を落とすなよ、ノノ。そのうちノノにもいいことがあるさ」

「立ち直るのが早いですね」

　ノノエルがジト目になってケイを見た。

「いいことって、例えば何があるですか？」

「ん？　えっと、例えば……夜中にナーガさんがノノエルの寝室を訪れるとか？　いわゆる夜よ這ばい的な」

「そっ、それはいいことなんでしょうかっ!?」

「むっちゃいいことじゃん？」

　とケイが応えると、ランジュが冷めた顔つきで言った。

「いいことかどうかは知らないが、レラに殺されるのは同じだな」

　ノノエルが、がくぶると震えながら首を横に振る。

「残念ですが、夜這いはご遠慮申し上げるです」

「そ、そうだね。レラを怒らせると恐こわいもんね」

「怒らせるとしたら、おまえの軽けい挙きよ妄もう動どうが原因だろう。ケイだけに」

「ランジュがしてやったりの顔でつまんない洒落しやれを言った」

「つまんない言うな」

　とツッコんだランジュだが、すぐに真面目な顔に戻って言った。

「行くならすぐに支度をしろ、ケイ。スレイマーヤの連中、今日中に出しゆつ立たつするようなことを言ってなかったか？」

「あ、は～い、すぐに支度しま～す」

　立ち上がったケイは、ばたばたとランジュの執務室から出ていった。

「あ、手伝いますですよ──」

　ノノエルが慌ててそのあとを追いかける。

「やれやれ。いつものことながら、ケイがいると騒々しくなるな」

　二人の後ろ姿を見送ったランジュが小さくため息を吐ついた。

「しかし、アイスがあれほどの重傷を負うとはな。うちの連中、ナーガ殿のこととなると少し熱くなりすぎる気がする。それがいいことなのかどうか……わたしにはよくわからないが」

　ナーガが魔女と人とが共に暮らせる世界を創ろうとする限り。

　そして、自分たちがその戦いを彼と共に続ける限り。

　これからも、今回のアイスのような負傷者は出るだろう。

（すでに犠ぎ牲せい者も出ているのだしな。その数が増えない保証もない。とはいえ、あのまま座して見ていれば、人の軍に押され、負け戦いくさが続いて犠牲者が増えたのは確実。どちらがいいかと問われれば……未来への希望がある分、今のほうがマシだと、そう考えるしかないだろうな。いや、そもそも黒い森にいる限り、夢も希望も見られなかったのだ。それが見られたというだけで我々はナーガ殿に感謝しなくてはならないのだろうな）

　ランジュは過去を振り返り、そして少しだけ未来を夢想した。

（ナーガ殿ほどの軍略家なら、新しい世界を必ず実現してくれるだろう）

　彼女が夢見た未来は、明るく希望に満ちた世界だった。
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　西さい果はての半島都市国家連合軍を蹴散らしたナーガは、そのまま追撃し、半島の都市国家連合諸国が立ち直る暇ひまを与えず傘さん下かに収めてしまおうと考えた。この場合の立ち直る暇を与えないというのは、軍事的にというより、精神的な意味合いが大きかった。

　敵よりも多くの兵を揃そろえておきながら、魔女軍とカサンドラ王国軍に容易たやすく蹴散らされたという衝撃は大きい。

　あまりに見事な負けっぷりだったことが却かえって幸いし、都市国家連合の兵員はそれほど損耗していなかったが、圧倒的な負け戦いくさから来る精神的な敗北感は強烈だ。兵も将も魔女軍とカサンドラ王国軍の強さに打ちのめされている。魔女とカサンドラ王国の強さというより、魔女たちの強さに、だろう。

　ナーガに言わせれば、

「俺おれたちが強いのではなく、相手が弱すぎたのだ」

　となるが、大敗を喫したという事実には変わりがない。

　魔女の強さを恐れ、その追撃に怯おびえる都市国家連合軍に反転攻勢に出る余裕などない。どこかで足を止め、敵の追撃を阻はばもうとする意志もない。互いに連携を取って抗戦しようという気炎もない。ひたすら自国を目指して逃げるだけ。

　それを見て取ったナーガは、今こそ畳みかける絶好機だと考えた。

　とはいえ、ナーガには都市国家群を攻め滅ぼすつもりなどない。だいいち、今の兵力では城塞都市を攻め陥おとすのは難しい。仮に内応者が出て陥とせたとしても、いちいち包囲して攻撃していたのでは時間がかかりすぎる。今は何より時間が惜しいのだ。

　都市国家連合諸国が精神的に立ち直る前に。

　新教会と旧教会の戦争が終結を見る前に。

　西さい果はての半島を支配下に収め、半島入り口を扼やくしているグランビスタを攻略してしまう。

　グランビスタを押さえてしまえば、大陸本土へ乗り出すことができる。そこから本土へ進出すれば、沿岸の港湾都市エゥラニアを押さえたハリガンたちと連携しながら魔女の勢力を伸張させていくことができる。

　それがナーガの戦略だった。

　だからナーガは、まずレグナゥスの街を包囲し、交渉役としてヴィータ以下、数人の魔女とカサンドラ王国の者を送り込んだ。

　レグナゥスはサント・ゼッファの北に位置する街で、都市国家連合の各国を攻める際、背後を衝つかれないように味方に取り込んでおく必要があった。

　元々レグナゥスは、今回のカサンドラ王国と魔女国対半島諸国連合の戦に関して様子見に走った街だ。カサンドラ王国と魔女国が勝利した今、抵抗する気などない。魔女の強さは本物であると判断した街の首脳は、交渉の際、魔女国とカサンドラ王国が思ったよりもずっと丁寧な交渉と応対をしてくれたことに安あん堵どし、早々に開城して魔女軍とカサンドラ王国軍を迎え入れることにした。

　実質的に魔女国とカサンドラ王国の傘さん下かに入ることになったのだが、それで街の住民も首脳も、全員が現状維持を許されたのだから文句はなかった。

　ナーガはレグナゥスの街に二百ほどの兵を出させると、隣の街へ向かった。

　次の街は籠ろう城じようの構えを見せたものの、本気で抵抗するつもりはなかったようで、使者を送ると、すんなり交渉に応じてきた。

　先の戦いくさに兵を出し、結果、魔女の強さを体感することになった街の側には、厭えん戦せん気分が広まっていた。おかげで交渉の結果、すぐに降伏開城し、魔女国及びカサンドラ王国との同盟を結んだのである。

　次の街でも。

　その次の街でも。

　似たようなことが行われ、同じように同盟条約が締結された。

　同盟といいながら、実質的には魔女軍とカサンドラ王国軍の支配下に入ることになるわけだから、ナーガは人質を取り、兵を出させた。

　そうしてナーガの率いる軍はあっという間にその数を増やし、半島諸国の中心になっているレキッソス王国へ向かう頃には四千に膨れ上がっていた。

　魔女国とカサンドラ王国に対する戦争の音頭を取ったレキッソス王国は他の諸国と違い、最初は籠ろう城じようして徹底抗戦するつもりだった。しかし、現れた軍勢が予想以上の兵数だったことと、そこに半島諸国の兵が数多く混じっているのを見て気持ちが萎なえた。

　せっぱ詰まった国王と首脳陣は何度も何度も会議を催したが、結論は出なかった。そこへ、例によってナーガがヴィータ以下、数名の使者を送り込んできた。

　ナーガにしてみれば、この街を傘さん下かに収めてしまえば実質的に半島を平定したも同然で、後ろを気にすることなくグランビスタの街へ向かうことができる。

「旧教会と新教会が揉もめているあいだに、なんとしてもグランビスタから大陸本土へ進出しなくてはならない。半島で都市国家諸国にかかずらっている暇ひまなんかないんだ」

　というナーガの戦略を実現するために、魔女国軍とカサンドラ王国軍は一刻も早くグランビスタへ向かう必要がある。

　グランビスタを陥おとせば、半島から大陸本土へと乗り出していける。そうして、すでにエゥラニアを支配しているハリガンたちと連携して大陸本土に勢力を伸張させていく。魔女と人とが共に暮らせる世界を実現するために、それがどうしても必要なことだった。

　ナーガの戦略に、戦略を実現するための戦術に、魔女たちが異を唱えることはない。どれほど実現の可能性が低く思えても。

　黒い森に逼ひつ塞そくし、滅亡を待つだけの存在だった魔女たちが、こうして曲まがり形なりにも日の当たる居場所へ出てこられたのは、偏ひとえにナーガの優れた戦略眼の賜たまものだし、戦略を実現させるための優れた戦術の賜だ。

　魔女たちはナーガに従ついていけば間違いないと思っている。魔女と人とが共に暮らせる、そんなあり得ない世界が実現できると確信している。文句の一つや二つくらいは言うかもしれないが、ナーガの構想がどれほど常識外れでも異を唱えることはない。けれど、カサンドラ王国の側には、そこまでの覚悟はできていなかった。

　いや、カサンドラ王国がというより、カサンドラ王国の国王には、と言ったほうがより正確か。

　人は自分の常識を超える事態に遭遇すると目が曇る。

　人は自分の価値観を壊すような事態に遭遇すると目を逸そらす。

　人より遙はるかに視野が広く、人よりずっと観察眼が鋭く、人より人物評価が確かで、人より決断力がある。そんなナーガは、いや、そんなナーガだからこそ、自分の常識を超える思想や価値観を前にしたとき、頑かたくなに自分の常識や価値観だけを守ろうとする人間がいることに気づいていなかった。

　そのことが、結果的に彼を窮きゆう地ちに追い込むことになった。
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　魔女軍とカサンドラ王国軍、そして半島諸国連合有志によって包囲されたレキッソスの街では、今日も国王と首脳陣が朝から会議を開いていた。

　街を包囲されたことで、住民は大混乱に陥おちいっている。むしろ狂乱と言ってもいいくらいの狼狽うろたえ振りだった。

　魔女なら、街ごと住民を焼き尽くすかもしれない。

　魔女なら、残虐無慈悲な方法で首脳も住民も鏖みなごろしにするのではないか。

　魔女なら、若年、壮年の男は奴隷として使役し、若い女は奴隷として売り払い、使い道のない老人と子供は殺してしまうに違いない。

　魔女なら。

　魔女なら。

　魔女なら。

　魔女がしてきた悪逆非道の行いの数々が、まことしやかに語られた。

　語られた内容の大半はなんら根拠のないデマだったが、住民だけでなく、街の高官も軍の首脳も、皆それらを信じていた。噂うわさに怯おびえた住民の中には、魔女が攻め寄せてくる前に脱出しようと、後先考えずに街から走り出た者もいた。早くなんとかしないと住民の大半が逃げ去り、街には国王や高官だけが取り残されるという、そんな惨めな状態に陥りかねない。そんな状況を前にして、兵の士気も下がり気ぎ味みだ。もし魔女軍とカサンドラ王国軍が本気で攻め寄せてきたら、容易に陥おとされてしまうかもしれない。

　そのことを心配した国王が、

「こうなれば、魔女軍、カサンドラ王国軍と交渉して、少しでも有利な条件を引き出すしかないだろう」

　と言い出した。

　方向性としては、それしかなさそうだが、では誰が交渉役として赴おもむくのかということになると、会議は紛ふん糾きゆうして、なかなか意見がまとまらない。

　討って出れば、恐ろしい魔女どもの餌食になる。かといって籠ろう城じようしても、他の半島諸国の多くは魔女とカサンドラ王国側に従ついてしまったから援軍は来ない。

　もっとも包囲軍は四千と少し。蟻ありの這はい出でる隙もないというほどの重囲ではないから、見張りの隙をかいくぐって逃げ出す住民が後を絶たないのだが、彼らが包囲軍によって殺された様子はなかった。

　ときには住民に交じって、守備に就いていた兵までもが逃げ出すことさえあった。

　時間が経たてば経つほど住民も兵も数が減っていく。結果として街の防御力は次第に下がっていく。レキッソス王国には打つ手がなかった。

　会議に集まった国王と首脳陣は、解決作を出せないまま歯は嚙がみするばかりだった。

「国王様は如い何かにお考えか!?」

　結局、最後は国王に矛先が向くことになる。

　国王からしてみれば、これはおまえたちが始めた戦いくさだろうにと言いたいところだ。

　レキッソス王国は西さい果はての半島にある国の中では比較的規模が大きいが、それでも辺境の一都市国家に過ぎない。国王の権力など、たかがしれている。後代の専制君主国家とは違って、国王は街の有力者たちの上に立ってバランスを取っているに過ぎないのだ。有力者たちにそっぽを向かれたら、たちまち国の運営が立ちゆかなくなるという、その程度の存在だった。

　しかし、その程度の存在でも、国王は国王。彼にも国王としての矜きよう持じはある。

「わかった。交渉には儂わしが赴こう」

　不満や本音をぐっと吞のみ込こみ、国王はそう言った。

　すぐに賛同の声が沸き起こった。

　彼らの本音は、

「これで厄介な交渉役から逃れることができる」

　であり、

「危険な交渉役を国王が引き受けてくれて万々歳だ」

　であった。

　包囲軍との交渉にわざわざ国王が出向くというその事実が、すでに街の側が包囲軍に膝ひざを屈したという証あかしになる。自分が出ていけば、魔女軍やカサンドラ王国軍も強攻してこないだろうという読みが国王にはあった。

　首脳陣は、国王の気が変わらないうちに使者として出向いてもらおうと、大急ぎで使節団の準備を始め、同時に、包囲軍に加わっている半島の国の一つを介して、魔女軍とカサンドラ王国軍の本陣へ、国王を長おさとした交渉団を派遣したいという意向を打診する。

　ほどなく魔女軍とカサンドラ王国軍を率いる「龍りゆう王おうの遣い、ナーガ」からの返事を携えた使者が来た。

「使者殿を歓迎する」

　というのがナーガの応えだった。

　国王は大急ぎで用意された使節団を率いて包囲軍の本陣へと向かったのだった。
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　使節団は国王以下、軍事の代表者一人と民政の代表者一人、そして警護の兵が七名の、都合十名から成っていた。

（十名というのは心こころ許もとない数だが、どのみち魔女軍の下もとへ出向くのだ、十名だろうが百名だろうが、大して変わりはない。何しろ魔女は平気で人を殺す連中だ。むしろ喜んで人を殺す連中だ。大勢の兵を連れて行けば、奴やつらが怒り出すかもしれない。そんな危険を冒すより、少数の兵で訪れ、哀れな敗北者を強調したほうが、魔女の怒りを買わずに済むかもしれない）

　と、国王はそんなことを考えていた。

　国王も、やはり魔女が恐こわかったのだ。魔女に関する噂うわさを信じていたのだ。

　レキッソス国王は、まだ三十代半ばの壮健な男だった。彼が王位に即ついてから三年ほどしか経たっておらず、現状、お飾りに近い存在でしかなかったが、彼は彼なりに国のことを考えていた。相手──とくに魔女──の出方次第では二度と街に戻れないかもしれないが、街と街の住民が救われるならそれでもいいと、国王はそんな悲壮な決意を胸に秘め、恐ろしい魔女たちの下へ赴おもむく覚悟を決めたのだ。もっとも、魔女国とカサンドラ王国の傘さん下かに入った他の半島諸国が、それなりの待遇を受けているということは聞いていたから、多少は期待するところもあったのだが。

　使節団の十名は直ただちに本陣へと案内された。

　本陣には大天幕が張られ、完全武装のカサンドラ王国軍兵士と、半裸の魔女たちが周囲の警戒に当たっていた。

　兵士と魔女の、あまりに対照的な出いで立たちに国王は感心してしまう。

　完全武装の兵士だけなら、あるいは半裸の魔女たちだけなら、国王は恐怖に駆られたかもしれない。逃げ腰になったかもしれない。けれど、対照的な出で立ちの兵士と魔女が当たり前のように屯たむろしているのを見て、国王の緊張感は少し緩んだ。

（魔女を間近にしてもあの兵士たちは怯おびえていない。それだけの信頼関係を築いているというのか？）

　と、そこに感心してしまう。

「ようこそ、お出いでくださりました」

　使節団一行が、兵士によって大天幕の前まで案内されると、一人の魔女が進み出てきた。その女はマンテラを羽織っていて全身を覆い隠している。極薄、極小の衣装しか着ていない他の魔女たちとは一線を画しているが、こんなところにいる以上、魔女に違いない。

　彼女は恭うやうやしく頭を下げて挨拶を寄よ越こした。

「ようこそお出でくださいました、国王様。龍りゆう王おうの御み遣つかいがお待ちです。どうぞ中へ」

　そう言って魔女は、天幕の入り口の垂れ布を捲まくった。

「かたじけない。では、失礼いたす」

　国王が入り口を潜くぐると、天幕の中には大きな長卓が置かれ、その周囲に何客もの椅い子すが並べられている。

　長卓の片側に座っていた三人が立ち上がった。

　立ち上がったのは、男が二人、女が一人だ。

　女は鎧よろいも着けずに半裸の出いで立たちだから、魔女ということが一目でわかる。

（小柄で、見た目は可愛かわいらしい少女にしか見えないが、この会見に出てきた以上、あれが魔女の代表者ということか!?）

　国王は、そのことに内心密ひそかに驚いた。

　男の一人は、この世界ではお馴な染じみの軽装鎧を身に纏まとっているから、カサンドラ王国の軍人だと思われる。が、もう一人の男は見たことのない出で立ちをしていた。腰に差している剣も、国王が見たことのない形状をしていた。顔つきも、この辺りの人間とは明らかに違っていた。

（であれば、あの男が魔女軍とカサンドラ王国軍を率いている龍王の御遣いということか。ずいぶんと若いな）

　国王の推察どおり、男は「龍王の遣い、ナーガ」と名乗った。

「こちらがスレイマーヤ一族の長おさ、魔女のヴィータ。こちらがカサンドラ王国軍の指揮官、リガヤだ」

　二人が頭を下げた。

「ヴィータじゃ」

「リガヤです。よろしくお願いします」

　国王も挨拶を返す。

「わたしがレキッソス王国のレキサス四世です。こちらは軍事の担当者ハリウェル、そちらが民政の担当者、デトナンです」

　紹介された二人が低頭する。

　二人とも軍事と民政の最高責任者ではなかった。ハリウェルはナンバースリー、デトナンはナンバーフォーに過ぎない。要するに二人とも上司に厄介な仕事を押しつけられたわけで、その意味では国王と同じような立場だった。

「わざわざご足労いただき、感謝している。どうぞ、おかけください」

　龍りゆう王おうの御み遣つかいの言葉は、頭の中に直接聞こえてくるような不思議な響きだった。

　ナーガに勧められ、国王以下、三人は、ナーガたちの対面の椅い子すに腰を下ろす。

　警護の兵六人がその背後に並び。

　ナーガとヴィータ、リガヤの背後には十人ばかりのカサンドラ王国軍の兵士と魔女が居並んだ。

　魔女は三名で、そのうち一人は先ほど天幕の前で挨拶を寄よ越こした、マンテラで体を隠した魔女だった。他の二人は極薄、極小の衣装しか身に着けていない。衣装というより、ただの紐ひもというか小さな布きれというか、そんな物だったから、国王の目はどうしてもそちらに向いてしまう。

「国王殿は魔女を見るのは初めてか」

　とナーガに言われ、国王は慌てて魔女から視線を引ひっ剝ぺがし、彼のほうへ向ける。

「あ、ええ、初めてでして、その……」

「ははは、驚くのも当然だ。俺おれも初めて魔女と出会ったときは驚いたわ。何しろこいつら、裸も同然だからな」

　ナーガが楽しそうに笑うと、すかさずヴィータがツッコんだ。

「裸ではないわ。ちゃんと着ているじゃろうが。失敬な奴やつじゃな」

「いや、それでちゃんと着ているって言われてもな。そうだろう、国王殿？」

「え、あ、はい、まぁ、それはたしかに」

　ちらちらとヴィータに視線を走らせながら、国王は思わずそんな答えを返す。すると、ヴィータという魔女がぎろりと睨にらんできたので、国王は慌てて視線を逸そらせた。

　ナーガは、くくっ、と笑いながら言った。

「今はもう慣れたから驚かないがな。というか、こいつらが普通の衣装を着てると、少し寂しいわ」

「おぬしは、着ていないのがいちばん嬉うれしいんじゃろ」

「ん？　ああ、そうかもしれないな」

「他ひ人と事ごとのように」

「というか、男なら誰だって着てないほうが好みだろ？」

「正直者じゃな！」

　国王は二人の気安い掛け合いに改めて驚いてしまう。

　龍王の御遣いにしては砕けた口調と話しぶりだし、魔女も恐ろしさなどまったく感じさせない話し方だ。国王は、魔女に対する印象が一変してしまいそうになった。それを狙ってナーガとヴィータは、敢あえて国王との会見の席上で、このような軽口を叩たたいていたのだという見方もできる。

「まぁ、それはおいといてだ」

　ナーガは笑みを収め、国王に向き直った。

「肝心の話を始めるとしようか、国王殿」

　ナーガの口調からは先ほどまでの戯おどけた感じは完全に消え、国王は再び緊張感に支配された。

　国王は隣に座る二人と目め配くばせを交わした。

「まずはこちらの要求を伝えよう」

　ナーガは冷静な声でそう言った。

「一つ。レキッソス王国は無条件で我らに降伏すること。降伏すれば国王や首脳陣の地位も財産も、街の住民の安全も、確実に保障する」

　三人の顔に安あん堵どの色が浮かんだが、ナーガは素知らぬ体ていで言葉を継いだ。

「一つ。降伏の証あかしに人質を出すこと。人質の人選は任せるが」

　ナーガは、眼前に並んだ三人の顔を交互に見やって言った。

「とりあえず、あんたたちの中から誰かが俺おれたちの下もとへ残ってもらおうか」

　三人はまたもや互いに顔を見合わせたが、ナーガが次の言葉を発したので、慌てて彼のほうへと視線を戻した。

「一つ。レキッソス王国は我々に兵を出すこと。兵数は出せる数でいいんだが、魔女国とカサンドラ王国を攻めようとした部隊の半数くらいはほしいところだな」

　国王は内心で頷うなずきつつも、疑問を感じた。

　兵を出せという要求は、まぁわかる。降伏した国が兵を出して、相手の部隊の一いち翼よくを担うのは当然のことだから。しかし、相手はどこを攻めようとしているのか。それが今一つ、はっきりしない。

（おそらくは残りの半島諸国を自分たち同様、降伏させるために街を囲むのだろう。そのときに兵数が多いほど包囲が効果的に行えるということか）

　国王と同じことを考えたのだろう、軍事の代表者ハリウェルが質問を挟んだ。

「兵を出すのは吝やぶさかではありませんが、貴殿らは、その兵をどこに向かわせるのでありますか？」

　質問者に対してナーガが鋭い視線を向けてきたので、相手の話の最中に質問したことを咎とがめられると思った彼は、思わず首をすくめた。だが、案に相違してナーガの声に叱責の色はなかった。

「俺たちはこの半島を完全に傘さん下かに収めるつもりだ。その際には兵数が多いほうが仕事が楽だし、捗はかどるということだな。すでに半島諸国の半分ほどは我らに降くだった。あんたたちがこちらに従ついてくれれば、残りも雪崩なだれを打ってこちらに降るだろう。兵を出したとしても、あんたたちが近隣諸国を攻めることはない」

　それは予想したとおりのことだったので、ハリウェルもデトナンも国王も密ひそかに安あん堵どの息を吐はいた。しかし、それに続く答えは予想外のものだった。

「半島平定の仕上げとしてグランビスタの街を奪とるつもりだ。おそらくグランビスタの街は抵抗するだろうから、その際は働いてもらうことになる」

　国王も他の二人も、驚きよう愕がくに顔を歪ゆがめた。

「グ、グランビスタの街を!?」

「あの街には三千以上の守備兵に加え、旧教会側の戦士もいますぞ!?」

「無む茶ちやだ。あの街を攻めれば旧教会本部に援軍要請が送られる。そうなったら無敵不敗の神の旅団が派遣されてくるかもしれない！」

　だが、ナーガは顔色一つ変えなかった。

「その神の旅団を、過日の戦いくさで完かん膚ぷなきまでに破ったのだがな、俺おれたちは」

　彼の口調には自慢する様子も昂たかぶった様子もまるで感じない。

（そ、そうだった）

（名高きジュエルジュードもトリスタンも、魔女たちに敗れ、討ち取られたのだった）

　国王と代表者二人は改めて魔女の恐ろしさを思い出して震えたが、目の前にいる少女のような外見の魔女を見ていると、そして後ろに並んでいる半裸の魔女やマンテラを羽織った魔女を見ていると、どうにも危機感が薄れてしまいそうになる。恰かつ好こうもそうだが、意外なほど礼儀正しいからだ。人間とみれば手当たり次第に殺すとか、人間を殺して喰くらうとか、少なくとも今までに聞いていた話が噓うそっぱちだったことがわかる程度には、魔女たちは礼儀正しく人当たりもよかった。

（それは龍りゆう王おうの御み遣つかいも同じ……だな）

　人を畏い怖ふさせる何かを持ってはいるが、龍王などという超自然的な存在とはほど遠い、人間くささを感じることができる。

　そのナーガは、昂ぶるでもなく、驕おごるでもなく、淡々と言葉を継いだ。

「ジュエルジュード率いる神の旅団とやらを破ったときは魔女だけで戦ったんだぜ。そのことを忘れないでもらおうか。つまり、だ」

　ナーガはそこで言葉を切ると、顔に笑みを浮かべた。

「俺たちとカサンドラ王国軍、そしておまえたちが協力して事に当たれば、グランビスタの守りが堅かろうが、守備兵が三千いようが四千いようが、神の旅団が後ご詰づめに来ようが、どうってことはない」

（どうってことはあるだろう）

　ハリウェルとデトナンの顔が蒼そう白はくになっている。

　無理もない。グランビスタを攻めるとなると、それはもう一大事だ。旧教会が黙って見ているはずがない。最悪の場合、神の旅団が数個、派遣されるかもしれない。あるいは旧教会の強い影響下にある大陸本土の諸国や諸侯が、数千規模の援軍を送って寄よ越こすかもしれない。そうなったら、如い何かに魔女軍が神の旅団を破ったことがあっても、戦いくさに勝つのは不可能だ。

　負け戦に巻き込まれたくはないというのが二人の本音である。しかし、国王だけは少し受け取り方が違っていた。

　今までの戦が、ナーガがただの法ほ螺ら吹きではないことを証明している。五千もの軍勢を用意した半島諸国の、遙はるかに兵数の少ない魔女軍とカサンドラ王国軍に一いつ敗ぱい地ちに塗まみれたのだ。

　今回だけではない。これまでに何度も、魔女軍は圧倒的に不利な状況を覆くつがえして勝利しているのだ。ナーガの言葉に国王もハリウェルもデトナンも気け圧おされ、黙り込んだ。

「もう半島の小国同士で争う時代じゃないんだ。ちっぽけな都市国家が奪とった奪とられたで一喜一憂するような時代は終わりにしようぜ。俺おれがその道筋をつけてやる。いま大陸本土で吹き荒れている教会勢同士の戦乱にだって終止符を打てるぜ。終止符を打って、大陸に平和をもたらしてやるんだ。魔女と人とが共に、普通に、当たり前のように、自然に暮らす世界だって実現できるんだ。俺たちが協力して事に当たればできないことなんかない」

　国王は雷に打たれたように痺しびれ、震えた。

　そんな考え方をする人間に会ったことはない。

　そんな視点で世界を見る人間に会ったことはない。

（いや。龍りゆう王おうの御み遣つかいだとすれば、ただの人間とは言えないのかもしれないが）

　国王は、異装を纏まとった異相の男に見入ってしまった。

「宗教だってそうだ。教義の小さな違いを喚わめき立てて同じ宗派同士で争うとか、愚かすぎるだろ。坊主どもが政まつりごとに口を出すのも同じだ。そいつは領分違いだ。民の暮らしを守るのは俺たちの仕事だ。神や仏の仕事じゃねえ。そうだろ、国王様？」

「ボウズ」や「ホトケ」という単語の意味はよくわからなかったが──レラの呪符でも翻訳し切れていない──彼の言わんとすることはよくわかった。

　だが、ナーガの主張は、この大陸においては、ずいぶんと過激で先鋭的に思える。

　それでも国王が共感を覚えたのは、常日頃、彼が心中で密ひそかに思っていることと近かったからなのかもしれない。

　自分には見られない世界を見ることが出来る男。

　自分には想像できない未来を想像できる男。

　なるほど、その能力は龍王の御遣いという称号に相応ふさわしい。

　国王はそう思い、感じ入った。

　ナーガの展望、構想が、ただの思いつきでも妄想でもないことは、これまでの経緯が証明している。

　黒い森に逼ひつ塞そくして滅びる寸前だった魔女が息を吹き返し、それどころか人間界に討って出て、人の軍との戦いくさに何度も勝ち、ついには魔女の国を建国した。

（それらは、すべてこの龍りゆう王おうの御み遣つかいが指導し、指揮した結果だというではないか。ならば、この男の気き宇う壮そう大だいな構想も、夢物語に終わることなく、いずれ実現するかもしれない）

　国王はナーガの構想と展望に吞のまれた。もはや半島の中で、小さな都市国家同士が争っている場合ではないと、そう思った。

　ナーガの熱に当てられたのかもしれないし、自信満々で語るナーガ自身に魅せられたのかもしれないが、いずれにせよ、彼の腹は決まった。

「よいでしょう。あなたの申し出、受けようではありませんか」

　国王がそう言うと、ハリウェルとデトナンが呆あつ気けに取られた顔を国王に向けた。いったいあんたは何を考えているんだ!?　という、そんな顔だ。

　二人の驚く顔を見たレキサス四世は、厄介事を自分に押しつけ、安全な街の中から様子見しているだけの街の首脳たちに意趣返しできた気がして少しだけ溜りゆう飲いんを下げた。

　一方、ハリウェルとデトナンは大いに困惑し、むしろ混乱していた。

　何かあったときに責任を国王に押しつければいいと思って彼と共に来たけれど、まさか国王がこの場でこれほど重大な決断を下してしまうとは思いもよらなかった。

　いつもの国王は、お飾りである自分の立場をよく理解していて、決して無理難題は言わない。そもそも自ら進んで何かを決断することもなかった。それなのに今、いきなり相手の要求を吞むと言い出した。この意外な事態にどう対応すべきかを二人が考えているあいだに、ナーガと国王のあいだで話が進んでしまった。

　反対するなら、もっと早くに声を上げるべきだったが、「国王」が是ぜと言った件に反対するのは憚はばかられる。内輪の会議ならいざ知らず、ここは包囲軍の本陣で、相手は包囲軍を率いる龍王の御遣いなのだ。しかも、魔女が同席している。国王が吞むと言っているのに反対すれば、講和を妨げる不ふ逞ていの輩やからと断じられ、斬られてしまうかもしれない。その可能性を考えた二人は、結局、異論を唱えることができないままだった。

　突然、ヴィータが椅い子すの上に立ち上がったので、国王、ハリウェル、デトナンが揃そろって、びくぅっ、と上体を引いた。

　普通に立つと長卓から首だけが出るという恰かつ好こうになるため、ヴィータはわざわざ椅子の上に立ち上がったのだ。椅子の上に立ち、薄い胸を踏ふん反り返るように反らせたヴィータは、三人を睥へい睨げいしつつ口を開いた。

「天あつ晴ぱれよ、レキッソスの国王。ぬしのように理解が早く物わかりのよい男ばかりじゃと吾われらも楽なのじゃがな」

「あ、はい、ありがとう、ございます」

　なんとなく勢いに圧おされ、国王は頭を下げてしまう。

「不安はあるじゃろうがな、それでもこの男、龍りゆう王おうの御み遣つかいに従ついていけば、いろいろと面白いことを体験できる。面白い目に会えるし、面白いものが見られる。言い換えれば、楽しい思いができるということじゃ。濃厚な充実した日々を送れるということじゃ」

　ヴィータの言葉を聞いてリガヤが体を強こわばらせた。

　彼の平穏な日々は、ナーガと魔女たちによって破られたのだ。しかし、代わって訪れた波は瀾らん万ばん丈じようの日々は、考えようによっては充実した時間の連続だった。平穏な日々を送るだけの人生を百回繰り返しても、これだけの充実感を味わうことはできなかっただろう。

「まぁ、充実した日々は、自分の命を危険に晒さらすという対価があってこそじゃがな」

　そう言ってヴィータは笑った。笑いながら、椅い子すに腰を下ろした。

　レキッソスの街の三人は呆ぼう然ぜんと彼女を見やっているが、リガヤは。

　リガヤだけは、どこまでも真剣な顔で考え込んでいた。

（国王様が言うように、ナーガ殿を取り除けば平穏な日々が戻ってくるのだろうか。いや、とてもそうは思えない）

　事態はもう動き出している。時代はもう変わり始めている。この男を除いたくらいで、すべてが元に戻るとは思えないのだ。除いても元の平穏な日々が戻って来ないなら、ナーガを除く意味などないではないか。そう思うリガヤだが、大恩ある国王の命令を拒むこともできない。

（どうすればいい。どうすればいいのだ、わたしは）

　懊おう悩のうに身を切り裂かれるような思いのするリガヤだが、いつ考えても、何度考えても、結論は出せないままだ。

　結局、彼はここでもまた結論を出すことを先送りした。

（ナーガ殿を誅ちゆうするにしても、今はその時ではない。彼を除くのなら、グランビスタの街を陥おとしてから。いまナーガ殿を失えば、半島制覇という目標の実現が叶かなわなくなる。半島を平定するのは国王様では無理。ナーガ殿でなくては無理なのだ）

　だから今は手出しをせず、グランビスタの街を陥として、いよいよ半島の平定が間違いないというところまで来て初めてナーガを殺すことができるのだと、リガヤは自分に言い聞かせるのだった。
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　半島でも一、二を争う規模の都市国家レキッソス王国が魔女国とカサンドラ王国の陣営に従いたという報しらせは、残りの国々に衝撃をもたらした。

　このまま手を拱こまねいていては半島で孤立する。大陸本土からの援軍が望むべくもない今、孤立してしまえば魔女国とカサンドラ王国によって滅ぼされてしまうかもしれない。危機感を抱いた他の街の指導者は、なんとか魔女国とカサンドラ王国に誼よしみを通じようとして、競うように使者を送ってきた。

　ナーガは送られてきた使者に対しては、レキッソス王国のときと同様の応対をした。

「こちらが出す条件を吞のんで傘さん下かに加わるのであれば、指導者の地位や財産、そして市民の安全は保障する。条件は人質を出すことと兵を出すことだ」

　ナーガの言葉を持ち帰った使者によって龍りゆう王おうの御み遣つかいの意向を知った各都市は、これまた競うように人質を差し出し、兵を送ってきた。もっとも、兵の数は出せるだけでいいという話をしたから、各都市とも百、二百という小部隊しか送ってこなかったが、ナーガは、それでいいと思っていた。

（むしろそのほうがいい）

　傘下に入ったばかりの街の兵に全ぜん幅ぷくの信頼は置けない。

　カサンドラ王国軍は二千五百程度しかいないのだ。信頼の置けない兵が五千も六千もいては、却かえって扱いに困るというのがナーガの本音である。だからナーガは、半島諸国が出してきた兵の合計が二千五百程度だったにも拘かかわらず、満足していた。

（兵が五千。半数が寄せ集めの兵だとしても、それに加えてヴィータたちがいれば、グランビスタの街は、おそらく奪とれるだろう）

　ナーガはそう思っている。

（問題はそこから先だ。旧教会と新教会の大おお戦いくさが長引くのか、それとも決着を見るのか。本土の強国がどう動くのか、動かないのか。あとは、そうだな、魔女と人が一緒に戦っているという事実を、どれだけ広く喧けん伝でんできるか……だな）

　各国から送られてきた部隊の指揮官を前にして、ナーガは、さて、と言って床しよう几ぎから立ち上がった。

「では、グランビスタの街を奪りに行くとしようか」

　気負いも力みも感じられない、淡々とした口調だった。
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　グランビスタに向かったのは半島諸国が送り出した兵が約二千五百とカサンドラ王国軍二千五百の合計五千ほどだった。魔女たちもいるが、その数は三十ほどに過ぎないから、人数的には無視していい存在だ。しかし、その戦闘力は一騎当千。ナーガは魔女たちの魔法を計算に入れて戦術を組み立てていた。

　とはいえ、相手の出方によっては戦術を変えなくてはならない。肝心なのは、グランビスタの守備部隊が街から出てくるのか、それとも籠ろう城じようするのかを見極めることだ。

　グランビスタは規模の大きな城郭都市だが、それでも一都市国家に過ぎない。守備部隊の兵力は現状で三千弱だという。ユウキとセレナを使って城内の様子を探らせたナーガは、その数字に間違いがないことを確認していた。

「ならば、おそらく出てこないな。敵は籠城するだろう」

　魔女とカサンドラ王国軍の戦い振りは、当然、グランビスタ側の耳に入っているはずで、わざわざ野戦で魔女を含む部隊と戦おうとはしない。

　それがナーガの読みだった。

　そこでナーガは五千の兵力をまとめて進軍させた。半島の都市国家連合部隊が寄せ集めだとしても、兵数はグランビスタの倍近い。街にいくらかの守備兵を残す必要があることを思えば、二倍を超える。しかも、こちらには魔女がいる。こうして数の有利を押し出して迫れば、グランビスタ軍が出てくるはずがなかった。

　とはいえ、万が一ということもあるから、ナーガは引き続きユウキとセレナとエスピエーネに街の様子を探らせていた。




　ユウキを送り出すときにナーガが、

「あまり低空を飛ぶなよ？」

　と念押しすると、彼女は素っ気なく応えた。

「わかってるわよ」

「わかってるならいいんだ。それと」

　次にナーガは、セレナとエスピエーネのほうへ顔を向けた。

「二人は間違っても姿を見られるなよ？　見張りの兵に見つかったら、それだけで大騒ぎになるんだからな」

「も、もちろんです。間違っても見られたくなんかないですから」

　顔を赤くしてセレナがそう言うのも当然で、二人はエスピエーネの透明化──正確には少し違うのだが──の魔法で城壁に近づくのだが、衣服や履き物は透明にできないため、偵察の任務中は全裸で動くことになるのだ。

「といっても、それは偏ひとえにエーネの魔法に懸かかっているんですけど」

「大丈夫だよ。セレナが僕から離れようとしない限り敵に見つかることはない。言い換えると、僕が手を離してしまえばセレナはとても恥ずかしい全ぜん然ぜん裸らを敵兵の前に晒さらしてしまうわけだから、行動中は僕を敬うようにね。敬って上回ってね。間違っても有う耶や無む耶やにはしないようにね」

「エーネが酷ひどすぎる！」

「手を離しちゃうよ？　すべて丸見えになった、丸出しになった、丸裸になった全然裸のセレナを城壁の前に置き去りにしちゃうよ？」

　などとエスピエーネが脅すと、セレナが顔を歪ゆがめて悲鳴を上げる。

「いぃやぁぁ」

「仲間を脅してどうするんだよ」

　とナーガが呆あきれ気ぎ味みにツッコむと、横からユウキがエスピエーネの頭を叩たたいた。

「ちょっと止やめなさいよ、エーネ。セレナが怯おびえちゃってるじゃない」

「痛たた……」

　エスピエーネが頭を押さえて涙目になる。

「ユウキってば、本気で殴らなくても」












「真面目にやりなさいってば。この戦いくさにはわたしたちの未来が懸かかってるんだから」

「わかってるよ。ちょっとした冗談じゃないか。そんなに本気にならなくても。叛ほん気きにはならないとも。本ほん期きにはやり遂げるよ」

「もう一回、殴る？」

　エスピエーネは広げた両の掌てのひらを眼前でぶるぶると振った。

　などということがあったのだが、それはさておき。




　ユウキは飛空艇を飛ばして上空から。セレナとエスピエーネは姿を消して城壁の近くから「天てん眼げん」の魔法で。城内にいる守備部隊の動きを探った結果、グランビスタ側が籠ろう城じよう策を採ったことを知ることができた。

「まぁ、想定どおりの対応だな。じゃ、こちらも用意した作戦で行くか」

　ナーガは不敵に笑って、ヴィータとミドルスブレイラを呼んだ。
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　グランビスタ攻めにナーガが選んだ策は、地下を掘り進むことだった。大勢の鉱夫がいるなら可能な戦術ではあった。しかし、ナーガの陣営に鉱夫などいない。

「仮に人海戦術で掘るにしてもじゃ」

　最初にナーガが作戦を披露したとき、真っ先にヴィータが疑念を呈してきた。

「掘り方を知らない素人しろうとが街まで坑道を掘ることなど可能なのか!?」

「ははは、お前がそれを言うか？」

　とナーガに笑われ、ヴィータが眉み間けんに皺しわを寄せる。

「どういう意味じゃ？」

「おまえのところにはミドルスブレイラがいるじゃないか」

「……あ！」

「そうだよ。土を操るというあいつなら、坑あなの一つや二つ、簡単に掘れるだろ？」

　ヴィータは腕組みして、むむむ、と唸うなった。

「そうじゃのう。坑など掘らせたことはないが、彼奴あやつならできるじゃろうな」

「ないのかよ」

　少し呆あきれた顔でナーガがそう言うと。

「仕方がなかろう。黒い森の中で暮らしている分には、坑を掘る必要に迫られたことなどなかったのじゃからな。やったことといえば、せいぜい畑の土を均ならすとか、大雨で土砂崩れが起きたときに土砂を除のけるとかくらいじゃ」

「宝の持ち腐れだなぁ」

「そもそも吾われらは魔法が宝などとは思うておらんかったからの。こんな厄介な力などなければ人から迫害されることもなかったろうに。そう思うことはあってもな」

「そうかもしれないな。だが、今は実感しているはずだ。自分たちが類たぐい希まれな素晴らしい能力を持っていることを」

「おぬしはそう言うが、実はあまり実感はない」

　ナーガは拍子抜けだという顔になる。

「おまえたちがそんなだから、俺おれが魔法の使い道を考えなくちゃならないんだぞ。もっと自分たちで魔法の使い道を考えるようにしないとな」

「で、今回が坑あな掘りか」

「そうともよ。ミドルスブレイラがいればグランビスタまで坑道を掘れる。掘ったあとに坑道から兵と魔女を送り込んで、直じかに中を攻める。何も馬鹿正直に正面から力押しをする必要なんかないんだ」

　ヴィータだけではない。リガヤも、将軍としてカサンドラ王国軍部隊を指揮するマグレイブも、驚き呆あきれた顔になってナーガを見つめていた。

「そんな奇計を、よくも考えつくものじゃな」

「奇計じゃなくて、奇警と言ってくれ」

　と胸を張ってから、ナーガはにやりと笑った。

「まぁ種明かしをしちまうとな、俺がいた世界では、坑を掘って城の水の手を断つというやり口は、割とよくある戦法なんだよ」

「なんと、そうなのか」

「だから、べつに俺だけが奇警ってわけじゃねえのさ。俺のいた世界じゃ、みんなが奇警だったってことだな」

　そう言って、ナーガはいかにも可お笑かしそうに笑った。

「ふむ。その辺のことは覚えておったということか」

「そうだな。戦いくさに関しては割と覚えている。かなり断片的な知識ではあるがな」

「断片的であろうと体系的であろうと、吾らの役に立ってくれるのならどちらでもいいわ。それより。ミドルスブレイラが坑を掘れたとして、そのあとは？　兵と魔女を送り込むと言うたが、具体的には？」

「送り込んだ兵と魔女で、街の武器庫を燃やし、兵舎を襲う。それで守備部隊は大混乱だろう。敵の混乱に乗じて中から城門を開ける。あとは外に控えていた主力が雪な崩だれ込めばそれで終わりだ」

「ふむ。じゃが、そう上う手まく行くか？　武器庫や兵舎を襲うと言うが、その場所を事前に調べておかなくては時間がかかるじゃろう？　街中をうろうろしておったら、送り込んだ部隊が包囲されて壊かい滅めつしかねんのでは？」

「さすがにヴィータ、要点がわかっているな」

「お？　おお、まぁ当然じゃな」

「だから、予あらかじめ街中の地図を作って、武器庫や兵舎、王宮などの主要な建物の場所を頭に叩たたき込んでおくんだ」

「地図を？　誰かを街に送り込むというのか？」

「いや。そこまでしなくても、ユウキとセレナの魔法があれば、おおよその地図は描けるだろうからな」

「なるほどの。じゃが、セレナは天てん眼げんで街を覗のぞきながら記録できても、ユウキは飛空艇で飛んでいるあいだは記録などできんじゃろう？　レラならともかく、ユウキの頭で覚えられるのか？」

「そこは……じつは俺おれも少し心配なんだがな」

　というナーガの言葉を聞いたら、ユウキは頭から湯気を噴き出して怒るだろうが、生あい憎にくと──ナーガからすれば幸いにも──彼女はこの場にいない。

「実際に地図を作るのはセレナの役目で、ユウキはその補佐というか、確認役だな。セレナが描いた地図を持って飛んで、上空から見下ろした街並みと相違がないかどうかを確認するってわけだ」

「なるほど。それなら彼奴あやつの鳥頭でも大丈夫そうじゃな」

　というヴィータの言葉をユウキが聞いたら頭から湯気を噴き出して食ってかかっただろうが、やはり生憎というか幸いというか、この場にユウキはいない。

「鳥頭って……ユウキの奴やつがいないからって、言いたい放題だな」

　ナーガは苦笑するしかない。

「何を言うか。おぬしだってユウキの記憶力を心配しておったではないか」

「いや、俺はだな、記憶することに気を取られて飛空艇の操縦を失敗したりしたら不ま味ずいだろうということを心配したんであって、ユウキの記憶力が乏しいことを心配したんじゃないぞ？」

　ヴィータは、ふふん、と鼻を鳴らして言った。

「まぁよいわ。そういうことにしておこう」

「いやいや、実際、そういうことだからな？」

　と言い張ってから、ナーガは改めてヴィータにミドルスブレイラを呼んでくれるように頼んだ。

「あいつに坑あな掘りのことを伝えたい。どのくらいの速さで掘り進められるのかも確かめたいし、地中で掘り進む方向を決められるのかも確かめたい。で、ミドルスブレイラの作業と並行してセレナに地図作りをやってもらう。あまり時間をかけていられないからな」

「どのくらいかけるつもりじゃ？」

「そうさな。半月のうちには陥おとしたいところだな」

「半月以内か。おぬしにしては気長な方針じゃな」

「包囲側の兵数がもっと多ければ、短期間で攻め陥とすために少し強引な方法を取ってもいいんだが、今の俺おれたちは兵員に犠ぎ牲せいを出せないからな。魔女軍やカサンドラ王国軍から出せないのはもちろん、都市連合の兵からも犠牲は出せない。出したら、連中、離反するだろうからな。そうだろう、リガヤ？」

　ナーガに呼ばれ、はっとしてリガヤが顔を上げた。

「あ、ええ、そうですね。といいますか、そもそも味方に加わったばかりの諸都市の兵は戦意が低くて実戦では使えないかと思いますが」

　リガヤの指摘は状況判断がよくできていてさすがというところだが、ナーガは彼が何か思い詰めている様子なのが少し気にかかった。

（思い詰めているというか、心ここに在らずというか。また国王に、早く半島を制圧しろと急せかされたか？）

　というナーガの推測は当たらずといえども遠からずだったのだが。

　現状、グランビスタに援軍が来る可能性は低いが、時間をかけすぎると、旧教会と新教会の戦争が一段落してしまうかもしれない。そうなれば、旧教会側がグランビスタに援軍を送る余裕ができてしまう。その前に、なんとしてもグランビスタを陥としておかなくてはならないのだ。ナーガの意識は目の前のグランビスタを陥とすことに集中していて、リガヤの態度を追及するだけの余裕はなかった。彼もまだ若いのだ、そこまで気配りを求めるほうが酷というものだろう。

　後にナーガはその代償を支払うことになるが、ある意味、仕方のないことではあった。
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　ヴィータに呼ばれたミドルスブレイラは、ナーガの問いかけに対して自信満々で答えた。

「掘れます」

「おお、心強いな」

　ナーガが上体を乗りだすと、ミドルスブレイラは、ただし、と釘くぎを刺してきた。

「どのくらいの速さで掘れるかはやってみないとなんとも」

「それもそうだな。だったら、すぐに試し掘りをやってもらおうか」

「いいですよ。この身一つあれば大がかりな準備なんか要りませんからね。ただ、掘ったときに出た土を運び出さないとなりませんけど」

「そちらは人海戦術で行くしかないな。それと、坑道を補強しておいたほうがいいだろうから、土を運び出したら、その作業にも人手をかけないとな。リガヤ」

「……あ、はい？」

（今日のリガヤ、どうも集中できていないな）

　と思いつつナーガは言った。

「カサンドラ王国の兵だけでなく、半島諸都市の兵の中から鉱山で働いた経験のある者を探して集めてくれ。人数的に足りないようなら、土木作業の経験があって腕力のありそうな兵を選んでくれ。それと、補強用の木材や土を運ぶ畚もつこなんかも要るな」

「わかりました。すぐにやらせます」

「よし、じゃあミドルスブレイラ、試し掘りにかかるとするか」

　ナーガはヴィータやミドルスブレイラ、リガヤなどを引き連れて本陣の天幕を出た。
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　ミドルスブレイラによる試し掘りは順調に進んだ。魔力を全身に巡らせたミドルスブレイラは、あっという間に地面に坑あなを穿うがち、その中に入った。

　縦たて坑あなの次は横よこ坑あなだ。

　そちらのほうが難易度は高そうに思えたが、彼女は難なく掘り進み、四し半はん時とき（約三十分）ほどで横坑の長さは数十ヤルドにも達した。

「おいおい、これはデキすぎだろ」

　言い出したナーガさえもが呆あきれ驚くほどの速度だった。

「これなら、二、三日あれば城壁の下まで掘り進めるんじゃないか」

「そうじゃな。彼奴あやつにこれほどの能力があったとは驚きじゃわい」

「それ、スレイマーヤ一族の長おさの言葉としてはどうかと思うぞ」

「うるさいわ！　大きなお世話じゃ！」

　とツッコんだあと、ヴィータは、おいナーガよ、と訊きいてきた。

「これだけ掘れるのなら、城内まで行かんでも、城壁の下を縦横無尽に掘るだけで城壁が崩れるのではないか？」

「かもしれないが、それはあまりしたくない」

「どうしてじゃ？」

「奪とったあとに城壁を修復するのが面倒だろ？」

「そうか。この街を本拠にして大陸本土へ乗り出すために、あまり壊したくないと？」

「位置的に見ても、ここが本拠地として最適だ。だから、なるべく無傷で手に入れたい。あれこれ修復する手て間ま暇ひま金かねはかけたくないからな」

「ふぅむ。やはりおぬしは吾われらと物の見方が違うな。見方というか、視点というか、視認距離というか。並の者より遙はるかに広く、遙かに遠くを見ている。そこがおぬしのいちばんの強みなのじゃろうな」

「おいおい、褒めたって何も出ないぞ？」

「おぬしから何かをもらおうとは思うておらんよ。というか、すでに吾われら魔女は、おぬしに大きな物をもらっておる」

「あ？　俺おれは何かおまえたちにくれてやったっけか？」

「おお、もらっておるぞ。自由と、生きがいと、明るい未来を、な」

　真面目な顔でヴィータがそう返すと、ナーガは一瞬、言葉に詰まった。

「いや……俺はべつにそんな大層な物をくれてやった覚えはないんだがな。もし、それをお前たちが手にしたというなら、それはお前たち自身の力によってだ。俺は単にきっかけを作ったに過ぎないよ」

「そのきっかけが重要だったのじゃろうが。おぬしがいなければ、いずれ吾らは黒い森の中で静かに息絶えるか、さらに別の遠い土地へと逃げていくかのどちらかだったのじゃ。じゃから、みな、おぬしに感謝しておるのじゃ。礼くらい言わせよ」

　ナーガは、ふっ、と表情を崩した。

「そうかい。まぁお前たちがそう言うなら、それでいい。だが、ここまで進んできたんだ、これ以上は俺を頼りすぎずに魔女たちの力と努力で世界を変えていけよ」

　ヴィータが、む？　と眉を顰ひそめた。

「なんじゃ、いきなり偉そうに。いや、おぬしは初めて会おうたときから、偉そうで尊大で傲慢じゃったな」

「それこそ、ほっとけって話だな」

　ナーガが肩をすくめると、ヴィータは真面目な顔になって、さて、ナーガよ、と呼びかけてきた。

「ブレイラの奴やつがこれだけ掘れるとわかった以上、すぐに本番を始めるとして、具体的にどういう手順で進めるのじゃ。坑あなを掘ったあとに出る土を運び出すところを街の守備兵に見られては具合が悪い。かなり遠くから掘り始めなくてはならんじゃろ。掘り始める地点によっては時間を食うぞ？」

「掘り始める場所は、それほど遠くに設定しなくてもいい」

「なんでじゃ？　土を運んで捨てるところを見られたら、坑を掘っているのがばれてしまうではないか」

「それに関しては俺に一つ考えがあるんだ」

「どんな？」

「ここだと人目がある。人目というか人の耳というか。だから、それはあとでこっそりと言うわ」

「お、おお、わかった」

「よし、最終的な手順を決めるとするか。ミドルスブレイラを呼び戻してくれ」

　ナーガの言う「考え」が、どんなものか気になって仕方がないヴィータは、すぐにミドルスブレイラを呼び戻すと、ナーガを促した。

「早はよう作戦会議を始めんか」

　ナーガは苦笑しながら、わかった、と手を上げた。

「本陣に戻ろう」
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　本陣の大天幕内に主おも立だった魔女やリガヤやカサンドラ王国軍の部隊長、そして半島各国の部隊指揮官などが顔を揃そろえた。

　彼ら、彼女らを前に、ナーガがグランビスタ攻略の策を披露する。




「まずは街の直下まで横よこ坑あなを掘る。同時に、いま作っている地図を参考にして狙う地点を定め、坑あなの出口をどこにするか決める。坑が通じたら魔女や兵を送り込み、夜陰に乗じて武器庫や兵舎を奇襲する。それで守備部隊は大混乱に陥おちいるのは確実。その隙を衝ついて侵入部隊の一部が中から城門を開け、外に控えていた主力が雪な崩だれ込むんだ。それでグランビスタを攻略できる。どうだ、割と簡単な仕事だろう？」

　そう言ってナーガは笑うが、出席者から笑いが出ることはなかった。

　半島諸国の指揮官たちからすれば、本当にそんなに上う手まく行くのか、というのが正直な感想だろう。リガヤ以下のカサンドラ王国軍の部隊長たちでさえ半信半疑なのだ、ナーガ率いる魔女たちと共に戦ったことがない彼らが疑うのも無理はない。

「ナーガよ、坑を掘って城内に奇襲部隊を送り込むのはわかったが」

　ヴィータ以下、魔女たちだけはナーガの策を少しも疑っていなかった。

「運び出す土をどうするかという問題の解決策はどうなっておる？」

　ヴィータがそう言うと、リガヤが大きく頷うなずいた。

「そう、そこです。坑を掘っているのではないかと街の守備兵に疑われたら、坑の出口を城内の任意の場所に開けるのが難しくなります」

　今度はサント・ゼッファ国の執政官トスカーヤが言った。

「リガヤ殿の言うとおりですぞ。やはり時間がかかっても遠方から掘り進めるしかないのではありませんか？」

「あまり悠ゆう長ちように時間をかけてはいられない。できるだけ近くから掘るつもりだ」

「掘っているのを気づかれないように、天幕か何かで目隠しを？」

「坑の堀口を天幕で隠したところで、掘った土を運び出さなきゃならないから意味はないだろうな」

「では、どうするおつもりです？」

「土は堂々と運び出す」

「は、はい？」

　トスカーヤは目を瞬しばたたいた。

　他の国々の部隊指揮官たちも、怪け訝げんそうな顔で首を捻ひねっている。

「しかし、それは横よこ坑あなを掘り進めているからじゃない、野戦築城をするためだ」

　ナーガがそう言うと、何人かの指揮官から、ああ！　という叫び声が上がった。

　にやりと笑って、ナーガは言葉を継いだ。

「そうだ。掘った土は堅固な陣地を作るために運んで盛るんだ。相手からすると、俺おれたちが野戦築城をするために地面を掘り返しているとしか見えないって寸法さ。ま、掘り始めるときは幔まん幕まくか何かを張って目隠しするがな、土を運び出す作業は堂々とやればいい」

　目から鱗うろことはこのことか！

　まさに逆転の発想！

　部隊指揮官たちはナーガの策に驚き、感嘆した。

「実際には砦とりでと言うほどの大がかりな物を造る必要はないんだ。それなりの土塁を造っておけばいい。それを見れば連中は、俺たちが街の側からの攻撃に備えて土塁を造っていると考える。であれば、討って出るのは敵の、つまり俺たちの思う壺つぼだと、そうも考える。街の奴やつらは籠ろう城じよう戦の意思を固めることだろう。そんなときに城内から奇襲するんだ、奴らが慌てふためくのは目に見えている」

　出席者の誰からも異論は出なかった。疑わしそうな顔をしていた半島諸国の部隊指揮官たちも、今では納得の顔でナーガの話に相づちを打っている。

「奇襲に使う部隊は、魔女軍とカサンドラ王国軍を使う。半島諸国の部隊は使わないから安心しろ」

　とナーガに言われ、彼らが意外そうな顔になる。

　野戦にせよ城攻めにせよ、降伏した勢力の手勢を先さき手てに使うのは昔からの常識だ。要するに、新参者の犠ぎ牲せいが増えてもかまわない、その戦いくさ働きで忠誠心を測る、ということだ。

　だが、ナーガはそうしないという。

　奇襲の手勢として使われないのは、都市連合の兵にしてみればありがたい話だったから、彼らは安あん堵どの息を吐はいたのだが、同時に訝いぶかしんだ。

　もしかすると、もっと危険な局面で使われるのか？　と。

　そんな彼らの心配は杞き憂ゆうに終わった。

　たしかに都市連合の兵は各国毎ごとにバラされてカサンドラ王国軍の大隊に加えられることになったが、カサンドラ王国軍の主力が矢面に立つのは城門が中から開けられて突入するときだから、特別に危険だと言うわけではない。そもそもカサンドラ王国軍主力と一緒に行動するのだから、擂すり潰つぶしてもかまわないという扱いでないことは明白だ。

　街中に突入する前に、掘り出した土を運び、陣地を構築するという作業を割り当てられたが、それだってカサンドラ王国軍部隊の指揮下で、であるから、特段の危険があるわけではない。

「街の近くに陣地の構築をされたくないと籠ろう城じよう側が思えば兵を出してくるかもしれないが、相手は野戦をしたくないから籠城するんだ。さっきも言ったように、野戦に備えて陣地を造っている俺おれたちのところへ討って出てくる可能性はほとんどないな」

　たしかにナーガの言うとおりだと、諸都市の部隊長は納得する。

　野戦築城されるのが嫌だからと、それを邪魔するために五百や千の兵を出しても、包囲軍に襲いかかられて全滅するだけだ。ならばといって全軍で討って出ても、兵数は包囲軍のほうが多い。三千対五千の決戦になってしまっては籠城した意味がない。もしも決戦に負けるようなことがあれば、街を守る兵がいなくなってしまうではないか。敵に総攻撃を仕掛けられたら保もち堪こたえられない。

　である以上、守備側には討って出るという選択肢はないも同然で、包囲軍が陣地を造る作業を指を咥くわえて見守るしかないというわけだ。つまり、都市連合の兵が陣地構築の作業中に自分たちが危険な目に遭うこともないことになる。

　諸都市の部隊長たちにも、ナーガがことさら自分たちに危険な任務を振ったのではないことがよく理解できた。降伏した自分たちに対する扱いが思ったほど苛か烈れつではないことに、彼らは安心した。

　けれどそれは、ナーガが都市連合の兵に配慮したからではない。

　今回は坑あなを掘っての奇襲だから、少数精鋭が基本だ。

　連係の取れない兵を投入したところで逆効果。

　自軍に加わったばかりの連合の兵など、恐こわくて投入できないというのがナーガの本音だった。だから最初は、都市連合の兵に出番はない。

　ナーガが彼らを後方待機に回した理由は、戦術上の必要性からそうしただけという側面が大きかったのだが、半島諸国の部隊長たちは、魔女軍とカサンドラ王国軍を率いる龍りゆう王おうの御み遣つかいが、想像していたより温情溢あふれる措置を取ってくれたと思い、安あん堵どの息を吐はいた。中には感謝の念を抱く者さえいた。

　もっともナーガは釘くぎを刺すことも忘れない。

「陣地の構築は、いかにもそれらしく見えないと困る。造っている振りをするんじゃなく、実際に造ってもらうからな。手を抜いたりしたら承知しねえぞ」

「言われるまでもありません！」

　諸都市の部隊長たちは安堵と覚悟の入り交じった表情で応えるのだった。
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　翌日の夜明け前からミドルスブレイラによる坑道掘りの準備が始まった。

　街の周囲は平原で、物陰になるような場所はない。もっと離れれば、街の見張りの目を誤ご魔ま化かせる林などもあったが、街に近いほうがいいというナーガの判断で、大胆にも街から三百五十ヤルド（一キロメートル弱）ほどの地点を開始場所に選んだ。

（露天掘りで大きめの穴を掘るのに半日。ミドルスブレイラが街の下まで坑道を掘り進めるのに二日から三日……というところかな）

　ナーガは、そう当たりをつけた。

　穴を掘る地点は望ぼう楼ろうや城壁上に立つ兵からは丸見えになるだろうが、ナーガは気にしてはいなかった。

「むしろ見せつけるつもりだから、敵方から丸見えでもかまわないんだよ。こちらが野戦築城を始めたのがわかっても、守備側は何もできやしないんだからな」

　そう言ってナーガは笑ったが、敵の街の眼前で作業をする半島諸都市の兵からすると、笑う気分にはなれない。敵が攻めてくる可能性は低いと理屈ではわかっていても、作業する手が緊張で震えがちになる。

　が、作業自体は難しいものではない。

　出た土を運んで。

　それを地面に盛って。

　突き固める。

　兵ならば、たいていの者はやったことがあるという単純作業だ。

　すでにミドルスブレイラは縦たて坑あなを掘り終え、横よこ坑あなを掘り進める作業に移っていた。縦坑というより、石炭の露天掘りのように、かなり広い面積を掘り返していたが、これは守備側の目を欺くための作業だ。

　陣地構築のための盛り土を確保するのだから、縦に深い坑あなを掘るのはおかしい。街の側の見張りを誤魔化すためにも、辺り一帯を広く掘り返す必要があった。

　ミドルスブレイラの魔法なら、一度に十ヤルド四方の土地が掘り起こされるから、兵たちが土を運び出すのにそれほど苦労はなかった。

　まずミドルスブレイラは四十ヤルド四方ほどの土地を掘り起こした。これだけ広い場所を掘り返せば、街の側から真意を見抜かれる危険はない。

「俺おれたちが本当は、小さな縦穴を一本、掘りたかっただけだなどとは、街の中の誰も思わないだろうよ」

　ミドルスブレイラの作業を見守るナーガは、またも機嫌よさそうに笑うのだった。

　四十ヤルド四方の地面を掘り返した後、ミドルスブレイラは、その真ん中辺りに縦たて坑あなを掘った。一帯は鋤すきや鍬くわで掘り起こされて一段低くなっているから、縦穴を掘っても城壁や望ぼう楼ろうの見張りから見られる虞おそれはない。加えて何百人もの兵がシャベルで土を掬すくっているし、土を入れた畚もつこを担いだ兵が行ったり来たりしているし、運び出す前の土砂があちらこちらに山と積まれている。もっと深い縦穴が、そこで掘られていることを籠ろう城じよう側に見抜かれる心配はなかった。
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　ミドルスブレイラが掘り下げた縦坑は三ヤルドほどの深さがあった。縦坑の直径は半ヤルド強に過ぎなかったが、坑あなの底だけは、もっと広い空間が確保されていた。

「よっし、やるか」

　坑の底に降り立ったミドルスブレイラは、広げた両の掌てのひらをぱちんと合わせた。

　すでに夜は明けていたが、坑の底は仄ほの暗ぐらい。見上げると、満月のような丸く明るい開口部を通して小さな青空が見えた。

　ミドルスブレイラの出いで立たちは、他の魔女と大して変わらず、衣服と呼ぶのが憚はばかられるような極薄極小の衣装を身に纏まとっているだけだ。












　坑あなを掘っているときに剝むき出しの肌が傷つくのではないかと心配になるが、魔法で掘り進むので、本人曰いわく、

「服など、着てようと着てまいと関係ない」

　となる。

「むしろ、一人で掘るなら、衣装など着ていないほうが効率が上がる」

　とも言った。

　とはいえ、土を運び出すために兵が下りてくるから、さすがに裸で作業をするわけにはいかなかった。

「裸で作業するなら、俺おれが視察に下りる」

　とナーガが言い出し、ヴィータやエリュシオーネから盛大にツッコまれていたが、それはさておき。

　両の掌てのひらを合わせたまま、ミドルスブレイラはもう一度、魔力を全身に巡らせていく。

「大地と台地と大だい知ちと体たい血ち、巡らせ給たまえ、繞めぐらせ給え、目め配くばせ給え。大だい地ち母ぼ神しんの芳ほう醇じゆん、対たい置ち戊ぼ辰しんの豊ほう潤じゆん、馥ふく郁いくたる芽吹き、博はく霊れいたる目利き、善よきこと哉かな、善きこと叶かな、神かみ名な、神名、奏かなで、金かな手て」

　ミドルスブレイラの掌が、ぼうっと光り出す。

　合わせた掌を離すと、彼女は両手を前に伸ばし、左右の掌を縦たて坑あなの側壁に押し当てた。

「地ち巡じゆん、大だい地ち巡じゆん、大だい大だい地ち巡じゆん、代だい々だい大だい地ち巡じゆん。地脈の回廊を開かせ給え」

　ぐにゃり、と側壁が波打ち、地の底からの高さが三分の二ヤルド辺りまでの側壁が崩れ落ちた。

　崩れた箇所の幅はざっと半ヤルド強。

　背後に控えていた数人の兵がすかさず進み出てきて、崩れた箇所を、手にした鋤すきや鍬くわで掘り始める。

　土は軟らかくなっているので掘るのに力は要らない。鋤や鍬を突き入れるだけで、ぐずぐずと崩れていく。

　掘った土は坑の上から吊つり下さげてある幾つもの籠に放り込む。たちまち籠の一つが満杯になった。

　満杯になった籠は引き上げられ、代わりに空の籠が下りてくる。

　満杯になった籠が次々に引き上げられ。

　空の籠が次々に下ろされ、土を入れるとすぐに引き上げられた。

　側壁に奥行き数ヤルドの横よこ坑あなが開いた。

　ミドルスブレイラは横坑の突き当たりまで進むと、再び両の掌を横坑の奥の土の断面に押し当てる。

「地巡、大地巡、大大地巡、代々大地巡。地脈の回廊を開かせ給え」

　やがてミドルスブレイラが通ったあとに、天地が一ヤルド弱、横幅が一ヤルド強ほどの通路ができた。

　そのままミドルスブレイラは横よこ坑あなを掘り進め。

　兵たちは崩れ出た土砂を掘り返し、運び出し。

　横坑の長さは順調に伸びていった。

　本陣で報告を受けたナーガは、満足そうに頷うなずく。

「この調子なら、遅くとも明後日あさつてのうちには城壁の直下まで進めるんじゃないか？」

「そうよな。さすがに朝から始めて夜通し……というわけにもいかんじゃろうから、どこかで休憩を挟まないとならんが、それでも明後日にはなんとかなりそうじゃの。しかし」

　ヴィータは腕組みして軽く首を捻ひねった。

「まさかミドルスブレイラの奴やつに、というか、奴の魔法に、このような使い方があったとはのう」

「だから何度も言ってるだろ。おまえたちの能力は、おまえたちが思っているよりずっと使い出があるんだよ」

「そして、適材を適所に、というわけか」

「そうともよ。戦いくさだけじゃないぞ。政まつりごとであっても考え方は同じだ」

「そもそも吾われらは、政などとは無縁の暮らしを送ってきたからの、国の規模での適材適所など、考えたこともなかったわ」

「そうだな。だが、これからは考えるようにしてくれ。とくにヴィータやハリガンはな」

「せいぜい努力しよう」

　そう言ってヴィータが肩をすくめると、ナーガは後ろに控える魔女たちのほうへ向き直った。

「ドーラドーラやエリュシオーネも同じだぞ。これからは領主として、魔女だけではなく人の上に立つこともあるんだからな」

「う。ど、努力してみよう」

「ああ、頑張ってみてくれ」

　そんなやり取りが本陣で行われているあいだにも、ミドルスブレイラは着々と横坑を掘り進めていた。

　やがて日暮れも間近な頃、彼女が坑あなから出てきた。

　出迎えたナーガやヴィータに向かって手を上げると、彼女は、

「いやぁ、さすがに疲れました。少し休ませてください」

　と言った。

　表情には疲労の色が濃く浮かんでいたが、言葉には力が籠こもっている。

「飯を食べて少し寝て、夜中になったらまた掘りに出ますんで」

「ご苦労だが、頼んだぞ」

　とナーガが声をかけると、ミドルスブレイラは不敵に笑った。

「体力的には少しキツいですが、作業自体はそれほど難しくないんで、問題ないっすね」

「頼もしいな」

「はっは、自分が役に立てる場面が出てきたんで、嬉うれしいんですよ。戦いくさで活躍するような場面は、あんまりなかったですからねぇ」

「いや、前回は大活躍だったろ」

「といっても、移動してくる部隊に土砂を降らせただけですしね。なんていうかな、もう少し戦ってる実感がほしいなぁって思ってたんですよ」

「今回のほうが戦ってないだろ」

「いやいや、わたしが掘った坑道を通って奇襲部隊が街の中に乗り込んでいくんだから、これは戦ってる感じがしますよ。もうビンビンですよ。興奮しちゃいますよ」

「おまえ、胸と股間を押さえながらそういう台詞せりふを吐はくなよ。俺おれまで興奮してきちゃうだろうが」

「きちゃいますか!?」

「かなりきちゃうぜ！」

「こ……この男は」

　ヴィータはジト目になって頭を引いたが、すぐに頭を戻し、ミドルスブレイラを睨にらみつける。

「おぬしも適当なことをほざいているんじゃない」

「あ、すいません」

　ミドルスブレイラは頭を下げつつ頭を搔かいたが、あまり悪びれた様子はなかった。

「まぁよい。とにかくおぬしは休め。休んで、次の作業に備えよ。坑道が街に達するまで馬車馬のように働かせるからの、そのつもりでおれ」

「承知ですよ、母かか様さま」

　そう言ってミドルスブレイラは、戯おどけるように腰を折り頭を下げ、用意された仮眠所へ下がっていった。

「やれやれ、ミドルスブレイラもずいぶんとはしゃいでおる」

「はしゃいでいるのか、あれは」

「かなりはしゃいでおるな。今回は戦っている実感があるという彼奴あやつの言葉、あれは本音じゃろうよ」

「そうか。まぁ、やる気になってくれるのはいいことだ」

「さようじゃな。で？　ミドルスブレイラが休んでいるあいだは何をする？」

　というヴィータの問いかけに、ナーガは、とくに何も、と応じた。

「下では兵たちが土を運び出している。坑道の補強も始めている。それを続けるだけだな。坑道の補強はミドルスブレイラの魔法で行えるから、最初に考えていたほど手間暇ひまをかけなくてもいいのは助かるがな」

「そうじゃのう。その分ブレイラの奴やつが消耗することになるが、ま、いいじゃろう」

　というヴィータの言葉に、ナーガは苦笑する。

「しっかり休憩を取らせてやれば大丈夫だろ。起き出したミドルスブレイラが作業を再開させるときには、掘り進んだところまでは完全武装の兵が問題なく通れるようにしておきたいからな」

「うむ、わかった。では、吾われらもとくにすることがないわけじゃな」

「ああ。明日以降に備えて英気を養っておいてくれればいい」

　食事と仮眠を取ったミドルスブレイラは夜中に起き出してきたが、その頃には、掘り進めた部分の土の排出はだいたい終わっていた。人海戦術の為なせる業わざだ。

　夜中にも拘かかわらず、地上では陣地の構築が始まっていた。あちこちで篝かがり火びが焚たかれ、その火明かりの下、兵たちが地中から運び出した土を周囲に盛っていく。盛られた土を大勢の兵が木製の道具で突き固めていくと、それで土塁の出来上がりだ。まだ高さは半ヤルドもないが、これで街中で望ぼう楼ろうに乗っている兵からも坑道の出入り口は完全に見えなくなったはずだ。

　ナーガは陣地構築の指揮を執っている。

　見る間に土塁の延長距離が伸びていき、一部では高さ一ヤルド近くまで積み上がった。露天掘りのように地面を掘り下げた一帯を土塁が囲む形となった。

「よし、次は櫓やぐらを建てるんだ」

　予あらかじめ近くの林から伐きり出しておいた木材を運び込み、柱を立て、横木を組み、板を敷く。

　あっという間に櫓が建った。それほど高くはないが、朝になれば街の城壁や望楼の上からよく見えることだろう。

「どれ、せっかく建てたんだ。登ってみるか。城壁に立つ見張りが持ってる松明たいまつの火くらい見えるだろう」

　そう言って。ナーガが建ったばかりの櫓に登ろうとすると、ヴィータが眉を顰ひそめて櫓を見上げた。

「大丈夫なのか、こんな急きゆう拵ごしらえの安やす普ぶ請しんの櫓に登っても」

「恐こわいのなら、登るのは止やめておくか？」

「恐いわけがあるか！」

「なら問題ないな」

「問題などあるはずがないわ」

　と強がったものの、ナーガのあとから梯子はしごを登ってくるヴィータは、完全に腰が引けている。それをエリュシオーネやドーラドーラが心配そうに見上げていた。




　最初は二人も登ろうとしたのだが。

「いや、おまえたちは重そうだから遠慮してくれ」

　とナーガにやんわりと拒否されてしまったのだ。

「酷ひどい！」

「そんなに重くないですよ！」

「そうか？　おまえら、おっぱいだけでヴィータ一人分くらいの重さがあるだろ」

「ありませんよっ！」

「それにエリュシオーネは、そろそろ坑あなに入らなくちゃならないだろ」

「あ、ええ、まぁ、そうですね」

「お前が梯子はしごを登るところを見上げたい気もするが」

　エリュシオーネは、マンテラの下に何も着けていないから、なるほど梯子を登るところを下から見上げれば、素敵な光景が拝めるだろう。

　エリュシオーネは慌ててマンテラを押さえ、

「見上げられて堪たまりますかっ！」

　と叫んだ。












「冗談だよ」

「……割と目が本気でしたけど？」

「おまえの気のせいだ」

「そうですかぁ？」

　あくまで疑わしそうなエリュシオーネだったが。

「それより。そろそろミドルスブレイラのところへ行ってやれよ」

「そうですね。行ってきます。母かか様さま、あとはよろしく」

「ミドルスブレイラなら大丈夫だとは思うが、念のためだ、しっかり見張っておけ」

「わかっています」

　ミドルスブレイラが坑道を掘り進んだ先で魔力切れを起こして倒れてしまうようなことがあると一大事だ。

　彼女は坑道の先端で作業している。その辺りでは土の運び出しが終わっていないから、彼女が倒れてしまうと、運び出すのが一苦労なのだ。坑道では大勢の兵士が土を運び出す作業をしているから尚更だ。

　そこでエリュシオーネが坑道の先端近くに待機し、もしミドルスブレイラが魔力切れを起こしたり疲ひ弊へいして倒れたりした場合は彼女の服を脱がせ、エリュシオーネが魔法で飛んで連れ帰ると、そういう手て筈はずになっている。

　倒れなくても、坑道の延長距離が伸びていくと、いちいち歩いて戻ってくるのが大変だ。そこで休憩に入るときは、時間節約のため、エリュシオーネが飛んでミドルスブレイラを運ぶことになっていた。




　夜中、日付が変わった頃に再び坑道に入ったミドルスブレイラは一心不乱に掘り進み、夜が明けたあと、エリュシオーネに抱えられて戻ってきた。予備の衣装を着込んだ──着込んでも半裸以上全裸未満なのだが──ミドルスブレイラは、あまり疲れも感じさせない顔で笑って言った。

「いやぁ、順調っすよ。今の調子なら、坑道は明日の昼頃に、遅くても夕刻には街中まで届くんじゃないっすかね」

　彼女のその言葉に、ナーガは奇襲攻撃の開始を二日後の深夜にすることに決めた。

　ミドルスブレイラが仮眠を取っているあいだにナーガは奇襲部隊に加わる魔女を集め、打合せを行った。
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　翌日の昼過ぎ、エリュシオーネが飛んで戻ってきた。

「坑道の先端が城壁の下まで達したんじゃないかな、とブレイラの奴やつが言ってます」

　と彼女は言った。

　確かめる術すべがないから確実とは言えないが、坑道の延長距離から推し量ると達しているはずだ、という。

　ナーガはすぐに測量部隊を坑あなに入れた。

　一定の長さの綱を伸ばして繫つないで距離を測ったところ、間違いなく城壁の下まで達していることが確かめられた。

「予定どおり行けそうだな」

　とナーガが言うと、エリュシオーネが、ええ、と応じた。

「ブレイラの奴はなおも掘り進めているところですから、おそらく、あと一いつ時ときかそこらで街の中心部直下まで進めるはずです」

　その言葉に、ナーガとヴィータは大きく頷うなずいた。

「あとは、狙った地点に正確に出口を開けられるか、だな」

「どのみち出口を開けるのは日が暮れてからじゃ。それまでは準備を進めておくしかあるまいて」

「そうだな」

「しかし、おぬしまで行く必要があるのか？　本陣で指揮を執っていたほうがいいのではないか？」

　とヴィータが疑わしそうな顔で訊きいてきたが、ナーガは問題ないと言い切った。

「むしろ奇襲の成否こそがグランビスタを奪とれるかどうかの分かれ道だ。俺おれが行って指揮しなきゃ駄目だろう」

「おぬしがそう言うなら、そうなんじゃろうが。指揮官様が奇襲に加わって最前線に立つというのが、何か危なっかしいの」

「奇襲に頼ることなく兵数でごりごりと押し潰つぶすほうがたしかに俺の好みだが、ない袖は振れないんだから贅ぜい沢たくは言えない。相手を圧倒する兵力を揃そろえられないなら、多少の危険を冒すのは致し方がないことだ」

「まぁ、おぬしがいてくれたほうが心強いのはたしかだがの」

「ヴィータ様の期待に応えられるように頑張るとするぜ」

「わたしは今までどおりミドルスブレイラの傍そばにいますので」

「頼んだぜ、エリュシオーネ。俺たちも支度を進めておく」

「では、失礼します」

　マンテラを翻ひるがえして天幕から出ていくエリュシオーネを見送ると、ナーガはヴィータに言った。

「さて、奇襲部隊の魔女は全員集合だ」

「うむ。すぐに召集しよう」
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　奇襲に参加するのは、魔女軍から二十名、カサンドラ王国軍からは選よりすぐりの百名だ。

　勢せい揃ぞろいしたカサンドラ王国軍を見たとき、ナーガはふとライバッハのことを思い出した。

（ここに奴やつがいたら、カサンドラ王国の兵の指揮は奴に執らせてもよかったな）

　自分の身を挺ていしてユウキを守ってくれたライバッハのことをナーガは忘れない。

　仲間のためなら、たとえそれが魔女であろうと命を懸かけられる人間がいる。彼はそのことを体現してくれたのだ。あのことがあってからは、人を毛嫌いしていた、いや、憎んでいたユウキでさえ、すべての人が敵ではないことを実感したようだった。

（ライバッハ。おまえは人と魔女を繫つなぐ懸け橋になってくれた。お前のような奴がいれば、人と魔女だって理わ解かり合える。だったら、人同士で理わ解かり合えないはずがないのにな）

　もしかすると、人と魔女が互いを理解し合うより、人同士が理解し合うほうが難しいのかもしれない。そう思うと、自然とため息が出てしまうナーガだった。

「どうした？　憂鬱そうな顔だな。何か心配事でもあるのか？」

「目め敏ざといな、ヴィータは」

　ナーガは苦笑して応えた。

「いや、ちょっとライバッハのことを思いだしてな」

「ああ。そうか。なるほどの」

　ヴィータは小さく頷うなずいたが。

「奴はもうおらん。リィリィもな。いくら想おもっても、いなくなった奴が戻ってくることはない。吾われらが為なすべきことは奴らの犠ぎ牲せいを無駄にせぬように今このときを頑張ることじゃ。違うか？」

　ナーガは目を見開き、驚きを露あらわにしてヴィータを見やった。

「いや、ヴィータの言うとおりだわ。恐れ入ったな。まさかヴィータ様に人の道の教えを請うときが来ようとは」

「どういう意味じゃっっ！」

　ヴィータが激しくツッコむと、ナーガは、いやいや、と手を振った。

「べつに皮肉や茶ちや化かしじゃねえ。本気で感心したんだ」

「なら、よいがの」

「けど、お前も変わったよな」

「ああ？」

　ぎろりとナーガを睨ねめつけたヴィータだが、すぐに視線を和らげた。

「吾われも、ぬしやその他、いろいろな者と出会って、いろいろと考えてきたのじゃ。まぁ、吾も成長しているということじゃな」

「なるほど」

　すると横からドーラドーラが口を出してきた。

「母かか様さまの体はもう成長しませんからね、精神こころくらい成長していただかないと」

「黙れ！」

　ヴィータがふわりと跳び上がり、頭上からドーラドーラの頭に手を置くと。

「ぐはぁっっ」

　彼女は、べしゃりと潰つぶれるように這はい蹲つくばった。

「乳ばかり無駄に膨らませおって。おまけに口ばかり達者になりおって。死なすぞ？」

「ひぃぃ、潰れる、潰れますぅ、ご勘弁を」

「貴様とかエリュシオーネとかは、いっぺん乳が潰れてみればよいのじゃ」

「勘弁してくださいぃ。一度潰れたら、もう元に戻りませんよう」

「ふん」

　ヴィータがドーラドーラの頭から手を離した。

「はぁぁ、助かったぁぁ」

　ドーラドーラは大きく息を吐はいて体を擡もたげた。

　ナーガが、くくくっ、と忍び笑いを漏らす。

「なんじゃ？　おぬしも吾の体を笑うか？　潰れた蛙かえるになるまで重くしてやろうか？」

「べつにお前の体を笑ったわけじゃねえよ」

「では、なんで笑った？」

「なんというか、変わっているようで本質は変わっていないことに安心したというか」

「はぁ？　なんのことじゃ？」

「初めて会ったときも、おまえ、エリュシオーネを蹴り飛ばしていたなぁってことを思い出して、それで少し可お笑かしくなった」

　ヴィータは顔を赤くして視線を逸そらせた。

「そんな昔の話を持ち出すな」

「ははは、すまなかったな」

　ナーガが機嫌がよさそうに笑うと、

「さぁ、奇襲の準備だ。魔女を集めてくれ、ヴィータ」

「おお。すぐに集めるわ」























　１






　ミドルスブレイラが出口を開けるとき、エリュシオーネは万が一の事態に備えて彼女の近くに控えていた。

「よっし、開けるよ？」

「慎重にやってくれ」

「わかってる」

　ミドルスブレイラが持ち上げた右手で頭上を覆っている土に触ふれると、土はぼろぼろと崩れて縦たて坑あなの底へ落ちていき、頭上にぽっかりと小さな穴が開いた。梯子はしごを一段、二段と登った彼女は開口部に顔を近づけ、改めて穴の周囲の土に触れ、撫なでる。土はさらに崩れていき、開口部の面積が広がった。

　そっと頭を穴から出したミドルスブレイラに、足あし下もとからエリュシオーネが囁ささやくような声をかけた。

「どうだ？」

「んっと……どうやら上う手まくいったみたい」

　顔を巡らせながらミドルスブレイラが応えてきた。

「今にも崩れ落ちそうな家の中……だね。ってことは、貧ひん民みん窟くつの一角で間違いなしだな」

「そうか。それはよかった」

「わたしの手柄だよね。褒めて、褒めて」

「ああ、おまえはよくやったと思うよ」

「これでもう役立たずとか言われなくて済むでしょ」

「あ？　なんだ、そんなこと気にしてたのか」

「ん、だって悔しいじゃない？」

　そう言うなり、ミドルスブレイラはひょいと身を躍らせ、縦坑から抜け出した。

（たしかに森の中だと、こいつの能力が役に立つことって、あんまりなかったからな）

　と思うものの、そんな思いはおくびにも出さず、エリュシオーネもミドルスブレイラのあとに続いて縦坑を出る。

「なるほど。荒あばら屋やだな」

　土ど間まに立ったエリュシオーネが辺りを見回しながら言った。

「今回の戦いくさがどんな結果になるかはまだわからないけど、勝ったら、お前が一番手柄じゃないか？」

「当然そうなるよね」

　ミドルスブレイラは自慢そうに胸を張る。

（こいつはこいつで、活躍する場面を欲していたんだな。まぁ、その気持ちはわからないでもないけど）

「といっても、いちばん凄すごいのは、わたしの能力をこんなふうに使うことを考えちゃった、あの龍りゆう王おうの遣いだけどさ」

「それも言えてるな」

　と応えながら、エリュシオーネは縦たて坑あなの中を覗のぞき込み、小声で呼んだ。

「おい、大丈夫だぞ。上がってきてくれ」

　その声を待っていたように、三人の魔女が梯子はしごを登り、外に出てきた。

　ドーラドーラ、ヒルデガルデ、ジリオラというスレイマーヤ一族の魔女たちだ。

「ふぅん、狙った場所に出たんだ」

「ミドルスブレイラの距離感覚、意外とたしかなんだね」

「それにしても人の気配がないな。この近くどころか、貧ひん民みん窟くつ自体が無人、みたいな？」

「元々、住まう者が少ない地域だからな。それに加えて、わたしらやカサンドラ王国軍が攻めて来るってことで臨時の兵士徴ちよう募ぼが行われたそうだから、戦える者は、みんな徴募に応じてしまったんじゃないか？」

「なるほど。こんなとこに住んでる者にとっては、兵士になるのがいちばん手っ取り早い金稼ぎの方法だもんね」

「そういうことだな」

「わたしらにゃ好都合だね」

「ああ。予定どおり、ここを根城にして奇襲の準備を進めよう」

　そう応えたエリュシオーネは、持ってきたマンテラを、荒あばら屋やの床の上に置いた。それらのマンテラは、あとで街中の要所要所に置いていくために用意した物だ。自身で魔力を込めたマンテラさえ置いておけば、エリュシオーネは街中を自由に飛んで移動できることになる。

「わたしはいったん戻る。皆は周囲を探っておいてくれ。くれぐれも慎重にな」

「わかってるって。そのためにわたしが来たんだから」

　ジリオラはそう言って胸を張る。

「たしかにお前の魔法なら人がいても気づかれないだろうが、それでも慎重に、だ」

「人がいたら、どうする？　殺しとけばいい？」

「いや。気絶させる程度にしておいてくれ」

「面倒くさいな」

「以前なら、殺してもいいと言うところだけど、今は先のことも考えないといけないんだ、できるだけ穏便に頼むよ」

　と、宥なだめるようにエリュシオーネが言った。

「はいはい、わかってますよ。わたしだって、手当たり次第に殺せばいいのにとか、もう言わないわよ」

「以前は思ってたんだな」

「え、わたしだけじゃないでしょ。みんな思ってたよね!?」

　同意を求めるように、ジリオラがドーラドーラやヒルデガルデ、ミドルスブレイラの顔を見回す。

「まぁ……昔はな」

「たしかに、昔はね」

「人と協力することなんて考えたこともなかったよね」

「それが今や、人と協力して人と戦ってるんだからな。不思議というかなんというか」

「調子狂うよね」

「そうか？　わたしは最近、少し慣れてきたぞ」

　とエリュシオーネが返すと。

「あんたは母かか様さまと一緒に、真っ先にあの龍りゆう王おうの遣いと会っていたものねぇ」

「はは、そうだな。慣れたというか、あの人に慣らされたというか」

　何かを思い出したように、エリュシオーネがくすくすと笑った。

「さて、いつまでもここで立ち話をしてるわけにもいかない。ナーガさんに報告を入れて、母様を呼んでくるとしよう」

「よろしく～」

　三人の目の前でエリュシオーネの体が沈み込んでいく。

　頭の位置がみるみる低くなり、やがて首が沈み、顎が沈み、額が沈み、頭頂部も沈み、エリュシオーネの体は完全に消滅した。

「さて。じゃ、わたしらはわたしらでやることやっとこうか」

　というドーラドーラの呼びかけに、ミドルスブレイラとジリオラ、ヒルデガルデは大きく頷うなずくのだった。
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　予定どおり貧ひん民みん窟くつに出口を開けられたというエリュシオーネからの報告を受け、ナーガは幸さい先さきがいいと喜んだ。

「正確に貧民窟に出口を開けられるかどうかは運任せ……というか、ミドルスブレイラの勘任せの側面があったわけだが、上う手まくやってくれたな」

「勝利できたら、おまえが一番手柄だと、あいつをおだてておきましたよ」

「おだてる必要なんかないさ。本当に一番手柄だろ」

　とナーガが言ってくれたので、エリュシオーネは自分が褒められたように嬉うれしくなった。

「そうですよね。あいつは上う手まくやってくれました」

「さてと。出口が確保できたのなら、吾われも行くとするかの」

　と言ってヴィータが床しよう几ぎから腰を上げる。

「お願いします、母かか様さま」

「では、後続の魔女部隊と奇襲部隊の兵を坑あなに入れることにしよう。出口から百人の兵が出ても大丈夫か？」

　ナーガがそう訊きくと、エリュシオーネは、問題ないと思います、と応えた。

「荒あばら屋やの中なので全員が中には入りきりませんけど、周囲の家には住んでる者がいないみたいですし」

　ナーガは、わかった、と大きく頷うなずいた。

「では、母様、隣の天幕へ」

　エリュシオーネがヴィータを誘いざなうと、彼女はナーガに向かって手を挙げた。

「うむ。では行ってくるぞ、ナーガ」

「気をつけてな。俺おれもあとから行くが、最初はヴィータに指揮してもらわないとならない。頼んだぞ」

「任せておけ」

　薄い胸を叩たたくと、ヴィータはエリュシオーネを伴って大天幕を出ていった。

　それを見送ったナーガは、クゥに顔を向け、呼びかけた。

「よし、俺たちも出る準備をしよう」

「わかった。クゥは出る準備をする」

　うねうねと縄を蠢うごめかせながらクゥが返事をした。

　ヴィータがアイスを送り届けるとき、イクシーヌも同道していた。例によってヴィータはエリュシオーネに抱えられ、二日後には飛んで戻ってきたのだが、イクシーヌはまだ戻っていない。それに、彼女はただ戻るだけでなく、何人かの魔女を増援として連れてくる手て筈はずになっているから、その準備に手間取っているのだろう。

　セレナは天てん眼げんで街中を見張るために別行動中で、いまナーガの隣にいる魔女はクゥだけだった。従って彼女がナーガの護衛役ということになる。
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　魔女国の国都へ戻る際、イクシーヌは、

「護衛役がクゥだけになっても大丈夫、ナーガさん？」

　と少し不安そうに言っていたが。

「大丈夫。イクシーはクゥを舐なめすぎ」

　とクゥが言い張り、ナーガも、

「ここにはヴィータのところの魔女が大勢いるんだ。ヴィータだけでなく、ナムジャやアストゥロのところの魔女もな。心配には及ばないよ」

　と同調したから、イクシーヌもそれ以上強くは言わなかった。

「わかりました。心配はなさそうですけど、でも心配なのですぐに増援を連れて戻ってきますからね！」

　そう言い残して、イクシーヌは馬に跨またがったのだった。

「よし。俺おれたちは先へ進むとするか、リガヤ」

「あ？　ああ、はい、承知しました。すぐに部下を呼んで進発を命じます」

　リガヤは冷や汗をかきながら、そう応えた。

　彼は迷っていた。大いに迷っていた。懊おう悩のうしていたと言ってもいい。何をそんなに迷っていたのかというと、ナーガを襲うとしたらいつにすべきか、ということについてだ。

（少なくともグランビスタを陥おとすまでは無理だ。いや、そもそも本当に襲っていいのか。そんなことをしたら、我々にとっても取り返しのつかないことにならないだろうか。しかし国王様の命令には従わなくてはならない。となれば、ナーガ殿を襲って排除するしかないのだが……それでいいのか）

　リガヤの思考は堂々巡りに陥おちいって抜け出せないままだが、ナーガを討つとしても、今は無理だというのはわかっている。ここで彼を討ってしまったら、グランビスタの街の攻略が失敗するのは火を見るよりも明らかだ。というより、端はなから自分たちでは無理だと諦めている。これはナーガがいるからこその戦いくさなのだ。

　そもそもグランビスタの街を攻略しようという着想が、ナーガ以外の者には考えられないことだった。カサンドラ国王もリガヤも、もし半島が支配できたら、その武力を背景にグランビスタの街と交渉し、教会への貢納金を増やす代わりに半島の支配を認めさせるというくらいのところで手を打つことを考えていた。

（考えていたというより、夢想していると言ったほうがいいのかもしれないな）

　けれど、現実問題として半島が支配できそうな今、グランビスタと交渉するどころか、ナーガは街を陥とし、支配すると言う。どうしてそんな無む茶ちやなことをするのかというと、大陸本土へ乗り出していくとき、背後に敵がいたら邪魔になるからだと言う。

（いったいあの男は、どこまで遠くを見通しているのか。どれだけ広い視野で世界を見ているのか）

　それを思うとリガヤは、目眩めまいがしそうになる。

　遠くを見すぎるあまり足あし下もとが疎おろそかになれば、何かに躓つまずいて転ぶ危険性は増す。リガヤはそれが恐こわかった。

　けれど、同時にそれは。

（この男についていけば、今まで見たこともないような世界を見ることができるかもしれないではないか）

　自分のことを凡庸な人間だと自覚しているリガヤにとって、それはとてつもなく魅力的な考えだった。

（しかし。しかし、しかし、しかし。国王様の命令を無視するわけにもいかぬ。どこかでナーガ殿を殺すしか……だが、それは今ではない。どう考えても、何度考えても、ナーガ殿がいなければ、グランビスタの街を攻略することなど不可能。だが、ここに絶好の機会が巡ってきたのも事実）

　堂々巡りの思考は、深い迷路の中で彷徨さまよったまま出口を見つけられない。それに、ナーガを討つのはカサンドラ四世が言うほど簡単ではないのだ。

　普段のナーガはいつも魔女たちに囲まれているから、刺し客かくを送って暗殺するというのは至難の業わざ。であれば、兵に襲わせ、周りの魔女もろとも討ち取ってしまうしかない。だが、それが難しい。エリュシオーネがいるだけでナーガを取り逃がす虞おそれが大なのだ。その他に何人かの魔女がいれば、襲ったほうが返り討ちにあう場合だって考えられる。

（討つのなら、百人、二百人ではなく、千人の兵で不意を衝ついて魔女もろとも討ち取る。それしかない）

　とは思うものの、そんな機会はそうそう巡っては来ない。

（やはり今ではない。具体的な襲撃方法も難しいし、こうなった以上、陥おとせるならグランビスタの街だって陥としておきたい。街を陥としても街中にある教会を保護しておけば、後々、旧教会との交渉材料にはなる。半島を完全に支配下に置いてしまえば、ナーガ殿がいなくても……いや、本当にそんなことが可能なのだろうか）

　リガヤは深いため息を吐ついた。

　魔女たちを率いてカサンドラ王国軍を破ったのもナーガなら、魔女とカサンドラ王国軍を率いて神の旅団を破ったのも、またナーガ。そして今回、半島諸国が送ってきた連合軍部隊を破り、逆に追いつめているのもナーガ。

　そのナーガがいなくなっても、半島の支配権を握れるのか。握れたとして、支配し続けることができるのか。

　あの国王で……とは敢あえて考えない。考えないが、ナーガを倒したところで、自分たちに明るい未来が開けるとは思えなかった。かといって、カサンドラ四世の企たくらみをナーガに告げることもできない。リガヤの立場では、それは絶対にできないことだった。

（駄目だ。結論を出せない。決断ができない。我々の戦いにはナーガ殿が絶対に必要だ。しかし、そもそもあの男がいなければ、こんな戦いくさをする必要もないわけで……。考えれば考えるほどわからなくなる。わたしはどうすればいいのだ）

　懊おう悩のうの極限に達したリガヤは、ついに考えるのを放棄した。

（今はグランビスタの街を奪とることを優先させるべき。考えるのはそのあとでいい）

　そう自分に言い聞かせた。

　なんのことはない、決断を先延ばしにしただけだが、それでリガヤの心は少しだけ平穏を取り戻した。

　考えなくてもいい。決断しなくてもいい。そう思うとリガヤは気が楽になった。

　彼は久しぶりに清すが々すがしい気分で部下に部隊の進発を命じたのだった。




　その後、半島諸国を調略しつつ北上し、こうしてグランビスタの街を包囲するに至ったわけだが、結局、リガヤの決断は先延ばしになったままで、彼はまだなんの結論も出せず、何も決断できないままだった。
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　話を現在に戻そう。

　ナーガは十人の魔女を率いて縦たて坑あなに入った。クゥ以外はスレイマーヤ一族の魔女が五人、ナナトゥール一族の魔女が二人、ヴィエンナ一族の魔女が二人という構成だった。

　この十人に先んじて、すでにナーガは六人の魔女を街中に送り込んでいた。そちらはスレイマーヤ一族の魔女四人とセレナにエスピエーネだ。

　ナナトゥール一族もヴィエンナ一族も、ハインドラ一族やスレイマーヤ一族ほど実戦経験が豊富ではないから、今回の奇襲の主力はスレイマーヤ一族が担うしかなかった。

　すでにヴィータもエリュシオーネと共に街中に乗り込んでいる。ナーガと共に行動する魔女を指揮する立場にいるのはドーラドーラだった。

　最初、指揮官を決めるとき、彼女は、

「いや、ナムジャさんとアストゥロさんがいるのに、わたしが指揮とか、恐れ多い」

　と言って尻込みした。

　そう、ナナトゥール一族の族長ナムジャと、ヴィエンナ一族の族長アストゥロも奇襲に参加しているのだ。

「一人か二人、出してくれるとありがたいんだがな」

　というナーガの要請に、二人は、

「自分が行く」

　と申し出たのだった。

　ここで活躍しなくてはハリガンやヴィータに追いつくことなど不可能、そうなれば魔女王となる資格を放棄したも同然と、そう思ったのかもしれない。

「まぁ、理由はどうであれ、族長様が二人も参加してくれるのは心強いがな」

　そう言って笑って、ナーガは歓迎の意を表した。

　立場的には族長である二人の魔女のうちのどちらかが指揮を執るのが相応ふさわしい。しかしナーガは、共に戦った経験が少ない二人を、ハリガンやヴィータのところの魔女と同じようには信頼できなかった。

　だから彼はドーラドーラにこう言った。

「最終的には俺おれが指示を出す。俺があの二人に指示を伝えられないときは、ドーラ経由で指示を伝えてもらうということだ。そう思えば気が楽だろ。だからおまえに指揮を任せたいんだ」

「ええ、そうですね。それなら」

「まぁ、とはいえ、おまえが俺の指示を受けられない場面が出てくるかもしれないから、そのときはお前の判断で二人に指示を出してくれ」

「うわぁ、責任が重いなぁ」

「かまわんかまわん」

「遠慮せずに指示をくれればいい」

　二人の族長、ナムジャとアストゥロもそう言うので、ドーラドーラはようやくその気になったのだった。
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　横よこ坑あなを進む十人の先頭に立つドーラドーラの手には松明たいまつが握られている。十人の中には魔法で明かりを灯ともせる魔女もいたが、奇襲に備えて魔力は温存しておきたいから、何人かが松明をかざして歩いていた。

　出口が開いたから空気は流れているので、中毒になる心配はない。

　横坑の路面状況はあまりよくないから、ナーガは慎重に歩を進めていく。ただ、あまりゆっくり歩いていると、前を行く魔女たちと距離が開いてしまう。縄で松明を保持したクゥが足あし下もとを照らしてくれるから、それを頼りにナーガは真っ暗な坑道をひた歩いた。

　やがて横坑は行き止まりになり、縦たて坑あなの下端に到達した。

　梯子はしごが縦坑の側壁に立てかけられており、ドーラドーラが身軽な様子でそれを登った。

　彼女が縦坑から頭を覗のぞかせると、そこは廃はい屋おくの中で、周囲には見知った顔がいた。室内に明かりはなく、破れた屋根から差し込む月明かりだけが頼りで辺りは真っ暗に近いが、夜よ目めの利く魔女たちはとくに不便さを感じていないようだった。

　ドーラドーラに気づいた魔女の一人が小さな声を上げた。

「ああ、来た来た。母かか様さま、ドーラの奴やつが来ましたよ」

　という彼女の呼びかけで、すぐにヴィータがやって来た。

「ぬしが来たということは、ナーガも来たのじゃな」

　ドーラドーラは梯子はしごに足を乗せたまま、ええ、と頷うなずいた。

「ええ。この下で待機してます」

「兵のほうは？」

「まだ横よこ坑あなを移動中でしょう」

「よし。ナーガと魔女を上げよ。百の兵がいったん身を潜める場所も決めてある。この下まで到達したら、小隊毎ごとに上げよ。身を潜めるのも小隊毎じゃ」

「了解です」

　軽く右手を上げたドーラドーラは、すぐに梯子を下り始めた。

　再び坑底に下りたドーラドーラと入れ替わりでクゥが上がってきた。

　彼女に続いてナーガが。

「ナーガさんのすぐ上を登るなんて、クゥの奴やつ、度胸があるな」

「だよな。尻を触られるんじゃないか？」

「触るか！　緊迫したこの大事なときに、そんなことするか！」

　小さな声で、しかし鋭くナーガはツッコんだが、魔女たちはどこ吹く風だ。

「緊迫してないときには触るんだな」

「むしろ緊きん縛ばくするんじゃない？」

　などと、相変わらず適当なことを言っている。

「こいつらは、もう」

　ナーガは周囲の魔女たちを一睨にらみすると、梯子に足をかけるのだった。

「大丈夫。ナーガさんがお尻を触ろうと嚙かみつこうとクゥは気にしない。ナーガさんも気にしなくていい」

「だから。触らないって言ってるだろ！　いいから、さっさと登れ、クゥ」

「う。わかった。クゥはさっさと登る」

　登る際に、そんなやり取りがあったのだが、それはさておき。

　縦たて坑あなを登り切ったクゥは、外に出ると、ナーガに手を貸して彼を引っ張り上げた。

　正確には「手」ではなく体に巻いている「縄」の一本を貸して引っ張り上げたのだが。

「ご苦労じゃな、ナーガ」

「おまえこそな、ヴィータ。で？　変わったことはないか？」

「今のところ何も。この廃はい屋おくの周囲は無人で誰もおらんのは確認済みじゃ」

「そうか。いいところに出口を開けたもんだな、ミドルスブレイラ」

「ええ、まぁ、そうっすね、だいたいわたしの手柄っすよね」

「増長するなよ、ブレイラ」

　ヴィータに睨にらまれ、ミドルスブレイラはこくこくと首を縦に振った。

「ははは、そう脅かすな。俺おれたちがこうもすんなりと侵入できたのはミドルスブレイラの力に負うところが大きかったんだからな」

「まぁそうかもしれんが、ブレイラはお調子者じゃから、褒めすぎると舞い上がってへまをするのじゃ」

「母かか様さまが酷ひどい」

　ミドルスブレイラが泣きそうな顔で抗議した。

「そんな小言ばっか言ってるから、母様のおっぱいは小さいままなんですよ」

「はぁ？」

　ヴィータは目を剝むいて、ぎろりとミドルスブレイラを睨んだ。

「こんな薄汚い荒あばら屋やが貴様の死に場所になるとはのう」

　右手を上げたヴィータが、ミドルスブレイラに向かって一歩を踏ふみ出すと。

「ひぃい、ごめんなさいぃ、二度と言いません！　母様のおっぱいが小さいとか、むしろないとか、真っ平らだとか、そんなことは絶対に口にしませんからお許しをぉ！」

「言っておるではないか！　潰つぶれた蛙かえるのように潰れて死ね！」

「ヴィータさんの言い方が変」

「それどころじゃないだろ！　クゥ、ヴィータを止めろ！」

「わかった。クゥはヴィータさんを止める」

　ミドルスブレイラに飛びかかろうとするヴィータに向かって、クゥが縄を伸ばした。

　たちまちヴィータの手足を、胴を首を、クゥの縄が雁がん字じ搦がらめにする。

「こっこら、クゥ、放せ！　放さんか！」

「どうする、ナーガさん？」

「放したらミドルスブレイラを襲うだろ。そのまま拘束してろ」

「わかった。クゥは引き続きヴィータさんを拘束する」

　体から伸ばした縄にクゥがなおも魔力を込めると、縄はぎりぎりとヴィータの全身を絞め上げた。

「潰れる潰れる、そんなに胸を締めたらおっぱい潰れるじゃろうが！」

（母様に潰れるほどのおっぱいがあったかなぁ）

　その場に居合わせたスレイマーヤ一族の魔女は、みなそう思ったが、さすがに口に出す者はいなかった。

「ちょ……おまえ、縄が股間に食い込ん……痛いた痛いた痛いた！」

　堪たまらずヴィータが悲鳴を上げる。

「食い込む食い込む食い込む、股が二つに割れるぅぅぅ」

「お、おい、ヴィータ、大きな声を出すな」

「じゃったら、縄を緩めよ、阿あ呆ほうが！」

　はぁ、とため息を吐ついてナーガが言った。

「おい、クゥ、少し緩めてやれ」

「わかった。クゥは縄を緩める」

　クゥは縄に込めた魔力を少し減らし、同時に空中高く持ち上げていたヴィータの体を床の上に下ろしてやった。

「は、ホントに股が割れるかと思った」

　大きく安あん堵どの息を吐はくヴィータの横で、ミドルスブレイラもそっと安堵の息を吐いた。

「助かりました～。ありがとうございます～」

　彼女はナーガに向かって深々と頭を下げた。

「まぁ、いいんだけどな。おまえも下手なこと口にするんじゃねえぞ。口は禍わざわいのもとって言うからな」

「う。気をつけます」

「ヴィータも。目下の冗談にいちいち過剰に反応するなよ。そこは族長の余裕を見せて、笑って流してやれよ」

「冗談？　いやいや、ブレイラの奴やつ、かなり本気だったと思うのじゃがな!?」

「冗談だよな、ミドルスブレイラ？」

「え……あの、はい、ちょっとした冗談です、ごめんなさい」

　ミドルスブレイラは、今度はヴィータに向かって大きく低頭した。

「ふん。まぁ今回は大目に見てやるがの。次に吾われのことを何もないだとか真っ平らだとか言うたら、貴様こそ潰つぶれた蛙かえる以上に真っ平らに潰してやるからな？」

　かくかくかく。

　ミドルスブレイラは黙って首を縦に振ることしかできなかった。

　そうこうしているうちに坑あなの出入り口からドーラドーラが顔を出し、彼女に続いて奇襲部隊の兵たちが次々と現れた。

　まずは最初の小隊十人。少し間を置いて次の小隊の十人。さらに次の小隊が。

　荒あばら屋やの中は狭いので、そのまま留とどまっていると兵で満杯になってしまう。現れた兵士は小隊毎ごとにまとまって魔女たちに誘導されて、身を潜める場所へ静かに移動していった。

　半はん時ときほどで、十個小隊百名が坑から出て周辺に展開し終えた。

　時刻は十一刻時（だいたい夜の十時頃）少し前。

　王宮や兵舎、武器庫や倉庫などが作成した地図どおりの配置なのかを確かめるために、数名の魔女たちがすでに街中に散っている。いずれも潜入や移動に長たけた者たちだ。

　やがて街中に散っていた魔女たちが次々に戻ってきた。

　体を透明化できるエスピエーネも調査隊の一員として街中に出ていたが、ちょうどいま戻ってきたところだった。

　彼女たちの報告によって、重要な建物の配置は、ほぼ作った地図どおりだということが確かめられた。

「さすがだな、セレナ」

　ナーガが傍かたわらのセレナにそう声をかけた。

　セレナがいれば、彼女の魔法「天てん眼げん」で、居ながらにして街の様子を具つぶさに知ることができる。

　拠点に見張りの兵が近づいてこないかを知るためと、奇襲が始まったとき、攻防の模様を把握するために、ナーガはセレナを送り込んでおいたのである。

　奇襲の様子を事細かに知ることができれば、即座に的確な追加の命令を出すことも可能になるわけだ。

「ありがとうございます」

　極小極薄の衣装を身に纏まとったセレナが嬉うれしそうな顔で笑うと、彼女の隣に立つエスピエーネが言った。

「セレナだけ？　僕のおかげもあるんじゃないかな？」

　彼女は体を覆うマンテラを羽織っているが、エリュシオーネのそれのように全身を覆い隠す物ではなく、長さは太ふと腿ももの半分までしかなかった。そこから細くて筋肉質の足が伸びている。長さは違っても、エリュシオーネと同じで、マンテラの下には何も着ていない。

　彼女の魔法は自身の体と自分が触ふれている者にのみ効果が発揮されるもので、服や履き物は透明化できないのだから仕方がない。もっともエスピエーネは、透明化するに際して裸になることを、まったく苦にしていないようだったが。

「むしろ喜んで脱いでいるのでは」

　というのがハインドラ一族の魔女たちの評価だ。

　ユウキなど、

「見えないのをいいことに、目の前で卑ひ猥わいで露骨な姿勢を取っていそうで気持ち悪い」

　などと酷ひどいことを言っていた。

　それに対してエスピエーネは、

「当たらずといえども遠からずだね」

　と笑うのだった。

「何しろ足を広げようと股間をさらけ出そうと見えないんだからね？」

「おまえ、そんな恥ずかしい恰かつ好こうしてるときに透明化が切れちゃったらどうするんだ？」

　呆あきれた顔でナーガが言うと、彼女は。

「まぁ、そのときはそのときさ。恥ずかしい恰好のときに切れても恥ずかしい恰好を見られるだけだけど、敵の近くで透明化が切れたら殺されちゃうかもしれないんだから、そっちのほうが緊張するし恐こわいけど」

「度胸があるな、おまえ」

　ナーガのそんな評価に、ユウキやレラは、

「エーネが変態なだけ」

　と酷評したものだった。

（けど、この魔法は使い出がある。今までもそうだったし、これからもそうだ。エスピエーネには活躍してもらわないとな）

　あのときナーガはそう思ったものだが、実際、今もこうして彼女は活躍してくれている。

（いや、こいつだけじゃない。魔女は皆、使える魔法を持っているんだ。それをここぞというとき、ここぞという場所に投入してやれば、誰でも大活躍してくれるんだよ）

　ナーガがよく言う適材適所。それが魔女の力を最大限に引き出す秘ひ訣けつだった。

「そうだな。エスピエーネがいなければセレナは街に近づけなかったんだし。正確な地図を作れたのはセレナとエスピエーネのおかげだ」

　エスピエーネは嬉うれしそうに笑って言った。

「うんうん、ナーガさんに僕の重要性がわかってもらえて嬉しいよ」

「俺おれはおまえたちの働きを見逃すほど目が曇っちゃいないさ」

　そう言ってナーガは周囲の魔女たちを見回した。

「手柄を立てた者は必ず報いてやる」

　ナーガがそう言っただけで、魔女たちの目の光に力が籠こもったように思えた。

「で。地図が正確じゃとわかった以上、予定どおりでいいのじゃな、ナーガ？」

　ヴィータがそう訊きいてきた。

「ああ、予定どおりでいい。深夜、日付が変わる頃を待って行動開始だ」
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　そうして待つこと一いつ時とき近く。そろそろ日付が変わろうかという時刻だ。

　荒あばら屋やの中に腰を下ろしていたナーガが、ゆっくりと立ち上がった。

「ヴィータ」

「うむ。そろそろじゃの」

　呟つぶやくようにそう言ってヴィータも立ち上がる。

　それを合図に、周りにいた魔女も次々に立ち上がった。

「夜中にじっとしているのは寒くて困るの」

「そんな薄着じゃあな。しかし、ほんとに寒さに強いんだな、魔女は。俺がそんな恰かつ好こうで一いつ時ときもじっとしてたら凍えてしまうわ」

「ぬしのこんな恰かつ好こうなど見たくもないがな」

　などと皮肉を言いつつ、ヴィータは強こわばった体を軽く動かした。

　周りにいる魔女たちも、手を振ったり足を伸ばしたり首を回したりして、血液の循環を促したり、筋肉をほぐしたりしている。

「まずはエスピエーネたちが街中の様子を探りに出る。異常のないことが確認できたなら行動開始だ。ヴィータたちには予定どおり三個小隊を率いて街の王宮に突入してもらう。俺おれはここで全体の指揮を執る。追加の指示を伝えるために、エリュシオーネはここに待機していてもらう。いいな？」

「お任せください。このときのために、数多くのマンテラを街のあちこちに配してありますから、どこへだって飛んでいけますよ」

　そう、先ほどまでエリュシオーネは仲間の魔女と共に、自分のマンテラを設置して歩いていたのだ。

　王宮の周囲に。

　兵舎の周囲に。

　武器庫の近くに。

　倉庫の近くに。

　大教会の近くに。

　商人街の一角に。

　宿屋街の一角に。

　重要だと思われる場所すべてにエリュシオーネはマンテラを置いて広げてきた。

　セレナの天てん眼げんで奇襲の推移を把握し、エリュシオーネを使って追加の命令を即座に味方に伝える。この即応性が確保されている限り、戦局がどう動こうと対応できるのだ。

（戦いくさは生き物だ。机き上じようの計算どおりに行くことなど滅めつ多たにない。そんなときは、どれだけ早くどれだけ的確に対応が取れるかが勝負を分ける鍵となるんだ。その点に関して、俺たちは敵を圧倒しているぜ）

　情報を制する者こそが戦を制するとナーガは確信していた。

　桶おけ狭はざ間まの戦いで、織お田だ信のぶ長ながは今いま川がわ方がたの部隊配置に関する情報収集に努めた。今川義よし元もとの本陣の位置を突き止めることができたからこそ、織田勢は本陣を急襲して義元の首を取ることができたのである。

「何か質問はあるか？」

　ナーガは居並ぶ魔女たちを見回したが、とくに誰からも質問は出なかった。

「エスピエーネ、頼んだぞ」

「了解」

　エスピエーネが四人の魔女と共に荒あばら屋やから出ていった。

　荒あばら屋やを出たところで、エスピエーネはマンテラを脱いで裸になり、徐おもむろに呪文を唱えて魔力を練り上げていく。すぐに彼女の体がゆらりと揺らめいたかと思うと、暗がりの中、背後の風景に溶け込むように消えた。

「相変わらず見事なものだな」

　周りにいた魔女たちが感心の声を漏らす。

「我々も行くか。スレイマーヤ一族としては、エスピエーネに負けていられない」

　四人の魔女が暗闇の中に消えていった。
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　それから一いつ時ときと少し経たった。

　エスピエーネと四人の魔女が、一人、また一人と、ナーガの潜む荒ら屋に戻ってきた。

「ナーガさん、どこにも異常はなかったよ。王宮は静まり返っていて、街を包囲されているとも思えない静けさだった。警備もいつもとそう変わらないんじゃないかな。こちらが拍子抜けするくらいだね。本の表紙が抜けるくらいだね。劇場で拍子木が鳴らされるくらいだね」

　ナーガは辟へき易えきした顔で、あぁそうかい、と言うと、他の魔女に顔を向けた。

「そっちはどうだった？」

　偵察に出ていたスレイマーヤ一族の魔女の一人が手を挙げた。

「こちらも異常なしですね。通りを歩いている者はいませんし、巡回の兵も最低限といった数でした」

　彼女の答えに、ナーガは力強く頷うなずく。

「そうか。ならばよし。いよいよ始めるとするか」

　ナーガの言葉に、魔女たちは小さな声で、おう！　と応えた。

　どの魔女の顔も緊張感に満ちている。けれど、怯おびえの色を浮かべている者は誰もいなかった。それどころか、充実感に満ち、闘争心に溢あふれ、使命感に燃えていた。

　ナーガは、そんな魔女たちの顔を頼もしそうに見回すのだった。
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　魔女たちは勇んで荒ら屋を飛びだしていった。ある者は単独で、ある者は奇襲部隊の兵と共に、街の要所を襲うために。

　ナーガと共に荒ら屋に残ったのは、セレナ、エスピエーネ、エリュシオーネの三人だけだった。

　セレナは「天てん眼げん」で奇襲の戦況を確認するためにナーガの隣にいる。

　エリュシオーネは、ナーガが新たな指示を出すとき、マンテラを仕込んだ各所へ飛んで、あちこちに散っている味方にその指示を伝える役目だ。

　エスピエーネだけは明確な役割を負っていない。乱戦になってしまうと、彼女の魔法はあまり役に立たないからだ。

　見えなくなるということは、敵だけでなく味方からも認識されないということで、乱戦の中に立つと、味方の動きを邪魔してしまうかもしれないし、敵味方が振り回す剣や槍やりが当たったり飛び交う矢が当たったりして怪け我がをするかもしれない。そうなると、流れ出る血まで透明化することはできないから、怪我をすれば居場所が割れてしまう。

　おまけにエスピエーネは透明化して隠おん密みつ行動を取っているあいだ、剣も槍も盾も持てない──手にした物は透明化できない──ときている。敵味方が入り乱れて戦っている場所に裸で立つのは危険なだけである。だから彼女は奇襲部隊に加わらず、ナーガの傍かたわらにいることになっている。

　これには、もしも万一、ナーガが逃げなくてはならないような最悪の局面になったとき、エスピエーネの透明化──この魔法を使っているときは、彼女が触ふれた人間や魔女も透明化できる──で逃がすことも視野に入っている。

　ただ、そのためにはナーガも全裸にならなくてはいけないわけで、エスピエーネもナーガ自身も、それだけは勘弁してもらいたいと思っていた。

　だいいち、裸になって逃げるというなら、エリュシオーネの魔法のほうが確実に逃げられる。

　ただ、その場合もエリュシオーネは全裸のナーガをマンテラの中に収容し、彼を抱いた状態で飛ばないといけないわけで、彼女は彼女で、そんな状況に陥おちいるのだけは絶対に避けてもらいたいと心の底から願っていた。

　だいいちエリュシオーネは指示を伝えるためにあちこちに飛ぶことになるから、いざというときにナーガの傍らにいるかどうかもわからない。

　もしも逃げる必要が生じて、そのときエリュシオーネがいない場合。そんな最悪の場面も想定して、エスピエーネがナーガの横にいるのである。

　けれど、逃げるのは、あくまで味方の奇襲が失敗した場合だ。ナーガはそんな可能性はほとんどないと思っているし、実際、奇襲はほぼ彼の想定どおりに推移している。

　さすがのナーガも、それ以外の事態は想定していない。

　言い換えると、もし今このときにカサンドラ王国軍部隊に襲われたら、確実に討ち取られていただろう。

　リガヤは最大の好機を逃したとも言えるが、リガヤ自身にもそれはわかっていた。

　わかっていながら、彼はこの好機を見送らざるを得なかったのである。
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　リガヤは悩んでいた。

　一度は結論を先延ばしにしたことで気分的に楽になったが、リガヤはすぐに落ち着かない気分になってきた。不安になってきた。この時代のこの世界に生きる彼にとって、国王の命令は絶対だ。だから「ナーガを討て」という国王の命令には従わなくてはならないと思っている。けれど、ナーガという男に惹ひかれているのも事実だった。

　時代という枷かせに囚とらわれず、世界という枠に縛られず、魔女と人とが共に暮らせる世界を創るなどという大たい言げん壮そう語ごを吐はき、そしてそんな夢物語を実現してしまいそうな勢いで暴れまくっている。

　リガヤのような者から見れば、ナーガは目も眩くらむような輝きを放っていた。だから悩んでいる。

　彼にとってカサンドラ四世の命令は絶対だったが、一方、ナーガが連れていこうとする新世界も見てみたいという思いも強い。

　リガヤはカサンドラ四世に対して、

「ナーガ殿をいま討つのは得策ではありません。いま討てば、西さい果はての半島に君臨するという国王様の願いは実現する前に潰ついえてしまいます」

　と言って、急せかす国王を抑えてきた。

「半島制圧どころか、いまナーガ殿を討てば、半島諸国が叛はん旗きを翻ひるがえし、カサンドラ王国を攻めてくるでしょう。我が国は存亡の危機に陥おちいります」

　と言って脅しもした。

　そう言われてしまうと、国王も無理強じいはできない。カサンドラ王国単独で半島を制圧することが無理なのは国王もよくわかっているのだ。

「では……そうだな、グランビスタの街を奪とって、半島の制圧が完成したとき。そのときにこそ討つのだ。半島を制圧すれば、ナーガは魔女を率いて大陸本土に乗り出そうとするはずだからな。あの男の目は前を見ている。前だけを見ている。そんなとき背後から襲われれば、さすがのナーガも抵抗できまい」

　というのがカサンドラ四世の主張だった。

「グランビスタを奪れば吾わが大望は成就する。それ以上のことを吾われは望まない。吾はそこまで強欲ではないのだ。足あし下もとも見ずに全力で駆け続ければ、そのうち崖から転がり落ちてしまうぞ」

　したり顔でそう言う国王に対して、リガヤは共感すると同時に、ある種の幻滅を抱いたこともたしかだった。

（半島の制圧が大望か。大陸本土の強国からは見向きもされない辺境のちっぽけな半島の制圧が）

　ずいぶんとスケールの小さな大望ではあった。以前のリガヤなら、それを小さいなどとは感じなかっただろう。だが今は。ナーガを知ってしまった今は、国王の「大望」は見み窄すぼらしく思えるほど小さかった。だから悩んでいる。

　大恩ある国王の命令を実行すべきなのは、臣下として当然のことだ。けれど、並外れたスケールで勝利を重ね世界を変えていくナーガが創る未来に惹ひかれるのは、武人として、これまた当然のことだった。

　自分自身が二つに裂かれるような感覚を覚え、リガヤの懊おう悩のうはさらに深まっていく。

（だが、とにかく今ではない。今すべきことはこの奇襲を成功させ、グランビスタの街を奪とってしまうことだ。ナーガ殿のことは、そのあとで考えよう）

　リガヤは結論をさらに先延ばしにして、それ以上考えるのを止やめた。

　決断することがどれほど難しいか、逆に決断しなくてもよいことがどれだけ楽か。リガヤは改めてそのことを思い知ったのだった。
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　王宮を制圧する役目を担ったのはヴィータが指揮する魔女部隊の十と、それを補佐するカサンドラ王国軍部隊の四十だった。王宮を制圧してしまえば奇襲は八割方成功したと言えるから、ナーガはそちらに主力を投入していた。

　その他には、ドーラドーラが率いる魔女部隊が兵舎を襲い焼くことになっている。兵舎を制圧するのは人数的に無理だから、建物を焼いて、兵の混乱を誘うだけだ。兵舎にいる兵が混乱してくれれば王宮に駆けつけるのが遅れるし、街中で活動する奇襲部隊を迎げい撃げきすることもできなくなる。

　別の一隊は武器庫を襲い、これも焼くことになっている。王宮の制圧が不首尾に終わって撤収せざるを得なくなったとしても、武器庫にある予備の武器や防具が使えなければ、とうてい籠ろう城じよう戦を戦い抜くことはできない。

　武器庫は襲っても食糧庫は襲わないことに決めているから、そちらには誰も向かわない。これは街を制圧した後に食糧庫を開放して市民に配給することを考えての措置だった。

「要するに人気取りだが、敵の城を奪とったあとは、こういう人気取り政策が存外、効果を発揮するものなんだよ」

　と、ナーガはそう言っていた。

　その他、数人の魔女と三十名の奇襲部隊が、城門を開けに走る手て筈はずになっている。城門には毎晩必ず不ふ寝しん番ばんが立っているが、その人数は一個小隊十名なので、とくに問題はなかった。近くにある詰め所にはもう一個小隊が控えているようだが、城門と詰め所とを各個撃破してしまえば、それも問題にはならないだろう。

　街中を巡回する兵もいるが、すでにあらかた倒し終えている。残りは少ないので、移動中に見つければ倒すことになっている。巡回の部隊は五人、十人という少数なので、魔女が一人か二人いて相手の不意を衝つければ問題なく倒せる。

　魔女とカサンドラ王国軍兵士は誰にも見咎とがめられることなく、各おの々おのが担当する場所へと移動することができた。
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「よし、止まれ」

　王宮を間近に望む地点まで進出したヴィータが、率いている魔女と兵に命令を送った。

「では、これから突入する。抵抗する者は斬ってもよいが、無抵抗の者を殺すのは相成らんぞ。無力化するに止とどめよ。よいな？」

　おう！　と小さな声が返ってきた。

　空の過半は雲に覆われ、月明かりもないが、真の闇に近い暗さでも、魔女たちは夜よ目めが利くから作戦遂行の障害にはならなかった。

　カサンドラ王国軍兵士も城内に侵入してからこちら、火を焚たくことなく闇に潜んでいたから、目も暗がりに慣れていた。

　王宮の防壁の向こうでは盛んに篝かがり火びが燃えているから、暗がりに慣れた目には十分に明るく感じられる。

　明るい箇所には兵がいるわけだから、そこを避よけて侵入することになる。ヴィータは部隊を率いて王宮の裏手へと回り込み、ひときわ暗い場所に集結させた。

　王宮の周囲を巡る道にも巡回の兵の姿はない。ないのも当然、ヴィータたちが巡回の兵を倒してしまったのだ。交代の時間が来るまでは気づかれる虞おそれがないだろう。

「さて、早めに済ませてしまうかの」

　防壁の前に立ったヴィータは、魔力を練り上げ、口の中で密ひそやかに呪文を唱える。

　彼女の体内を魔力が巡り。

　すぐにヴィータの体から強大な魔力が溢あふれ出した。

「よし、行け」

　と、ヴィータが一族の魔女たちを促した。

　駆け寄ってきた魔女の一人がヴィータのすぐ手前で跳躍した。

　跳んだ魔女の足裏が、ヴィータが持ち上げた右の掌てのひらに乗った直後。

　ヴィータが魔女を放り投げた。

　魔女の体は軽々と、高々と宙を舞い、音もなく防壁を越えて王宮の中に消えた。

「次！」

　別の魔女がヴィータに駆け寄り、跳んで。

　ヴィータの右の掌に着地し。

　それをヴィータが軽々と放り上げ。

　魔女は空中に身を躍らせると、そのまま防壁を越えていった。

　ヴィータは次から次へと魔女を放り上げ、魔女は次から次へと王宮の内部に舞い降りた。

　己おのれの触ふれる生き物なら、その体重を重くも軽くもできるというヴィータの魔法の威力が最大限に発揮された場面だった。

　率いていた十人の魔女がすべて王宮に侵入すると、中から何本もの綱が投げられた。

　ヴィータの魔法の効力は身に着けている物には働かないから、兵の鎧よろいの重さはそのままである。それではヴィータが放り上げることができない。仮に飛ばせたとしても、ヴィータの魔法は彼女の手を離れると効力が失われる。

　ほぼ身一つの魔女なら、いつもの重さに戻っても着地できるが、完全武装の兵が空中で元の重さに戻ったりすれば、着地の際に足首や膝ひざを痛めてしまう可能性がある。無事だったとしても、大きな音が出るだろう。だから兵士は綱を登って侵入することになっていた。そのために腕力に自身のある者が選ばれているのだ。

　一人、また一人と、綱を摑つかんだカサンドラ王国軍兵士が防壁をよじ登っていく。

　下りるときは防壁の上からぶら下がり、手を放す。それなら足首や膝を痛めたりする虞おそれはない。

　三十人の兵が防壁を乗り越えるのに四し半はん時ときもかからなかった。奇襲が決まってからずっと続けてきた訓練の賜たまものだ。

　一人、王宮の外に残ったヴィータは、無人になった辺りを見回して呟つぶやいた。

「ここまでは予定どおりじゃな。では、吾われも行くか」

　ヴィータは自分の体重を極限まで軽くすると、思いきり地を蹴った。

　防壁よりも遙はるかに高くまで舞い上がったヴィータは、空中で両手両足を広げて大の字の体勢を取った。両腕から両脇にかけてと両足のあいだにある薄い布が、落下の勢いで大きく翻ひるがえる。薄布が、まるで水鳥か両生類の水搔かきのようだ。大の字にした全身と広がった薄布とで空気抵抗を思いきり増したヴィータは、静かに落下していった。

　地面が直前まで迫ると、ヴィータは伸ばした手足を畳み、体勢を整え、ゆったりと足裏から着地した。












　見ていた兵士たちから小さなどよめきが起きた。

「さすがに魔女の長おさ、見事なものだ」

　兵たちの賛美の視線を受け、ヴィータは誇らしげに胸を張る。

「なに、このくらい、どうということはないよ」

（母かか様さまってば、自慢気だな）

（ああ、思いきり自慢気だ）

　ひそひそと言葉を交わす魔女たちを睨にらみつけ、ヴィータは鋭く言った。

「とっとと次の行動に移らんか」

「了解しましたぁ」

　魔女と兵たちは急いで行軍隊形を取る。

　侵入したのは王宮にある庭園のすぐ外で、広々とした空間が確保されているから、四十人が並んでも、まったく問題はない。夜中の庭園に兵士がいるはずもなく、篝かがり火びが焚たかれているはずもなく、ここが侵入には最適だろうと、地図を見たナーガが当たりをつけた場所だった。

　ただ、王の住まう建物までは少し遠い。突入するには広大な庭園を走り抜けなくてはならず、突入まで少し時間がかかる。時間がかかれば人目に触ふれる危険性は増すわけで、一長一短ではあるが、侵入時の安全性を重視したナーガは、ここを侵入場所に決めたのだった。

　王宮内には森や林のように上空から見通せない地形はなく、貧ひん民みん窟くつのように狭い路地を挟んで建物がひしめき合っていて内部がよくわからないということもない。

　王宮内にあるのは基本的に低層の建物で、敷地内に間隔を取って建てられているから、セレナの魔法で俯ふ瞰かんすれば、見取り図の制作は割と簡単だった。そうして作った地図を頭に叩たたき込んでいるから、奇襲部隊の動きに迷いはない。

　まずは強行偵察部隊である六人の魔女が先行して、この先に見張りの兵がいないことを確認する。もし見張りがいた場合は武力で排除し、王宮にある王邸と警備兵の詰め所に突入してこれを占拠、王族や兵を捕縛する。

　それがヴィータたちの作戦目標だった。

　王宮内の建物の配列は、地図の通りだった。

　偵察部隊は遭遇した見回り兵を排除しつつ、王邸の背後まで順調に進出した。

　続いてヴィータ率いる本隊が王邸の間近まで到達するが、そのとき初めて想定外の出来事が起きた。

　王邸の周囲だけ、いつもより警備兵が多い。それに邸やしきの周りでは篝火が煌こう々こうと焚かれているではないか。

　偵察部隊から報告を受けたヴィータが王邸の間近まで接近して様子を探ってみると、たしかに偵察部隊の報告どおり、邸やしきの周囲は明るく、兵士も多く、何やら騒然とした雰囲気に満ちていた。

（なんじゃ、これは？　何が起きたんじゃ？　まさか奇襲が察知されたわけでは……いや、それはないの。少しざわついてはおるが、敵の奇襲を喰くらったというような切せつ羽ぱ詰まった感じはない。じゃとしたら、いったい……）

「どうします、母かか様さま？」

　この部隊の副長格、ストゥーシャがそっと訊きいてきた。

「どうするもこうするも、予定どおりじゃ。王邸に突入して、王とその一族の身柄を拘束するしかあるまいよ」

「でも、想定より兵の数が多いですよ」

「多いが、吾われらで太た刀ち打うちできない数でもない。幸い、奴やつらは吾らの存在にまだ気づいておらん。不意を衝つけば蹴散らすことはできよう。吾らにとっては少しばかり危険度が上がるがの」

（少しで済めばいいんだけど）

　ストゥーシャはそう思ったが、ヴィータの決断に異を唱えることはしない。どのみち、自分たちがここを制圧しなければ奇襲そのものが不首尾に終わるのだ。

（やるしかないか）

　彼女も覚悟を決めた。

「まずは遠距離攻撃のできる魔女であそこの者どもを攻撃。不意を衝かれ、おまけに魔法攻撃を受けたとなれば、連中が浮き足立つのは確実。そこへ残りの魔女とカサンドラ王国兵が突撃する。魔力の残りなど考えんでもいい。最初の一撃で壊かい滅めつさせる覚悟で当たれ。敵が組織立った抵抗を始めてしまえば、吾らが不利になるぞ」

「わかりました。皆に伝えておきます」

　ストゥーシャはヴィータの言葉を伝えるべく、仲間の下もとへと近づいていった。

　ヴィータは改めて集まっている兵のほうを見やった。

（蹴散らせぬほどの数ではないが、しかし、どういう理由でこんな深夜にあれだけの兵が王邸の前に集まったのか、その理由が気になるところじゃな）

　想定外の事態にヴィータは警戒心を募らせたが、なんのことはない、王邸では最高幹部が集まって夜中まで極秘の対策会議を行っていたのである。政務棟ではなく王邸で行われていたのは、会議が公になっては不ま味ずい内容を話し合っていたためだった。
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　その日の夕刻──いや、もう日付が変わったから前日と言うべきか──に、グランビスタの街が旧教会に送った使者が戻ってきていたのだ。

　戻った使者が旧教会の意向を王や幹部に伝えると、全員の顔色が変わった。

　使者が伝えた内容はというと、

「今は新教会との大おお戦いくさの最中で援軍は送れない」

　というものだった。

　大陸諸侯へ送った使者がみな手ぶらで戻ってきていたから、グランビスタの街は旧教会に最後の望みを託していたのに、それも無残に打ち砕かれてしまった。

　その上、旧教会側は、

「援軍は送れないが、魔女の悪あく辣らつな企たくらみはなんとしても阻止しなくてはならない。グランビスタの兵も住民も、みな命を賭して魔女と戦い、これを殲せん滅めつせよ」

　と言ってきた。

「旧教会は俺おれたちに死ねと言うのか!?」

　幹部の何人かは憤ったが、怒ったところで事態が解決するわけではない。王に窘たしなめられ、幹部たちは対策会議を始めることにした。

　が、内容が内容だけに、できれば会議は内密で行いたい。そこで王は幹部を王邸に誘い、対策会議をすることになった。

　当然のことながら会議は長引き、結論が出ないまま深夜に至った……というのが、王邸の周囲に警護の兵が多数いたことの真相である。

　重要な人物が王の下もとを訪れたとか、奇襲の動きを察知して警備を厚くしたとかではなく、最高幹部が何人か集まっているから警護の兵を増やしただけだったのだが、そんな内情はヴィータたちにはわからない。

　だからヴィータは、

「こちらの動きが敵に漏れたのではないだろうな」

　と警戒したのである。

　結局それは取り越し苦労だったわけだが、実際問題として、警備の兵が想定より多いのだから、王邸制圧の難易度は上がったと見るべきだった。

（どうする？　警備の兵が引き揚げるのを待つか？　いや、いつ引き揚げるのかわからん。そもそも引き揚げないかもしれん。だいいち、他の奇襲部隊は予定どおり攻撃を仕掛けるのじゃから、吾われらだけが様子を見ているわけにもいかん。多少の犠ぎ牲せいは厭いとわず、予定どおり制圧戦を遂行するしかないな）

　ヴィータはそう覚悟を決めた。

　本来ならヴィータは三手に部隊を分けて王邸に突入を図るつもりだった。ところが今は王邸の正面にいる警備の兵だけで自分たちより数が多い。予定どおりに部隊を分けては、正面を受け持つ部隊が押し返されてしまう虞おそれがある。

　正面突破が遅れれば、裏手や側面の部隊が突入できたとしても、王の寝室へ近づくのを阻止されてしまうかもしれない。

　もし正面組が撃退されるようなことになれば、正面にいる敵兵の一部が建物の中に入ってきて、裏手組や側面組が挟きよう撃げきされてしまうかもしれない。そんな事態になれば、兵数で劣る奇襲部隊は大損害を蒙こうむるだろう。

（ここは部隊を分けることなどせず、兵力を正面に集中して、しゃにむに突破を図るべきじゃな）

　ヴィータはカサンドラ王国軍部隊の小隊長三人を呼んで、己おのれの考えを伝えた。

　三人からは特に異議が出なかったので、ヴィータは、まずは遠距離攻撃のできる魔女で攻撃を加え、敵が混乱したところに、残りの魔女と兵とで突撃するという作戦で行くことに決めた。

　もっとも正面で派手に戦闘を始めると、邸内にいる王や最高幹部がいち早く逃げ出してしまう虞おそれがある。そこでヴィータは、建物の裏手へ二人の魔女と五人の兵を配置することにした。ただでさえ少ない兵数がさらに少なくなってしまうが、王邸を制圧できても王を逃がしては元も子もない。これは仕方がない差配だった。

　ヴィータは先制攻撃を加えるため、ネムネモとサンプロッテ、そしてナムジャを呼んだ。

「奴やつらがいる場所に魔法を撃ち込めばいいのじゃ。狙う必要はない。狙うより魔法の手て数かずを増やせ。撃って撃って撃ちまくれ。よいな？」

「承知です、母かか様さま」

「承知しました」

「承知ですよ、ヴィータさん」

　三人は三様に応え、木陰に身を隠しつつ、静かに魔力を練り上げた。

　他の魔女は地に伏せたり物陰に身を隠したりしてその時を待つ。中には自分の体を黒い影と化して地を這はい進み、建物の壁際まで達した魔女もいた。

　カサンドラ王国軍の兵は魔女ほど上う手まく身を隠せないので、後方の庭園内に潜んでいる。

　ヴィータは静かに右手を上げ。

　三人が彼女のほうを見て頷うなずいた。

（よし、やれ！）

　ヴィータが勢いよく右手を振り下ろした。

「空くう泡ほう砲弾」

「火連炎撃」

「氷結の刀とう槍そう」

　三人が各おの々おのの魔法を放った。

　幾つもの小さな空気の塊が恐ろしい勢いで放たれた。

　上空に出現した無数の炎弾が飛んでいった。

　頭上の空気が急激に冷やされ、凍気が降り注いだ。

　飛んできた空気の塊に数人の兵が弾はじき飛とばされ。

　降り注ぐ炎弾に気づいた兵たちが逃げ惑い。

　凍気に触ふれた兵の足が凍りつき、動けなくなった。

　実際に被害を受けた兵は少ないが、いきなり魔法攻撃を受け、兵たちは茫ぼう然ぜん自じ失しつの体ていだ。中にはそれが魔法攻撃だということを認識できない兵すらいた。何が起きたのかよくわからないままその場に突っ立っている兵は、恰かつ好こうの目標だった。

　狙いをつけなくてもいいとヴィータは言ったが、狙うまでもなかった。魔法による連続攻撃で、兵は面白いように倒れていく。

　だが、さすがに数が多い。攻撃範囲の外にいる兵の一部が動き出した。

　攻撃を避よけようと逃げる者もいたが、魔法攻撃をしてくる魔女の数がそれほど多くないのに気づいた兵もいた。

「あそこだ！　魔女はあそこにいるぞ！」

　気づいた兵の何人かが弓を取りだした。

　王邸警護の任務なので弓矢を持っている兵が少なかったのはヴィータたちにとって幸いだったが、それでも矢が飛んでくると、半裸の魔女にとっては脅威になる。

　三人の魔女が身を潜めている木の周囲に矢が降り注いだ。中には木の幹に刺さった矢もあって、三人は木陰から顔を覗のぞかせるのが難しくなった。こうなると、魔法を撃つのにも一苦労だ。

　このまま魔法攻撃の密度が薄くなれば、今まで攻撃を受け混乱していた兵たちにも余裕が生まれてしまう。

「不ま味ずいな。向こうで矢を撃ってる奴やつらを狙うか」

「しかし、母かか様さまは狙いをつけずに手て数かずを増やせと」

「矢を撃たれていては手数を増やすことが難しいね」

「それもそうですね」

　三人は矢を撃っている兵を狙って魔法で攻撃したが、それはヴィータが狙っている状況ではなかった。

　三人の意識が弓きゆう兵へいのほうへ向いたために、混乱していた正面入り口前の兵たちが完全に息を吹き返してしまう。

　魔女と兵が魔法と矢での撃ち合いをしている間かん隙げきを衝ついて、三十人ばかりの兵が三人の隠れている場所へと迫ってきた。

　サンプロッテがそちらへ魔法攻撃を向け、足止めを図るが、兵に散開されると、単独での足止めは難しい。一人、二人を狙って魔法を撃っていると、別の場所の兵が足を進めてきてしまう。

「おい、かなり近づかれたぞ」

「くそ。いったん弓きゆう兵へいを置いておいて、接近してくる奴やつらに攻撃を集中させるしか」

　しかし、そうなると今度は飛んでくる矢の数が増える。

「おい、囲まれるぞ？」

「どうします、ナムジャさん!?　いったん退ひきましょうか？」

「それだとヴィータさんに叱責を喰くらうのでは？」

　スレイマーヤ一族の二人は、ヴィータの魔法で重くされ地面に這はいつくばる自分の姿を想像して、ぶるっと震えたが。

「し、しかし、このままだと味方とも切り離されて包囲されるという最悪の事態に」

　などと言っている間にも敵兵が迫ってきていた。
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「ナムジャがついていながら、彼奴あやつら、何をしておる」

　三人が魔法で兵を攻撃している様を少し離れた場所から見守っていたヴィータが大きく舌打ちする。

「母かか様さま、不ま味ずいですよ。あのままだと敵兵の接近を許してしまいます。もしも斬り合いになったら、太た刀ち打うちできません！」

「そうじゃの。もう少し敵を混乱させておいてから突撃したかったのじゃが、こうなれば是せ非ひもなし。行くぞ。後ろのカサンドラ王国軍兵に突撃を伝えよ」

　というヴィータの指示で傍かたわらの魔女が魔法による合図を送ると、カサンドラ王国軍兵が一斉に走り出した。すでにスレイマーヤ一族とは何回か共に戦った経験があるから、彼らの行動に迷いも躊ちゆう躇ちよもなかった。

　それを見てヴィータは感心するやら呆あきれるやら。

（こんなふうに吾われの指示に従って人の兵が動くなど、昔なら想像もできなかったのう）

　だがヴィータは、同時に手応えも感じている。

（こうして共に戦える以上、魔女と人が共に暮らすことだってできるのだろうよ。まぁ、それがどんな世界になるのかは想像できんがな）

　と、そこまで考えてヴィータは、はっと我に返る。

（いかんいかん。今は目の前の戦いに集中しなくてはの）

　不意打ちは、それなりの効果を発揮した。だが、期待していたほどの決定打にはなっていない。

（さて、迫ってくる敵兵の足を止めるには。やはり吾が行くしかないか）

　ヴィータは不敵に笑って、傍かたわらに立つ二人の魔女に告げた。

「正面から迫る兵どもは吾われが止める。カーラマイヤはカサンドラ兵に迂う回かいして進むように伝えよ。ネネモルは吾を三人のところまで運べ」

「了解です、母かか様さま！」

　魔女の一人がその場から駆け去っていくと、別の一人は急いで魔力を練り上げた。

「化け鳥ちようの舞まい、夜よる！」

　魔女の腕が変形していく。

　腕が広がり。

　黒い羽根が生え。

　足も変形し。

　足先に鉤かぎ爪づめが生じた。

　腕は黒っぽい羽毛に覆われて大きな翼になった。

　翼となった腕をふぁさりと羽ばたくと、ネネモルの体がふわりと浮いた。

　ネネモルは鉤爪でヴィータの両肩をがしっと摑つかむ。

「行きますよ、母様」

「おう、やれ！」

　ヴィータを摑んでぶら下げたままネネモルは、ばさり、ばさりと羽ばたいて宙を飛んでいく。

　まだ矢が飛んでくるのでかなり危険な行為だったが、先行した三人が弓きゆう兵へいを攻撃しているおかげで飛んでくる矢はそれほど多くないのが幸いした。おまけに深夜で辺りは暗く、黒い羽毛を生やした翼は闇に紛れて目立たない。とはいえ、飛んでいるところを狙い撃ちされる危険は低くても、流れ矢に当たる虞おそれはある。それでもネネモルは、なんとかヴィータを三人のところまで運び終えた。

「母様！」

「ヴィータさん！」

　三人は安あん堵どの息を吐はく。

「やるぞ。すこし我慢せい」

　すでに敵兵はすぐそこにまで迫ってきていた。

　呪文を唱え、ヴィータが奏かなでの軽けい重ちようを発動する。

　その寸前にネネモルが舞い上がった。

　直後、ずん、という衝撃と共に、三人の魔女が地面に這はい蹲つくばる。

　同時に、迫ってきていた兵がばたばたと倒れ込んだ。

「くぅぅ。何度喰くらっても……重い」

「自分の体が自分の体じゃないみたいで……」

「あ、あんたたちは経験があるからまだいいだろうけど……初めて喰くらうわたしは、もう潰つぶれそう……だよ」

　魔女は魔法に対する耐性が人よりあるから、まだ四よつん這ばいでなんとか頑張れているが、魔法の耐性がない人の兵は、地に突っ伏して手足を投げ出し、そのまま地面に縫いつけられるしかなかった。

　ヴィータの魔法の恐ろしさを知っているカサンドラ王国軍兵士は、事前の打ち合わせに従い、教えられた距離を取って迂う回かいしていく。

　味方の兵がいきなり集団で倒れ、そのまま動かなくなったのを見て、後方にいた兵たちは驚きのあまり動きを止めてしまった。

　その隙に、カサンドラ王国軍兵士が敵に迫っていった。

　彼らが我に返ったとき、カサンドラ王国軍兵士は眼前に肉迫していた。もうこの距離では弓矢での迎げい撃げきは間に合わない。慌てて彼らは槍やりや刀を構えたが、迎撃用の陣形を取っているわけではない。というより、いきなり魔法攻撃を受けて隊列が乱れたままだ。

　逃げ去った兵、なんとか踏ふみ留とどまった兵、積極的に応戦する兵、どうすればいいかわからずうろうろしている兵。そんな混乱した状態が続いていたのだから、突撃してくるカサンドラ王国軍兵を迎え討つのには無理がある。

　しかも正面入り口にいた兵の大半は、攻撃してくる魔女を討ち取ろうとして魔女に迫り、逆に地面に縫いつけられる有様だ。数の有利もなくなってしまっている。

　一丸となって駆けてきたカサンドラ王国軍兵が突っ込んでくると、グランビスタの兵はたちまち浮き足立った。

　両手両膝ひざで必死に体を支えている三人の頭上から、ネネモルが舞い降りてきた。

　ネネモルは、まずナムジャの両肩を鉤かぎ爪づめ化した両足で摑つかむ。

　摑んで、舞い上がる。

　宙に浮かべば、ヴィータの魔法の効果から逃れられる。

　ナムジャは一気に体が軽くなるのを感じて安あん堵どの息を吐はいた。

「助かった」

「安心してる場合じゃありません。地面に転がってる敵兵の戦闘力を完全に奪わないと、母かか様さまが魔法を解けません」

「わかっているよ。でも、あんたたち、いつもヴィータさんからあれを喰らってるわけか。なかなか大変だねぇ」

「ええ、まぁ、大変なんですけどね。それより、早くお願いします。あいつらを動けなくして、一刻も早く王邸に突入しなくては」

「そうだね」

　ネネモルはナムジャを摑んだまま頻しきりに羽ばたきして空中に止まっている。

　そんな状態で魔法を使ったことなどないから、ナムジャは上う手まく精神を集中させることができるかどうか、少し不安だったが。

（やってみるしかない。訓練のときは上手くできたんだし）

「凍とう冷れい、闘とう隷れい、問とう霊れい、氷こおらせよ、通らせよ、問と裏うら勢せ世よ」

　呪文の詠唱を終えると、空中の一角が急速に冷え始めた。空中の水蒸気が凍りつき、微かすかな星明かりを受けてきらきらと煌きらめく。

「降ふれよ凍気、触ふれよ凍とう怒ど！」

　氷点下数十度にまで冷やされた空気の塊が地面に倒れ伏している兵たち目がけて降下していき、三十人ばかりの兵たちの体を覆い尽くした。

　ヴィータの魔法で押し潰つぶされそうになっている兵には、抵抗する気力も体力もない。

　血液の循環が滞った兵たちの多くは意識を失ってしまい、意識をなくさない兵も、冷え切った手足を動かすことができなくなった。

「よし、あいつらはもう動けないぞ」

　というナムジャの言葉に、ネネモルは彼女を摑つかんだままヴィータの頭上まで飛んでいく。

「母かか様さま、あそこの敵兵の動きは止めました」

「さようか」

　ヴィータは奏かなでの軽けい重ちようを解除したが、たしかに起き上がろうとする兵は皆無だった。

「よし、残りの魔女たちを呼べ。カサンドラ兵が敵兵の残りを押している隙に、王邸内に突入するぞ」

「了解です、母様！」

　ヴィータを地上に降ろしたネネモルは大きく羽ばたいて空中高くに舞い上がった。
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　カサンドラ王国軍兵がグランビスタ兵を押しまくっているおかげで、王邸の正面入り口前は無人になっている。そこをヴィータを先頭にした魔女の群れが駆け抜けていった。

　王邸前で行われた戦闘の気配を察知して出てきた侍女や侍じ臣しんたちが廊下をうろうろしていたが、突進してくる魔女の姿を目にしたとたん、蜘く蛛もの子を散らすように逃げ去った。

　そのうちの数人を追いかけて捕まえたヴィータは、王の居場所を問い質ただす。

　彼ら、彼女らが言うには、王と最高幹部が集まって食堂で会食をしているという。

（こんな夜中にか？）

　ヴィータはピンときた。

（つまりそれは会食に名を借りた会議じゃな。ということは、何か事態が急変したということか）

　どんな事態になったのかはわからないが、なんらかの動きがあって、王や幹部がそれへの対応策を練っていたのだろうということはわかった。

（つまり王邸の前にいた兵士どもは、主おも立だった幹部がここを訪れていたので、その護衛の任に就いていたのじゃな）

　事前に奇襲の動きを察知されたのではなさそうだということで、ヴィータは胸を撫なで下ろしたが。

（いや、安心している場合ではない。せっかく集まってくれたのだから、その幹部どもも一いち網もう打だ尽じんにしておきたいところじゃの）

　ヴィータは連れている魔女たちに事態の説明をし、王とその家族だけでなく、幹部らしき人間も拘束するように命じた。もう王邸から逃げ出しているかもしれないので、裏手に応援を遣やることも忘れない。

「王邸の中だけでなく、王宮の敷地内も探すのじゃ。他の奇襲部隊にも、幹部がここに集まっていたことを伝えておけ」

　ヴィータの指示で数人の魔女が走り出す。

「カーラマイヤとハイララは吾われと来い。すべての部屋を覗のぞいて回るぞ！」

「はい、母かか様さま」

　そうしてうろついたり隠れたりしている兵や侍女、侍じ臣しんを拘束しつつ、ヴィータは王邸内を探って歩いた。

　王邸前の戦闘も終わり、邸やしきの内外はカサンドラ王国軍兵士によって制圧されていた。

　すでに手て空すきの兵が邸内に入ってきているから、邸内の捜索はそれほど時間がかからずに終了した。その結果、王の一族と思おぼしき者の何人かを拘束したが、王自身や幹部と思われる者は見つけられなかった。

（やはり表で時間をかけすぎたか。もう王邸の外へ逃げてしまったようじゃ。王宮からも脱出されたとなると、捕らえるのは無理じゃな）

　ヴィータはそう歯は嚙がみしたが、今からではどうしようもない。

（ここはカサンドラ兵に任せて、他の場所へ応援に出向くとするか。いや、その前に）

　ヴィータは念のため、裏手へ回ってみることにする。

　もしかすると、裏手に配した魔女と兵が、逃げ出そうとした幹部の一人や二人を捕らえているかもしれない。そう思って裏手へ回ってみると、予想外の大物が網にかかっていた。グランビスタの国王と宰相である。

　王邸の外で始まった戦闘に気づいた二人は、邸内にいた兵を率いて様子を見に行ったのだが、襲撃者の人数が予想よりも多く、そして襲撃者に魔女が混じっていることを知り、大慌てで引き返してきた。そして身支度を整えると、他の幹部と共に、兵を連れて裏手から脱出しようとしたのだった。

　ところが、そこにはヴィータが配した魔女とカサンドラ王国軍兵がいた。待ち構えていた魔女と兵によって、護衛の兵はたちまち討たれてしまう。

　幹部の中には別の場所から脱出しようとして邸内に戻った者もいたが、王や宰相や幹部の多くは散り散りになって強行突破しようとした。そのすべてを阻止し、捕縛するには、魔女と兵の数が足りない。

　とりあえず魔女と兵は、目立つ者を追いかけ、捕らえることにした。

　もし王や宰相が、騒動に気づいた直後に逃げ出していれば。

　身支度など整えず、着の身着のままで逃げ出していれば。

　二人とも逃げおおせていたかもしれないし、最悪でも、どちらか一人は逃げ切れていたかもしれない。しかし逃げ出すまでに時間をかけたおかげで、ヴィータたちが間に合ってしまった。

　ヴィータが数人の魔女と十人ばかりの兵を率いて裏手にやって来ると、魔女と兵が脱出しようとした者を追いかけているところだった。

　そこへヴィータたちが加わった。

　高価そうな衣装で逃げている者を追い詰めて捕えてみると、これが大当たりで、王と宰相を同時に捕縛することができたのだった。

　手足を縛られ恐ろしさに震えている二人を冷たい目で見下ろしてヴィータは言った。

「おぬしらも阿あ呆ほうじゃな。逃げ出そうというのに、そんな立派な服を着ていてどうする。せめて襤ぼ褸ろを着て身をやつすとか、あるいはおなごの恰かつ好こうをして吾われらの目を誤ご魔ま化かすとかすれば、まだ逃げ切れたやもしれんのにのう。吾らとしては、おぬしらが阿呆で助かったがの。これで奇襲は成功したも同然じゃ」

　そう言うと、ヴィータは機嫌よさそうに笑うのだった。
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　この頃には他の場所での奇襲も、ほぼ成功裏に終わっていた。

　不意を衝つかれた兵が反撃する間もなく、魔女たちは兵舎を焼いた。焼き出された兵は逃げ惑うか消火に気を取られるかで、組織立った抵抗は最後まで行われなかった。

　武器庫はもっと簡単だった。魔女と兵とが襲いかかると、不ふ寝しん番ばんをしていた兵は武器を放り出して逃走してしまい、襲撃側は労せずに武器庫を破壊、中に積まれた武器や防具などを燃やすことができた。

　城門へ走った魔女と三十名の兵は他の場所に比べるとやや手こずった。それも当然で、城門を明け渡わたせば門が開けられてしまう。門が開けば外にいる包囲軍が雪な崩だれ込んでくる。そうなればグランビスタの街は陥落する。だから当初、兵は必死で抵抗した。

　しかし、背後から襲われたという衝撃は大きかった。背後から襲われたということは、すでに敵が街中に入り込んでいることを示している。いつまでも抵抗していると、敵に囲まれ、殲せん滅めつされてしまうかもしれない。

　抵抗しているうちに、そんな危き惧ぐが大きくなっていく。

　おまけに、魔女が魔法で攻撃してくる。

　魔女に捕まれば、どんな方法で惨殺されるかわからない。

　そんな恐怖心も頭を擡もたげた。

　ここでは、魔女の悪い噂うわさが魔女側に有利に働いたことになる。

　魔女に関する根も葉もない噂を流る布ふさせたのは人間たちなのだから、魔女に言わせれば、兵が噂に怯おびえたのは「自業自得」だった。

　当初は抵抗したものの、城壁や望ぼう楼ろうにいた守備兵が応援に駆けつけてくる前に、城門を守っていた兵たちは半数ほどが倒れ、残りの半数は逃げ出した。

「よし、開けよ！」

　カサンドラ王国軍兵士が城門の開閉を行う鎖の巻き上げ機に取りついて、城門を開けにかかった。そのあいだ、残りの兵と魔女たちで、応援に駆けつけた守備兵を近づけまいと、弓と魔法で攻撃し続けた。

「開いたぞ！」

　開いた城門から松明たいまつを持ったカサンドラ兵が走り出て、手にした松明を大きく左右に振った。何度も何度も振った。

　やがて地を揺るがすような軍馬の蹄の音が聞こえ。

　無数の松明の炎が暗闇に沈む地を埋め尽くし。

　それらは揺れながらまっしぐらに近づいてきた。

「お──い、こっちだ、こっちだ！」

　奇襲部隊の兵のかけ声に誘われるように、数十もの騎兵が城門を潜くぐっていった。

　少し遅れて軽装歩兵が到着した。軽装歩兵の第一陣は一個大隊五百。それが街中に入って城門の周辺を固めた時点で勝負が決したと言っていいだろう。

　城門を開けた敵を駆く逐ちくしようと駆けつけてきたグランビスタの守備兵も、五百もの敵を見て今さら押し返すのは無理だと諦め、何もせずに引き返していった。

　確保された城門を潜って、カサンドラ王国軍部隊が続々と入城してくる。

　一隊は王宮へと向かい。

　別の一隊は城壁や望楼に残っている守備兵を囲み。

　別の一隊は街中の道路に立って治安の維持を開始した。

　その頃には何か重大事変が起きていることに気づいた住民が、家から顔を覗のぞかせたり、外に出てきたりしたが、カサンドラ王国軍兵士が規律正しく動いていたため、大きな騒動にはならなかった。

　各所での戦闘の推移を荒あばら屋やの中で見守りつつ、適宜、指示を送っていたナーガは──正確に言うと自身で見ていたのではなくセレナの天てん眼げんで推移を把握していたのだが──奇襲が成功したのを確認すると、セレナ、エリュシオーネと共に荒ら屋を出て、ヴィータが制圧した王邸へと向かい、ヴィータたちとの合流を果たしたのだった。
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　王邸に入ったナーガは、そこに本陣を置いた。

　まず彼が注力したのはグランビスタ守備兵の無力化だが、同時に不必要な殺さつ戮りくをしないようにと、そこにも気を遣った。

（事前にリガヤを通じて、兵どもにはくどいほど念押ししてあるから大丈夫だとは思うが、勝利に勢いづいて舞い上がり、敵を殺そうとする奴やつはよくいるからな）

　だからここでも、リガヤを通じて、

「投降したグランビスタ兵は拘束するに留とどめておくように」

　という通達を改めて出した。

　敵兵をむやみに殺さないのは、後々、グランビスタの兵にも自軍の一いち翼よくを担ってもらいたいからだ。大陸本土へ乗り出すに当たっては、自軍の兵の数を増やすことは、どうしたって必要なことだった。

　敵兵の殺傷を禁ずると同時にナーガは、略奪行為も一切認めないことを徹底させた。

　グランビスタの住民を敵に回したくはない。いや、今後の支配のことを考えれば、なんとしても味方につけておきたい。

　だから略奪をしない。家屋も壊さない。住民を捕らえて奴隷としない。

　それがわかれば住民は安心するし、抵抗する気も逃げ出す気も起こさない。

　従って秩序の維持には大いに気を遣う必要があるわけだが、ナーガはさらに一歩進んで住民を懐かい柔じゆうしようと考えていた。

　具体的には租税の免除である。

　街が落ち着きを取り戻し、街の役人たちを掌しよう握あくしたら、ナーガは租税の免除を言い渡わたすつもりだった。

（魔女に対する嫌悪と不安を取り除いてやることが、今は何より大事だからな）

　魔女と人が共に暮らせる世界を創るというのがナーガの目標なのだから、戦いくさも占領政策もそのために行うものでなくてはならない。

　戦の勝利が目標ではない。

　街の支配が目標でもない。

　戦いくさも、街の支配も、目標を達成するための手段でしかないのだ。

　ナーガは、目標（戦略）と手段（戦術）を取り違えてはならないことを、誰よりもよく理解していた。

（さてと。兵や住民への対応はリガヤのほうでなんとかしてくれるだろう。あいつは融通は利かないが有能な男だからな。残る問題は王と王の一族の扱いか。それと、ここにある教会の坊主どもの扱いだ）

　そちらは微妙な問題を孕はらんでいるので注意が必要だ。ナーガは、まずは捕らえた国王を引見してみようと思った。
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　彼はヴィータやリガヤと共に、勝者として捕らえた国王を引見した。相手は敗者だが、ナーガは彼の拘束具は外させておいた。

　国王は諦てい観かんの滲にじんだ顔でナーガたちの前に引き出された。つい先ほどまでは自分の邸宅の応接の間まだった部屋に今は捕虜として連れてこられたことに、王は敗者である己おのれの境遇の惨めさを実感した。

　長卓の向こう側に三人の男女が並んで座っているが、左端の小柄な女は明らかに魔女だった。何しろ衣服と言うのさえ憚はばかられるような極小極薄の物しか身に着けていない。

　捕虜になったとはいえ、相手はグランビスタ国王だ。その男の前で半裸で椅い子すに座って踏ふん反り返っている者が魔女以外の何かであるはずがなかった。

　真ん中に座る男は、見たことのない衣装に身を包み、見たことのない顔立ちと肌の色をしていた。見た目が変わっているだけではない。醸し出す雰囲気が明らかに常人とは違っている。

（この男が噂うわさの龍りゆう王おうの遣いなのだろうか）

　龍王の遣いの噂はグランビスタの街にも聞こえていた。

　国王は、戦いを有利に進めるために魔女やカサンドラ王国軍が大げさなことを吹ふい聴ちようしているだけだと思っていた。けれど、今こうして異装で異相の男を眼前にすると、法ほ螺らでもなんでもなく、本当のことだったのかと納得しそうになった。

　右端に座っている男は、他の二人に比べれば、至極真っ当だった。

　軽装鎧よろいを着ているから軍人なのだろうが、身に着けた武具も顔立ちも雰囲気も、すべてがありふれていた。そのことに国王は心の底から安あん堵どしたが、同時に訝いぶかしく思った。ごく普通で当たり前の人間が、こうして魔女や龍王の遣いと共に自分たちの街を攻めてきたことに。

（どうして魔女と人とが共に戦うことができたのだ？　いつからカサンドラ王国の者たちは魔女とそんな関係を築いていたのだ？）

　遠慮がちに三人に視線を走らせる国王の前で男二人が立ち上がった。

　魔女と思われる女は、椅い子すに座ったままだった。

　真ん中の男が言った。

「座ってくれ、国王よ」

　発音やアクセントから異国の者であることは明らかだった。

　このときナーガは、レラの呪符に頼らず、自分の口で大陸の言葉を発していた。

　椅子に腰を下ろす前に、国王は真ん中の異装の男に尋ねた。

「そなたが龍りゆう王おうの御み遣つかいか？」

　座れと言われて座らず、敢あえて質問をしたのは、国王としての矜きよう持じからだった。

「そうだな。周りからはそう呼ばれている」

　今度の男の言葉は、頭の中に直じかに響いてくるような不思議な聞こえ方だった。

「ま、それはそれとして。座ってくれ。話をしよう」

　今度は国王も素直に椅子に腰を下ろし、立ち上がっていた二人も椅子に座り直した。

　魔女は相変わらず椅子に座ったまま、両足をぶらぶらと揺らしているだけだった。

（改めて見ると小さいな。十歳かそこらの子供のようだが、どうして子供がこの場にいるのだ？　どうして魔女の代表者が出てこない？　もしかして見た目が恐ろしいからか？　それでこんな可愛かわいらしい子供を出してきたのか？）

　このあと、目の前の子供が魔女の代表者であることを知って、国王は腰を抜かしそうなほど驚くことになるのだが、それはさておき。

　ナーガは、長卓を挟んで座る国王に言った。

「俺おれたちと取り引きをしないか、国王。それであんたとあんたの一族の安全は保障する」

「取り引き？　どんな取り引きを吾われにさせるつもりなのだ？」

「そう難しいことじゃない。あんたは今までどおりに国王でいてくれればいい。ただし、あんたの下は全部すげ替える」

「なるほど。そなたたちの傀かい儡らいとなることを認めれば、ということか」

　ナーガは国王の理解が早いことに少し驚いた。

（この男、ただのお飾りじゃなかったのか？　まぁそうだったとしても、このあとはただのお飾りになってもらうがな）

「話が早くて重ちよう畳じようだ。あんたを処刑すれば、住民や兵が反発するだろうからな。今は大事な時期だ、できるだけ穏便に事を運びたいのさ」

「断ったらどうなるのか？」

　ナーガは、そうだなぁ、と言って考える振りをした。

「あんたにはカサンドラ王国までお出いで願うことになるかな。で、ここでは王族の中から誰かを選び、新しい国王として即位してもらう。ま、あんたの息子か娘の誰かということになるな。あんたの家族は俺おれたちが保護しているからな」

　そう言ってナーガが薄く笑うと、国王が目を細めた。

「吾われの子を操り人形にするということか」

　国王のその問いかけに、ナーガは、あっさりと頷うなずいた。

「そうだ。これは、あんたが操り人形になるか、それともあんたの子供が操り人形になるかという二者択一だ」

　国王は低く唸うなった。

（吾を騙したり、意図を取り繕ったりせず、正直に手の内を明かしたこの男のやり方は、割と好もしいものだ。だが、素直に二者択一を受うけ容いれるのも癪しやくな話だ）

　そう思った国王は、敢あえて訊きいてみた。

「あくまで断ったら、どうなる？」

「おいおい、選択肢は二つしかないと言ったろう？　あんたが断るなら、こちらで勝手に子供を即位させるだけだよ。その場合、カサンドラ王国に移ったあんたは、もう用済みってことになる」

「吾を殺すと言うか」

「殺しはしないよ。揉もめ事ごとはさけたいからな。だが、あんたは二度と子供たちには会えなくなるだろう」

　と言うナーガの真意は、国王を投獄するという意味か、それとも即位した新国王を適当な時期を見計らって除くという意味か。

（どちらにも取れる言葉だな。とはいえ、ここでそれを追及したところで、この男が真意を漏らすはずもなし）

　国王はそれ以上の抵抗を諦めた。

　目の前にいる龍りゆう王おうの遣いは、やると言ったら必ずやる、そんな男の典型だ。

（傀かい儡らいであることを承知すれば吾わが一族の身の安全が確保できるというのなら、やるしかあるまい。だが、安全を確保するのは吾が一族だけでは困る）

「選択肢がその二つしかないのなら、吾は受け容れるしかない。だが、吾が一族の安全が保障されるだけでは困る。この街の住民の安全も確約してもらわねば」

　ナーガは、またにやりと笑った。

「言われるまでもない。言っただろう？　揉め事は起こしたくないとな。いま街はカサンドラ王国軍部隊が掌しよう握あくしたが、兵どもには一切の略奪行為を禁じてある。もちろん住民に危害を加えることもだ。それは龍王の御み遣つかいの名にかけて俺が保障しよう」

「ならば、いいのだ」

　国王は安あん堵どの息を吐はいて、椅い子すの背もたれに自分の背中を預けた。

　しかしナーガが、ただし、と言ったので、国王はぎくりとして視線を彼に向けた。

「安全と財産を保障するのは市民だけだ。教会の坊主どもはその埒らち外がいだ」

「ぼ……ぼうず？」

「ああ、お前たちの言葉だと神父とか言うんだっけ？」

「神父が埒外!?　どういうことか？」

「宗教を捨てろとは言わない。だが、宗教が人の世に容よう喙かいするのは許さない。神父どもは神の名を騙かたって人を惑わす愚か者だ。従って教会は閉鎖し、その財産を没収、神父どもは街から追放とする」

　自らも敬けい虔けんな旧教会の信者である国王は目を剝むいた。

「そ……そのようなことが許されるはずが……」

「許さない？　誰が許さないんだ？」

「か、神の怒りを買うぞ？」

　ナーガは、ははっ、と鼻で笑った。隣の魔女も馬鹿にしたような笑いを浮かべている。

「神なんざ、いやしねえよ。万一いたとしても、そんなことで怒ったりするものか」

　国王は目を見開き、声を絞り出すように言った。

「なんという不敬な」

　国王の非難を無視し、ナーガは言葉を継いだ。

「この件に関しては妥協はしない。話し合いもなしだ。あんたが反対しようが、誰が反対しようが、教会の坊主……神父どもには街を出ていってもらう」

　断固たる調子でナーガが言いきったので、国王は返す言葉もなく黙り込んでしまう。

「殺されないだけマシだと思え。神父どもがあくまで退去を拒むというなら、そのときは仕方がない、教会ごと燃やすだけだ」

　ナーガの目は本気だった。彼の言葉は脅しでも交渉の駆け引きでもない。

　目の前の男に関して先ほど自分が感じた印象を、国王は再確認する。

（思慮深く、慎重に行動する。しかし、ここぞというときには果断で、やると決めたら、たとえどんな邪魔が入ろうと絶対にやり遂げる男）

　自分の印象、評価に過ちはないだろうと国王は思った。

（大いなる慈悲と峻しゆん厳げんなる断罪。この男こそ神のようではないか）

　それ以上、何を言っても無駄なことを国王は悟った。

「いいだろう。吾われは飾りになろう。飾りの国王として、そなたらに従おう。ただし。そなたらが吾わが国の民を虐しいたげるような真ま似ねをしない限りだが」

「あんたは条件をつけられるような立場じゃないと思うが、ま、いいだろう。どのみち、この街の人間に危害を加えるつもりはないし、虐げるつもりもないからな。むしろ新たな領民として大事にするつもりだぜ」

「その言葉に偽りはなかろうな」

「疑うたぐり深ぶかいな。まぁ、それも当然かもしれないが」

　そう言ってナーガはあっけらかんと笑った。

「大事にしている証拠に、俺おれたちはこの街の住人に対する租税を向こう一年間、免除するつもりだ」

「なんだと!?　まことか!?」

「だから。疑り深いな、おまえ」

　ナーガは揶や揄ゆするような顔を国王に向ける。

「べつに俺たちが善人ってわけじゃない。これは住民に対する懐かい柔じゆう策でもあるんだ。この街の人間には旧教会に服する者も多いだろうからな、坊主……神父どもを追放したとなると憤る者も出るだろう。そいつらの反発を和らげる効果を期待しているのさ」

　なんとも率直なナーガの言い草だった。

「理由はどうであれ、街の者に過度な負担が押しつけられないのなら、それでいい」

「ってことで、以降は、この街の軍事や政治に関しちゃ、こっちの魔女、スレイマーヤ一族の長おさであるヴィータと、カサンドラ王国の宰相でもあるこの男、リガヤに任せることになるから、よろしく頼むわ、国王さんよ」

　ヴィータは駐在官としてサント・ゼッファの街に詰めていたが、そちらはもう完全に支配下に入ったと言えるから、ヴィータが常駐していなくてもいいという判断だ。当面は兼任にしておいて、サント・ゼッファのほうは誰か代理を立てておく。代理の者が仕事に慣れてきたらヴィータの兼任を外し、彼女にはグランビスタ専任になってもらう。

　ナーガは、そんな構想を立てていた。

　驚きよう愕がくに見開いた目を国王がヴィータに向けると、彼女は小首を傾かしげ、いかにも不服そうな顔で彼を睨にらんできた。

「なんぞ文句でもあるのか？」

「い、いや、小さくて可愛かわいらしいあなたが魔女の長だと言われて驚いたのだ……」

「ほほう？　グランビスタの国王殿は正直者よのう。ま、たしかに吾われは小さくて可愛らしいが、スレイマーヤ一族を束ねる魔女長おさぞ。徒あだや疎おろそかに扱わぬことじゃ。もしもおぬしが吾らを無視して勝手なことをするようなら、生きたまま生皮を剝はぎ、尻の穴から手を突っ込んで内臓を抜き取り、豚の餌にしてくれるわ」

　ヴィータの言葉に国王が震え上がった。その程度のこと、魔女なら今すぐやりそうだ。

「おいこら、ヴィータ。駄目だろ、そんなこと言ったら」

　と横からナーガが窘たしなめた。

「む？　いや、少し脅しておいたほうが後々のためになるじゃろうと思うてな？」

「な？　じゃねえよ！　せっかく魔女の悪い噂うわさを拭ぬぐい去ろうとしているときに、自分たちから噂うわさを肯定するような言動は慎もうぜ？」

　ナーガに睨にらまれ、ヴィータは右手を上げて謝った。

「いやぁ、すまんすまん」

　それからヴィータは国王のほうに向き直ると、少しだけ尊大な態度を改め、こう言った。

「いま言ったことは真っ赤な噓うそじゃ。吾われらは人の生皮など剝はがんし、内臓を抜き取ったりもせん。もちろん人の肉を喰くろうたりもせん。安心するがいい」

（少しも安心できないな）

　思いきり懐疑的な目でヴィータを見る国王だった。

「魔女が人を喰ったりはしないとしても、魔女がこの街の支配者となることを喜ぶ者など誰もいないぞ？」

「ああ、それもわかっているよ。だから表に立つのはそちらのリガヤになる」

　エゥラニアの街をハリガンたちに任せたのとは違って、ナーガはこの国を完全にヴィータたちに任せようとはしていなかった。

　エゥラニアは商人の街で余よ所そ者ものに寛容だ。実際、様々な国、様々な土地から、種々雑多な人が街にやって来る。そのおかげで魔女に対する忌き避ひ感も普通の都市よりは薄い。

　しかし、ここ、グランビスタの街はそうではない。街の多くは農民や工人たちで、商人に比べれば信仰心に厚い。大きな教会もあって、旧教会の影響力も大きい。魔女が乗り込んでいくだけでも、そうとうな反発を喰らうだろう。ましてや政まつりごとを執り行うとなれば、最悪、暴動が起きるかもしれない。だからナーガは、街の住民が魔女の存在に慣れるまでヴィータたちには裏方に徹してもらおうと考えたのだ。

　そのことはヴィータもリガヤも承知している。

　街に魔女が乗り込んできたとしても、あからさまに住民の目に触ふれない限り、街の支配が揺らぐほどの大事件が起きることはないだろうという読みだ。

　そうしておいて、ヴィータの名前で租税免除を言い渡わたす。

　信仰心に厚くても、魔女を嫌っていても、現実的な利益を前にすれば、少しくらい嫌なことや腹立たしいことがあっても目を瞑つぶる気になるだろう。それが人間という生き物だ。

　現実的な利益を餌にして街の住民を己おのれが思う方向へと誘導しようと、ナーガはそう考えたのである。そんなナーガの思惑をどこまで理解したかはわからないが、国王はゆっくりとリガヤに視線を向けた。

「カサンドラ王国の宰相、リガヤであります。よろしくお願いいたします」

　普通の男は普通に頭を下げ、普通の挨拶を寄よ越こした。その見事なまでの普通さに国王は親近感と安心感を抱いた。

　それはそうだ。龍りゆう王おうの遣いに魔女の長おさという、まったく普通ではない二人に比べれば、この男の普通さは、じつに心が安らぐ。

「ふむ。あなたが表に立ってくれるのなら、臣も民も安心するだろう」

「ありがとうございます。ただ、表に立つのはわたしですが、この街には魔女の皆さんも常駐することになります。なんといっても、吾わが国と魔女国は同盟関係を結んでおりますので」

　リガヤは、ヴィータたちが共同統治者として街に入ることを公言した。

（それは致し方がない）

　国王としても拒否することはできない。何しろ敗者として捕らえられた身の上だ。最悪、斬ざん首しゆになってもおかしくはないのだ。それなのに一命を救われ、たとえお飾りだとしても、国王の椅い子すに座り続けることも許された。おまけに住民にも寛大な処置が下されようとしている。

　魔女が王宮に乗り込んでくるくらいは我慢しなくてはと、国王はそう思った。

「それに関しては、吾われは何かを言える立場ではないので、そちらにお任せするしかない。ただ、住民にも役人にも神を信ずる者は多いし、魔女を忌き避ひする者も多い。そこにだけはご配慮戴いただきたい」

　国王がナーガに向かってそう言うと、ナーガは、わかっているさ、と笑った。

「安心しろ。当面、魔女たちが街中に出て直じかに住民どもに差配することはない。それは俺おれが保証する」

　龍りゆう王おうの遣いは、カサンドラ王国軍だけでなく魔女の上にも立っているらしい。その男が「保証する」と言うのだから、そこは安心してもよさそうだ。

　国王は小さく安あん堵どの息を吐はいた。

「吾が家族、吾が臣下、街の住民。彼らに危害が及ばないのであれば、吾は喜んで貴公らのために働くつもりだ」

　そう言って国王は深々と頭を下げた。

（この国王、物わかりがいいだけでなく頭のいい男で助かった。こいつが馬鹿だったら、もっと荒っぽい真ま似ねをしなくちゃならないところだ。そうなると、大陸へ乗り出す時機が遅れてしまうからな。これで思ったよりも早く大陸本土へ進出できそうだ）

　そう考えるナーガには、周囲の人間の心の動きに気を配るだけの余裕がなかった。

　おかげでカサンドラ四世の裏切りに気づけないままだ。

　そのことが彼の運命を変えるのか、あるいは変えないのか。

　重大な危機は、すぐそこまで迫っていた。
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　グランビスタの街を陥おとして以降、ナーガは街の支配を安定させるための努力を続けた。

　まずは向こう一年間の租税免除。それをヴィータの名前で宣言した。

　魔女の存在に怯おびえたり嫌悪したりしていた街の人々も、この措置は大歓迎だった。

　他にも売上税の率を低くしたり、月に何日かの楽らく市いちを設けたりしたし、街道沿いにある砦とりでで徴収していた通行税も廃止した。これは他国から訪れる商人に好評だった。

　教会を閉鎖したことは大いに不評を買ったが、教会の財産を没収して貧者に施したことに対しては、密ひそかに拍手する者も多かった。

　いちばん心配した旧教会側の介入はなかった。新教会との戦争でそれどころではない、ということなのだろう。

「今のうちにこのグランビスタの支配をしっかりと確立しておく。ここだけでなく、半島諸国の抱き込みも引き続き行っていく」

　ナーガが会議の席でそう言うと、ヴィータが皮肉の笑みを浮かべて応えた。

「教会が大おお戦いくさで手一杯のうちに、取れるだけをかすめ取る。吾われらはこそ泥のようじゃのう」

　そんなヴィータの皮肉も、ナーガはまったく意に介さない。

「こそ泥、大いにけっこう。なんと言っても兵の数が足りないんだから、こそ泥だろうが掏す摸りだろうが、なんでもやるぜ？」

「割り切っておるのう。いや、開き直っていると言うべきか？　それとも腹を括くくっていると言うべきか」

「目的達成のためには格かつ好こうつけてなんかいられないってことだな」

　二人のあいだではそんなやり取りもあったのだが、格好をつけないナーガは、住民への人気取り政策も平然と行った。税の免除や率の低減なども人気取り政策と言えるが、それらの政策は人気取りだけでなく実利も伴っているのだ。

　売上税を下げ、また通行税を廃したことで商人の往来が盛んになった。

　市いちも盛んに立ち、商取引が活発化した。

　おかげで売上税の税率を下げても、税収の落ち込みはそれほどでもなかった。

　ナーガは街道の改修にも乗り出していた。

　それまでは半島諸国が争っていたせいで、他国に通じる街道の多くは道幅も狭く、路面状況も悪く、大型馬車の通行が難しいような悪路もそこかしこにあった。

　とりあえずナーガは、路面状況の改善を図るべく改修工事を行わせた。

「他国に攻められやすくなるではないか」

　という反対の声は、当然のように上がったが、ナーガは、

「半島はもう平和になったんだぜ？　どこが攻めてくるっていうんだ？」

　と自信満々に言って相手を黙らせた。

「半島ではもう、敵に攻められることを心配するより、どうしたら諸国が繁栄できるかを考えるときだ」

　そう言って反対の声を押し切った。

　改修工事には金がかかるから小国単独で行うのは難しいが、ナーガは兵士を使うことを提案した。

「戦いくさがあろうがなかろうが、兵士を抱えておくには金がかかるんだ。だったら、暇ひまになった兵士にやらせれば一石二鳥だろうが」

　それもそうだということで、各国は兵士による改修工事を突貫で行わせることになった。

　それでも工事を行えたのは街の近くに限られた。

　山間部や荒野を通過する部分は手つかずだったが、街の近くだけでも路面が改善された効果は大きかった。近在の畑から収穫物を街まで運ぶのが楽になったのだ。

　街まで運べば市で売れる。あるいは商人が買い取ってくれる。

　今までは収穫物を運ぶのに苦労していたため、仕方なく畑の近くで細々と売ったり物々交換をしていた農民も、獲れた作物を大量に運べるようになった。道路の改修は、商人だけでなく農民の懐も潤すことに繫つながったのである。

　道路の改修は副次的な効果も生んだ。まず以もつて治安が改善された。

　道がよくなったおかげで巡回部隊の移動が楽になり、今までよりも短時間で街の周辺を回れるようになったのである。砦とりでとの連絡も楽になったし、何かあったときに兵が駆けつける時間も短縮できた。おかげで、少なくとも街の周辺では野盗の出現頻度は目に見えて低下した。

　それらは人気取り政策の側面も持っていたが、確実に実利を伴うもので、ナーガの意識の中ではそちらの比重のほうが高かった。

　一方、ナーガは、実利を伴わない完全な人気取り政策も行った。

　例えば祭りである。

　ナーガは適当な理由をつけて祭りを行わせた。

　祭りは、たいていの場合、なんらかの競技会だった。

　拳闘祭り（という名の競技会）や剣技祭り（という名の競技会）には半島の各地から腕自慢が集まり、街中には出店が出たり見世物小屋が立ったりして大いに賑にぎわった。拳闘祭りや剣技祭りの勝者には、ナーガやヴィータが個人的に賞金を出したりもした。

　ナーガは相撲祭りも行った。

　相撲という競技は当地にはなかったが、要するに蹴ったり殴ったりしない格闘戦ということで、競技規則はナーガが作った。それは自分が覚えている日本の相撲に準じただけだったが、ともかく競技としての体てい裁さいを整え、高額の賞金を掲げて相撲の大会を開いたのだ。

「相撲」は拳闘や剣技に比べて参加のための障壁が低く、おまけに賞金も高額だったこともあり、農民や木き樵こりなど、ただの力自慢の参加者も多く、祭りは大いに盛り上がった。

　相撲祭りが盛り上がったのは、参加者が多かったり賞金が高額だったりという以外にも理由があった。ナーガが女子部門を創ったからだった。

　相撲をするときの出いで立たちは、男の場合、上半身は裸で下はごく短い筒つつ袴ばかまと決められていたが、女子の場合、胸覆いに下帯と決められた。

　言うまでもなく、それは人気取り施策の一環だ。

　相撲を取る際の出で立ちが胸覆いと下帯となると、それで土俵に上がろうという一般人の女性はほとんどいない。だから相撲祭り女子部門の参加者は、その大半が魔女だったのである。

　魔女は衣装というのも憚はばかられる極小極薄の物しか身につけていないし、その恰かつ好こうで平然と人前に出るから、胸覆いと下帯という出で立ちでも平気だった。

　美女揃ぞろいの魔女たちが胸覆いと下帯姿で相撲を取れば、集まった見物人に大いに受けるだろうというのがナーガの読みである。

　構想を実現すべく、ナーガはヴィータやナムジャを通じて、魔女たちに積極的に相撲祭りに参加するように頼んだのである。

　面白がって話に乗ってくる魔女が意外に多く、またヴィータなどは、

「スレイマーヤ一族の力を見せつけるのじゃ」

　などと言って若い魔女を煽あおったから、相撲祭り女子部門の参加者の大半が魔女によって占められることになったのだった。

　もちろん、相撲では魔法の使用は禁止である。魔法を使ったら、ほぼ確実にヴィータの優勝だろうから。

　ナーガは魔法の使用が禁止であることを住民たちにも周知させておいた。魔法を使わないことが徹底されていれば、街の住民も来訪者も安心して相撲を見学できるではないか。

　同時にナーガは、大々的に勝者当ての賭けを行ったのだが、そこにも彼のある狙いが秘められていた。

　街の住民たちが賭けるためには参加者をよく知らなくてはならない。そこでナーガは、似顔絵付きの参加者一覧を作って街の至る所に貼り出したのである。そこに描かれたのは顔だけでなく、胸覆いを着けた上半身の絵だった。

　女子部門に参加する魔女の顔と名前（と胸）を見物人に売り込もうというのがナーガの狙いだった。顔と名前が住民に浸透すれば、後々、魔女たちがこの街を治めるときに都合がいいという深しん謀ぼう遠えん慮りよだ。同時に、相撲祭りを見に来る男性客を一人でも多く呼び寄せようという思惑もあった。

　グランビスタの街だけでなく、半島諸国にも告知をして参加者一覧表を掲示したから、相撲の大会を中心とした相撲祭りを目当てにグランビスタを訪れる者が急増した。
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　そうして初冬のある日──。




　いよいよ相撲祭りの当日となった。

　会場が設しつらえられたグランビスタの街には周辺諸国から見物人が押し寄せ、街の広場は観戦者で埋め尽くされた。急きゆう拵ごしらえの観客席は人で溢あふれかえり、木製の観客席は、その重さでぎしぎしと軋きしむほどだった。

　ナーガは観戦のための料金を取ろうとはしなかった。それだと金持ちばかりが見ることになって、大会が盛り上がらなくなる。だから彼は時間入れ替え制にして、見物人は抽選で決めたのである。

　観戦料で儲もうけようなどとは、ナーガはこれっぽっちも考えていない。たとえ大会の収支が赤字になったとしても、一人でも多くの者に、その目で魔女たちを見てもらう。それが何より大事だとナーガは考えていた。
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「要するにこれは、おまえたち魔女お披ひ露ろ目めの儀式ってことさ。グランビスタの住民や、半島諸国の住民、そして外から訪れた商人ども。そいつらにおまえたち魔女が普通の人間と変わらないことを見せつけるための祭りなんだよ」

　相撲祭りのことを言い出したとき、ナーガは魔女たちを前に、そう宣言したものだ。

「だから、思いきり闘え。羽目を外してもいいぞ。むしろ羽目を外して、ついでに胸覆いも外せ」

「そこかよ！」

「あんたが見たいだけでしょ！」

　などというツッコミが魔女たちから出たが、彼女たちもナーガの意図は理解している。

「まぁ、これで街の人のわたしらへの忌き避ひ感や嫌悪感が薄れるならやってやるぜ！　ってことだよね」

　誰かがそう言うと、ヴィータが、そうじゃ！　と力んだ。

「いい機会じゃから、日頃、気に食わんと思うておる奴やつの胸覆いを引ひっ剝ぺがし、下帯を引きずり下ろし、思いきりぶん投げてやるがよいわ！」

「いや、ヴィータ、それはやり過ぎだからな？」

　とナーガが窘たしなめる。

「あれ？　ナーガさんなら、もっとやれと言うかと思ったんですが」

　エリュシオーネがそう言うと、ナーガが真面目な顔で返してきた。

「個人的にはそう言いたいところだが」

「やっぱり言いたいんですねっ！」

「やり過ぎて見物人に引かれたら元も子もないからな。おまえら、ただでさえ淫乱魔ま性しようだなんて言われてるんだろ？　そこをことさら煽あおるような真ま似ねはしたくないんだよ。あくまで許されるぎりぎりの線を狙うんだ。若い男衆が興奮し、老人や女衆も笑って済ますくらいに止とどめておかないとな」

　ナーガがそう説明すると、エリュシオーネが疑わしそうな顔になる。

「それが胸覆いを外すことなんですか？」

「そのくらいなら許されるだろう？」

「まぁ……そうですねぇ。とはいえ、参加する立場から言わせてもらうと、進んで外す気にはなりませんけどね」

「かまわん、かまわん。胸覆いを引ひっ剝ぺがして、剝むき出しになった乳を叩たたいたり揉もんだり摑つかんだりして、ぶん投げてやるがいいわ」

　居合わせた魔女が全員ジト目になってヴィータを見やった。

　代表してエリュシオーネが言う。

「母かか様さま、自分が参加しないのをいいことに言いたい放題ですね」

「何を言うか。吾われが参加したら、吾が優勝してしまうではないか」

「いやいや、魔法は禁止ですからね、母様？」

「そのとおりだぞ、ヴィータ」

　とナーガが頷うなずいた。

「相撲祭りの本当の狙いは、さっきも言ったように、おまえたち魔女が人と大して違わないってことを見せつけるためのものだからな？　なのに魔法なんか使ったら、見てる者を恐こわがらせるだけだろう」

「わかっておるわ。じゃから、うっかり魔法を使わんように、吾は参加を自重したのではないか。吾の配慮を無駄にするでないわ」

（相変わらず意地っ張りというかなんというか）

　ナーガは内心で苦笑しつつ、わかったわかった、と手を上げた。

「まぁヴィータは小っこ……体つきが可愛かわいらしいから、最初から不利を背負っているしな。ここはエリュシオーネやドーラドーラといった、体格的に有利な魔女に任せておこうや」

（体格的に有利というか、おっぱい的に人目を引く魔女に、だな。あいつらが取っ組み合ったりぶん投げ合ったりしてくれれば、それはもう揺れるからな。絶対、男に受ける）

　と思うナーガだが、そんなことはおくびにも出さない。

「まぁ、よいがの」

「というわけで、参加者は早速、相撲の稽古をしてみようぜ」

　ナーガが用意した相撲祭り用の衣装を着用した参加予定者が王宮の中庭に勢せい揃ぞろいした。まぁ衣装というか、身につけているのは胸覆いと下帯だけだから要するに半裸なのだが、肌色面積はいつもの魔女の衣装とほとんど変わらないので、恥ずかしがるような者はとくにいなかった。

　とはいえ、不安な面もある。

　自身の出いで立たちを見下ろしたドーラドーラが、

「これ、大丈夫かな」

　と呟つぶやくと、隣に立つハイララが訊きいてきた。

「何が？」

「だって、これで格闘するんだろ。普通に闘うだけで外れちゃわないか？」

「まぁ、そのときはそのときだろ」

「達観してるな、ハイララ。胸覆いだけならまだしも、下帯が外れちゃったら大惨事なんだけど？」

「それもまぁ、そのときに考えればいいんじゃない？」

「いや……そのときに考えてる余裕なんてあるかな」

「心配なら、もっときつく締め上げればいいんじゃない？」

「あんまり強く締めると食い込んで痛いじゃないか」

「我わが儘まま言うねぇ」

「我が儘じゃないだろっ!?」

「そんなに心配ばかりしてても始まらないって。これから練習するんだから、そこで何か不都合が出たら、そのときに対処法を考えればいいんだよ」

　エリュシオーネは不承不承といった顔で頷うなずいた。

「まぁ……そうだな。そうするしかないな」

　そうして始まった相撲の練習会では何人かの胸覆いや下帯が外れたが、ふつうに戦っている限り、そう簡単に外れなかったので、このままでいいだろうという結論になった。

　それから何度かの予行演習を行い。

　投げ技や引き技、押し技など、覚えている相撲の技をナーガが魔女たちに教え。

　広場に競技場と観客席を用意し。

　グランビスタの街と近隣諸国に相撲祭りの告知を行って参加者を募り。

　祭りの当日を迎えたのだった。
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　結論から言うと、相撲祭りは大成功に終わった。

　男性部門には近隣諸国からも力自慢が大挙して押し寄せ、熱戦が繰り広げられた。

　相撲という格闘技の物珍しさもあって、誰もが興味津々で勝負の行方を見守った。

　自分の賭けている選手が登場すると、歓声と激励の声が上がり。賭けている選手が負けると、悲鳴や罵ば倒とうが巻き起こり。会場は大盛り上がりだ。

　男性部門の優勝者にナーガが手ずから賞品と賞金を授けたりもした。

　当たり札を持った観客は、一戦が終わるごとに換金所へ押し寄せた。

　優勝者を当てた者は、農夫や工人ほか全部で十数名だったが、中には一年、二年は働かなくても平気だというだけの的中賞金を手にした者も出た。それを見て、外した者は次こそは当ててやると目の色を変えた。

　そしていよいよ女性部門の開幕となった。

　観客席の盛り上がりは男性部門の比ではなかった。

　競技の参加者が、胸覆いと下帯だけの姿で登場すると、観客の興奮はいや増し、歓声と拍手が街中じゆうに轟き渡わたるほどだった。

　参加者の大半が魔女であることなど、もはや誰も気にしていないように思えた。

　判定役、つまり行ぎよう司じはナーガが務めることになっている。




　それをナーガが言い出したときは、魔女たちが、

「危ないでしょ」

「無防備なところを狙われたらどうするつもり？」

　などと諫いさめたのだが、ナーガはあっけらかんと笑って言った。

「周りにいるのはほとんどが魔女なんだぜ？　そんなところで俺おれを殺そうってのは、魔女に喧けん嘩か売るようなもんじゃねえか」

「それはまぁ、そうかもしれないですけど」

　エリュシオーネが眉を顰ひそめて首を捻ひねる。

「でも、遠くから狙われたらどうするんです？」

「弓矢を持ってる奴やつがいたら周りの見物人が騒ぎ出すし、セレナが客席を見張っていれば、武器を持ってる者とか、おかしな動きをする者とか、簡単に見つけ出せるだろ。心配いらねえよ」

　セレナが右手を上げた。

「あ、はい、わたしは見張りに徹しますのでご安心ください」

「おいおい、セレナ、遠慮するなよ。相撲に参加したって見張るくらいできるだろ」

　とドーラドーラが言うと。

「いえ、あの、遠慮というか、わたしにはちょっと相撲は無理そうなので不参加の方向でお願いしたいと」

「お前が相手なら片手でひねり潰つぶせるのになぁ」

「それがドーラさんの本音ですかっ！」

　セレナがそうツッコむと、脇からナーガが口を挟んできた。

「まぁ、セレナが土俵に上がっても、見物客は喜ばないだろうしな」

「ナーガさんが酷ひどくて泣けてきますけどっ！」

「いやいや、べつにセレナのおっぱいが小さいから見物人は喜ばないと言ってるわけじゃないからな？」

「言ってるよね」

「っていうか、いま言ったよね」

　周りの魔女たちが咎とがめるような視線をナーガに向けてきたので、彼は救いを求めるようにクゥを見やった。

「それに、だ。万一、弓矢で狙い撃たれたとしても、俺おれの近くにクゥがいれば問題はないよな？」

　クゥは大きく頷うなずいて、体に巻いた縄の先端をうねうねと動かした。

「問題ない。クゥも相撲に参加して優勝するので、いつも土俵の近くに居る。飛んできた矢の一本や二本や三本を叩たたき落とすのは朝飯前」

（いや、魔法禁止だから、おまえが相撲で優勝できるとは思えないんだが）

　クゥは重い物を運ぶときなど、いつも体に巻いた縄や革帯を魔法で動かしているので、腕力には自信がないはずだった。

（なのに、どうして自信満々で優勝するとか言ってるんだ、こいつ？）

　などと思ったが、ナーガは敢あえてそこには触ふれずにおいておく。せっかくクゥがやる気になっているのに、水を差しては悪いから。

　だから、

「その場合、クゥだけは胸覆いと下帯の代わりに、いつもの縄か革帯を使わなきゃならないんだが、見た目的にはあまり変わらないからいいよな」

　と指摘するに止とどめておいた。

「胸覆いと下帯ふうに見せるなら革帯が適当。革帯をきりりと締めて緩ませないから問題ない」

「いや、俺的にも興行的にも、そこは緩んじゃってぽろっと出ちゃってくれたほうが嬉うれしいんだがな」

「相変わらずナーガさんはすけべで困る。わかった。クゥは縄を緩めてぽろりする」

「するのかっっ!?」

　エリュシオーネが思わずツッコむと、すかさずヴィータが絡んできた。

「おい、エリュー、ハインドラの若い魔も女んに負けてはならんぞ？」

「もちろん負けませんよ。クゥの奴やつを土俵とやらの外へ叩たたき出してやりますとも」

「そうじゃないわ」

「は？　え？　違うんですか？」

「勝負にももちろん負けてはならんが、おっぱいぽろりも負けるなということじゃ」

「はいぃ？」

「クゥの奴がぽろりするなら、おぬしは全開丸出しにせえ。そしてぼよんぼよんと弾ませるのじゃ。たゆんたゆんと揺らすのじゃ。それでおっぱい勝負はぬしの勝ちじゃ」

　エリュシオーネが悲鳴を上げた。

「嫌ですよ！　そんな勝負に勝ちたくはありませんよ！」

「なんじゃとう？　貴様のその無駄に大きい乳を活いかす場面など、他にはあるまいに」

「あ、ありますよ！　たぶん」

「どんな場面があると言うのじゃ!?」

「え？　えと……よくわかりませんけど、あるんです。仮になくても、クゥとのおっぱい出し競争に参加するつもりはありません！」

「ちっ、この意気地なしめが」

「意気地とか、関係ないですよね！」

「仕方あるまい。エリューの役立たずがやらんと言うなら、ドーラに任せるわ」

「わたしだってやりませんけどっ!?」

　今度はドーラドーラが悲鳴を上げる番だった。

　などと、いつものようにそんな騒ぎがあったのだが、結局、クゥがつねに近くで守るということで、ナーガは行ぎよう司じ役として勝負の進行を務めることになったのだった。
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「行くぞ！」

「よっしゃ、来い！」

「うらぁ──っっ！」

「どっせぇいぃぃ！」

　先ほどから土俵の上で女子部門の取り組みが進んでいる。

　胸覆いと下帯を着けただけの半裸の美女が組み合ったり突っ張ったり叩いたりする様を見て、見物人の興奮は最高潮に達している。もはや闘っているのが魔女だいうことを見物人のすべてが忘れているように思えた。

　互いに相手の胸元を押したり突いたりすると、胸覆いが捲めくれ上がって外れそうになる。

「もっと激しく突き合えぇ」

「叩たたけ叩け、相手の乳を叩きまくれぇ！」

「かまわないから引ひっ剝ぺがせぇぇ！」

　激しく突き合えば突き合うほど、胸は大きく弾み揺れた。

「もっと揺らせぇぇ！」

「邪魔な布きれ、外れろぉぉぉ！」

　互いに相手の下帯を握ってがっぷりと組み合うと、下帯がずれ上がり、同時に股間に食い込む。

「いいぞぉ、もっと食い込ませろぉ」

「がっちりと引きつけるんだぁ」

「なんて見事な尻なんだぁ！」

「魔女の尻、最高ぉぉぉ！」

　男といわず女といわず、下げ卑びた野や次じと笑いが沸き起こり渦巻き。

　見事な決め技に客席が響どよめき、拍手と歓声が上がり。

　賭け札を握りしめて絶叫する者もいて。

　相撲の会場は狂乱の様相を呈してきた。

　念のため、会場の片隅でセレナが天てん眼げんを使って客席を見張っていたのだが、結局、怪しい振る舞いをする者は現れなかった。

　相撲祭り女性部門の決勝戦は、意外なことに、エリュシオーネとエスピエーネの対戦となった。

　仲間内の予想では、エリュシオーネとドーラドーラが優勝候補の一番手、二番手だった。だからエリュシオーネが勝ち上がったのは、ある意味、予想どおりだったのだが、エスピエーネに関しては、無印、伏兵が勝ち上がってきたと、魔女たちも驚いていた。

　それは賭け札を買っていた見物人も同様で、もしエスピエーネが優勝すれば配当金額は莫ばく大だいなものになるはずで、大穴狙いでエスピエーネに金を賭けている者たちの狂乱の度合いは止とどまるところを知らなかった。

　エリュシオーネは初戦でその見事な体と見事な戦い振りを披露していたから、見物人の多くが彼女に賭けていた。だから配当金は高額になりそうもなかったのだが、裏を返せば的中する購入者が多いわけで、そうした者たちは賭け札を握りしめて応援に声を嗄からしていた。

「エリュシオーネぇぇ、あんな小っこい相手に負けるんじゃねえぞぉ！」

「おまえ自慢のおっぱいではじき飛ばしてやれぇ！」

「勝てよぉ、エスピエーネぇ！」

「エリュシオーネの鈍間のろまを地面に這はいつくばらせてやれぇ！」

「その前に胸覆いを外すの忘れんなぁ！」

「そうだぁあ！　エリュシオーネの胸覆いが外れて、最後にはエリュシオーネが勝つ展開を頼むぜぇぇ！」

　エスピエーネを応援している者も、エリュシオーネの胸覆いが外れることは願っているのだった。

「わかった。任せてくれ。エリュシオーネの胸覆いを見事に引ひっ剝ぺがしてエリュシオーネを負かしてやる。最後に勝つのは、この僕だ」

　などと土俵に上がったエスピエーネが見み得えを切った。

「寝言は寝てから言え」

　エリュシオーネも負けていない。土俵の上でエスピエーネに向かって啖たん呵かを切る。

「おまえが相手なら瞬殺だ。わたしが体当たりしただけで勝負がつくわ」

「ふふ、楽しみだね。他の染しみだね。田の凍しみだね。エリュシオーネのその見事なおっぱいが観衆の前にさらけ出されるのが」

「抜かせ。おまえがわたしの胸覆いに手をかける暇ひまなど与えるものか。体当たり一発で、おまえを土俵の外まで弾はじき飛とばしてやる」

　エリュシオーネとエスピエーネは胸を突き出すようにして、土俵の中央で睨にらみ合った。

　エリュシオーネもエスピエーネも、布製の胸覆いを巻いて、やはり布製の下帯を締めている。胸覆いも下帯も薄布で生地面積が少ないから、見た目的にはかなり危なっかしい。しかし、その危なっかしさが見物人の心を摑つかんで放さないのだ。

　睨み合う二人を見て、見物人が歓声を上げ、野や次じを飛ばす。

「やれやれやれぇ！」

「相手の乳を毟むしり取ってやれぇ！」

「引っ剝がせぇえ！」

「ぶん投げろぉぉ！」

「エリュシオーネぇえ、おまえに賭けてんだ、負けたら許さないぞぉお！」

「俺おれぁエスピエーネに賭けたんだ！　おまえが勝てば一いつ攫かく千せん金きんが実現するんだからよぉ！　絶対に勝てよぉお！」

「ぶっ殺せぇえぇ！」

「ひん剝むけぇぇぇっ！」

　客席はもはや興奮の坩る堝つぼといった状態で、見物人からは、ひっきりなしに小銭やら布やら野菜やらが飛んでくる。

　ようやく二人は離れて、仕切り線のところまで戻った。

「見合って見合って！」

　行ぎよう司じ役のナーガが仕切り線上に立ったエリュシオーネとエスピエーネに声をかけると、二人は相手を見据えつつ、立ったまま身構えた。

　二人の体が静止したのを見計らって、ナーガが右手を振ると。

「始めぇっ！」

「おりゃ──っ」

「沈めぇぇっ！」

　エリュシオーネは真まっ直すぐ相手に突進した。今で言う張り手をエスピエーネにお見舞いして、相手の体勢が崩れたところを一気に突き出す、あるいは押し出す作戦だ。たしかに二人の体格差を考えれば、まともに突き合えば、あるいは押し合えば、軽量小柄なエスピエーネに勝ち目はないだろう。

　だが。

　エスピエーネは機敏な動きでエリュシオーネの両腕をかいくぐった。

　エリュシオーネ必殺の張り手は空くうを切り。

　エスピエーネはエリュシオーネの左腰に食らいつこうとする。

　そこに食らいつかれたら、さすがにエリュシオーネも分ぶが悪い。彼女は腕を振り、体を回し、なんとかエスピエーネを突き放そうとするが、エスピエーネは機敏に動いてエリュシオーネの突きを喰くらわない。

　とうとうエスピエーネはエリュシオーネの左腰に食いつき、がっちりと下帯を握った。

　そのまま彼女は下から宛あてがうようにしてエリュシオーネの体を起こしつつ押した。

「くそっ」

　自分の体勢の悪さにエリュシオーネが舌打ちする。

　彼女の腰は浮き気ぎ味みになり、体格のよさを活いかせないまま土俵際まで押し込まれる。

（なんとかエスピエーネの下帯を）

　必死で手を伸ばしたエリュシオーネの右手の指がエスピエーネの下帯に触ふれた。

（しめた！）

　相手の肩越しに右手を伸ばしたエリュシオーネは、ようやくエスピエーネの下帯を摑つかむことに成功した。

　摑んで引きつけると、エスピエーネの押しの圧力が弱まった。

　体が密着した分、相手との距離が近くなり、エリュシオーネは左手でも相手の下帯を摑むことができた。

（こうなればもう負けはないぞ）

　エリュシオーネは力任せにエスピエーネの体を引き寄せる。

「いいぞ──っ、エリュシオーネ──、もっと引き寄せろぉ！」

「引き寄せて食い込ませろ──っ！」

　観客席から、エリュシオーネを応援する声が飛ぶ。

「うっ、くぅっっ」

　互いに下帯を摑つかみ合う形になると、どうしても体格の差、膂りよ力りよくの差が出てしまう。

　今度はエスピエーネがじりじりと押され、土俵際に追い詰められた。

　エスピエーネを応援する観客は、彼女が不利な体勢に追い込まれたのを見て絶叫を放つ。

「なぁにやってんだ、エスピエーネぇぇ！」

「逃げろ逃げろ──っ」

「相手から離れるんだぁぁ──っ」

　エスピエーネの下帯がずり上がり、そうとう危険な光景が出現しているが、当の本人はそれどころではない。

　下帯を摑んだエリュシオーネの手を振りほどこうと、盛んに体を揺する。

「おとなしく押し出されろ──っ」

「出されて堪たまるかぁ──っ」

　エリュシオーネが前に出る圧力を強めた瞬間、エスピエーネが右に回り込んだ。

　回り込みながら、右の下手出し投げを放つ。

「うおっっ？」

　エリュシオーネの左足が浮き上がり、体がぐらりと揺らいだ。

「こなくそっ」

　負けじとエリュシオーネも投げを打つ。

　彼女の場合は、左の上手投げだ。

　エスピエーネの下手投げと、エリュシオーネの上手投げ。

　投げの打ち合いになり、互いの片足が浮いている。

　両者とも体が前に流れるのを必死で我慢し、相手を投げようと腕に力を込める。

　だが、投げ合いでは膂力に勝るエリュシオーネのほうが有利だった。

　この体勢ではエスピエーネも自慢の俊敏性を活いかせない。

　とうとうエスピエーネの体が半回転して、彼女は頭から土俵に落ちていった。

　すでに勝敗は決したも同然だが、エスピエーネは諦めなかった。

　彼女は最後までエリュシオーネの下帯を握る手を放さなかったのだ。

　エスピエーネの左側面が土俵に落ち。

　観客席からは悲鳴と歓声が沸き起こり。

「よっしゃ──っ！　優勝だ──っ」

　エリュシオーネが雄お叫たけびを上げたとき、その悲劇（喜劇？）は起きた。

　ぶつり。

　不吉な音がエリュシオーネの腰の辺りで上がった。

　それは下帯がちぎれた音だった。

　土俵上に転がったエスピエーネの手には、エリュシオーネの下帯がしっかりと握られていた。

　ということは。

「おおぉお──っっ」

　観客席が響どよめいた。

　けれど不幸なことに、優勝した喜びと高揚感で、エリュシオーネは自分の下帯が外れてしまったことに気づいていない。下帯がなくなったまま、彼女は観客席に向かって高々と両手を突き上げた。

　観客が騒いでいるのは、優勝した自分を祝福してくれているからだろうと、エリュシオーネはそう思っていた。

　しかし。

　どうも様子がおかしい。

　総立ちになった観客が自分のほうを指さして叫んだり笑ったり手を叩たたいたりしている。中には客席を離れ、土俵際に突進してくる者もいる。












　彼らの視線が自分の顔ではなく、もっと低いところに向いているのにエリュシオーネは気づいた。

「んん？」

　自分の体を見下ろしたエリュシオーネの目に、とんでもない惨状が飛び込んできた。

　先ほどまで締めていた下帯が綺き麗れいさっぱりなくなっているではないか。

「にぎゃあぁあぁ──っっ」

　エリュシオーネは右手で股間を、左手でお尻を隠し、そのまま土俵上にへたり込む。

　一方、エスピエーネは。

「負けた、負けた、負けてしまった」

　と言いつつ清すが々すがしい顔で彼女が立ち上がると、観客席から万ばん雷らいの拍手が浴びせられた。

「よくやった──っ！」

「賭けたエリュシオーネが優勝して配当金貰もらえて！」

「おまけに下帯が落ちるとか、もう最高の結末──っ」

　エスピエーネに賭けていた少数の者も、エリュシオーネが下半身丸出しになったことで溜りゆう飲いんを下げたのか、文句を言う者はあまりいなかった。

「優勝はエリュシオーネぇぇ！」

　ナーガが勝者の名を叫んだ。

　観客は誰もが熱戦に感じ入り、土俵で闘っていた二人が魔女であることなど忘れ、声の限りに叫び、囃はやし立て、拍手し、地面を踏ふみ鳴らしていた。けれどエリュシオーネは、赤い顔でへたり込んだまま、勝ち名乗りを受けることもできない。

「おい、誰か布を持ってきてエリュシオーネに貸してやれ」

　土俵の上からナーガに呼ばれ、慌ててドーラドーラやハイララが布を取り上げ、土俵に上がっていった。

　布を腰に巻いたエリュシオーネはすぐに立ち上がり、拍手喝かつ采さいが渦巻く中、そそくさと土俵を下りて一目散に走り去っていった。

　土俵に残ったナーガが改めてエリュシオーネの優勝を宣言すると、会場には万雷の拍手喝采が鳴り響いて止やむことがなかった。

　賭け札を買っていなかった者たちも熱戦に満足し、拍手と歓声を送るのだった。
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　選手控えの天幕まで戻ってきたナーガが、上機嫌で言った。

「いやいや、相撲祭り、大成功だったな」

　そんなナーガを、床しよう几ぎに腰を下ろしたエリュシオーネが恨めしそうな顔で見上げた。

「わたしは大変な目に遭いましたけどね！」

「そう言うなって。丸出しになったのはほんの一瞬だろ。誰も見てないって」

「丸出しなんて言わないでくださいよ！　また恥ずかしくなってくるじゃないですか！」

「おまえ、いつも丸裸じゃないか」

　とナーガが皮肉っぽく言うと。

「下は裸ですけど、ちゃんとマンテラ羽織ってますよ！」

「そのマンテラが、風でちょっと捲めくれちゃったくらいの軽い事故だろ」

　エリュシオーネが目を剝むいてツッコんだ。

「軽くはないですよね！　かなり重大な事故ですよね!?」

「いつも裸みたいな恰かつ好こうしてるくせに拘こだわるんだな」

「裸みたいな恰好と裸とじゃ、天と地ほどの違いがありますけど！」

　エリュシオーネがナーガにツッコんでいると、横からヴィータが口を挟んできた。

「ナーガの言うとおりじゃ。エリューも、いつまでもぐちぐちと文句を垂れておるでない。出ちゃったものは仕方があるまい」

「だから。出ちゃったとか言わないでくださいと」

　エリュシオーネはがっくりとうなだれ、なおも恨み言を漏らす。

「布の強度が足りなかったんですよ。こんな柔やわな布を巻いて相撲を取らされたわたしは、完全な被害者ですよ」

　すると、少し遅れて戻ってきていたエスピエーネが声をかけてきた。

「それにしても胸覆いをしたまま下半身だけ丸出しにするなんて、エリュシオーネもなかなかやるね。見事に受けていたね」

「あれは不幸な事故だから！　わたしが受けを狙ってわざとやったみたいに言うな！」

「そう文句を言わなくても。わたしなんか、土俵に叩たたきつけられて負けたんだよ？　あれはかなり痛かったんだから。もっと土俵に居たかったんだから」

「おまえの痛みなんか、時間が経たてば薄れるだろ。わたしが心に受けた傷は、そう簡単に薄れないんだよ」

「だったらさ」

　エスピエーネは無駄に恰好いいポーズを取って言った。

「もっと恥ずかしい恰好をしたらどう？　さっきの恥ずかしさが相対的に薄れると思うんだよね。例えば、ふだんはマンテラの前を開けておくとか？」

「阿あ呆ほか！　そんなの恥の上塗りになるだけだ！」

「恥の上塗りというか、ナーガのすけべな視線の餌食になるだけじゃろうがな」

　と横からヴィータが茶ちや化かすと、すかさずナーガが続いた。

「もちろん俺おれは大歓迎だぜ。いつでも上塗っていいぞ、エリュシオーネ」

「上塗りませんよ！」

　その場に居合わせた魔女たちから笑いが漏れ。

　エリュシオーネは大きなため息を吐つくのだった。

「ともかくだ」

　そんなエリュシオーネをナーガが励ますように言った。

「相撲大会はおまえが優勝。それで、おまえに賭けた大勢の客は大満足。エスピエーネに賭けた奴やつらは元々少数派だし、勝ったおまえが下半身丸出しになったのを見てそいつらも納得してくれた」

「そんな納得のされ方は嫌だぁ」

「おまけに賭け札を買ってない奴も、艶っぽい大熱戦を拝めたってんで、大喜びで帰っていった。それもこれも、おまえたちの奮闘のおかげだな」

　エリュシオーネはがっくりと肩を落としてぼやいた。

「わたしの下帯が破れたのを大熱戦とか言わないでくださいよ」

「って言ってもな。披露しちゃったものは、もうどうしようもないだろ？」

「あの大惨事を披露とか言うな！」

　思わずナーガにツッコんでしまうエリュシオーネだった。

　脇でヴィータが、ふふん、と鼻を鳴らす。

「観客が喜んでいたのじゃから、いいではないか。あれだけ観客を喜ばせたのは、吾われらにとって利益にこそなれ、損にはならん。そうじゃろ、ナーガよ？」

「ヴィータの言うとおりだ。観客も、最後のほうはおまえらが魔女だなんてことを完全に忘れていたんじゃないか？」

　大きく頷うなずいたナーガは、周りに居る魔女たちを見回して言った。

「まぁ、一部、不幸な事故はあったが、相撲祭りは大成功に終わったんだ。これもみんなのおかげだな。ご苦労だった」

「あれを不幸な事故で済ませないでほしい」

　エリュシオーネの恨み言は止まらないが、ヴィータは、うむうむ、と大きく頷いた。

「吾らは頑張ったからのう。これも偏ひとえに吾らの努力の賜たまものじゃな」

「母かか様さまは何もしてませんけどね！」

「黙れ、エリュー。もう一度、丸出しにしてやるぞ」

「母様が酷ひどすぎるぅぅ」

　エリュシオーネが泣き、周りの魔女たちが笑う。

「で？　これからどうするのじゃ、ナーガ？　また他の祭りをやって、街の住民を丸め込む作業を続けるのか？」

「丸め込むって、人聞きの悪い。せめて抱き込むとか手て懐なずけるとか言ってくれ」

「あまり変わらんように思うがのう」

「印象が違うだろ。おまえたちも人前で『丸め込む』とか『騙す』とか言うなよ？」

「もちろん言わんよ、そんなことは」

「わかってくれてりゃいいんだ。それより今後のことだがな」

　ナーガは真面目な顔に戻って言葉を継いだ。

「大陸本土へ打って出る準備を進めようと思う」

　ナーガの言葉に、ヴィータが目を見開いた。

「もうか？　早過ぎはしないか？」

「べつに今すぐ打って出るわけじゃない。打って出る準備をすると言ってるだけだ」

「準備とは？　具体的に何をどうするのじゃ？」

「まずは大陸本土の様子を確実に把握しなきゃならないだろう。旧教会と新教会の戦いくさが、今どうなっているのか見けん聞ぶんして、終わりそうなのか、まだまだ続きそうなのかを予測する必要がある」

「ふむふむ、なるほど」

「街の北方に横たわる山脈を越えたところにある都市の様子も見てこなきゃならないな。支配者はどんな奴やつなのか。近隣諸国との関係は良好なのか。街の住民はどの程度いるのか。教会の影響力はどのくらいなのか。地形はどうか。城壁の高さはどうか。どの程度の兵力を持っているのか。調べるべきことは山ほどあるぜ？」

「しかしのう、ナーガ。おぬしがいま言ったようなことを具つぶさに漏れなく詳細に調べてくるとなると……誰に行かせるのじゃ？　残念ながら、吾われのところには適任者はおらんぞ？」

「そうだな。余人には任せられないから、ここは俺おれが実際に見てくるしかないだろうな」

「本気か!?」

　ヴィータを始め、居合わせた魔女たちが目を見開いて驚きを露あらわにしている。

「ああ、本気だ」

「大陸本土は今、旧教会勢と新教会勢が激しい戦闘を繰り広げておるのじゃろう？　そんなところへ、のこのこと出ていって大丈夫なのか？」

「出ていくったって、べつに名乗りを上げるわけじゃないからな。旅人か商人の振りでもして、ひっそりと、こっそりと、現状を見てくるだけさ」

「なら、いいんじゃが……まさか一人で行くとは言わんじゃろうな？」

「さすがにそれは無理だな。まだこちらの世界でわからないことも多いしな。それにだ、おまえたちとはある程度は話せるようになったが、細かな言い回しとなるとレラの呪符が頼りだし。俺一人じゃ、もしも呪符の効力が切れたら立ち往生してしまう」

「ふむ。なら、誰を連れていく？　いっそ、レンスールの街を探りに行ったときのように旅芸人一座でも組んでみるか？」

「いや、今回はそんな余裕はないだろ。ハリガンたちはいないんだし、おまえやおまえのところの魔女も、ここに駐留して、上う手まいこと治めてもらわないと困る」

「そうか。まぁ、そうじゃの」

「連れていくのは馬に乗れる奴やつだな。イクシーヌが戻ってきたらイクシーヌと、クゥと、あとはセレナか」

　と言ってナーガが二人に顔を向けると、セレナは真剣な顔で力強く頷うなずき、クゥはいつもどおり体に巻いた縄の先をうねうねと動かして了解の意を表した。

「あとは奴隷兵上がりを七、八人ばかり……ってところか。全部で十人ほどいて、馬車を仕立てれば、とりあえず商人には見えるだろう」

「なるほど。承知した。じゃが、くれぐれも気をつけろよ？　おぬしにその気がなくても、戦いくさに巻き込まれる虞おそれがないわけではないぞ？」

「ああ、わかってるよ。慎重に行動する」

「で、出しゆつ立たつはいつにするのじゃ？」

「イクシーヌが戻り次第だな。魔女国へ飛んだユウキが一足先に戻るだろうから、あいつが戻れば、イクシーヌがいつ戻るかがわかる。それまでに旅の支度を調えておくとするよ。手伝ってもらうぞ、クゥにセレナ」

「クゥは喜んで手伝う」

「はい、ナーガさん、承知しました」





　７






　こうしてナーガは、大陸本土の現状を自分の目で具つぶさに見て確認するための旅に出ることにした。

　少人数での偵察の旅だが、正体を隠して歩くだけなら、それほど危険はないと、ナーガはそう思っていた。偵察の旅に関して言えば、その読みで間違いはなかった。

　しかし、グランビスタの街を離れ、少人数でベルデ山脈を越えて大陸本土へ旅をするという行為には、ナーガが気づいていない問題があった。彼を討とうと企たくらんでいるカサンドラ国王にとって、願ってもない好機が訪れることを意味するからだ。

　ナーガが偵察旅行に出ることを知った国王は、リガヤに対して、

「千せん載ざい一いち遇ぐうの好機が来たではないか！　この機を逃すでないぞ」

　と言って強く迫ったのだった。
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「はぁあ？　あんた、馬鹿なの!?　なんでわたしを連れていかないのよ!?」

　魔女国の国都から戻ってきたユウキは、ナーガの偵察旅行の話を聞くと、そう言って彼を詰なじった。

　ナーガたちがいるのはグランビスタ王宮の応接の間まの一つで、ナーガとユウキ以外に、クゥとセレナ、ヴィータとエリュシオーネ、そしてドーラドーラが長卓を囲んでお茶を飲んでいる。

「おいおい、おまえ、人間のことが大嫌いなんだろ？　偵察の旅ってことは、人と会って話をする機会が多いってことだぞ？」

　とナーガに言われ、ユウキは思いきり胸を張った。

「たしかにわたし、人は嫌いだけど」

「威張るなよ」

「でも、少人数で旅してて、もしものことがあったらどうするのよ!?　いくらイクシーの乗馬の腕が上がってても、馬で走ってたら、グランビスタまで戻るだけで何日もかかるでしょうが。さらに魔女国までとなると、どれだけかかると思ってるの！」

「それはまぁ、仰せのとおりだが」

「エリュシオーネはいざというときの連絡役だから、連れていけないんでしょ」

　というユウキの言葉に、ナーガは、そうだな、と頷うなずいてエリュシオーネを見やった。

「エリュシオーネにはグランビスタやサント・ゼッファと魔女国のあいだを定期的に飛んでもらわないとならないしな」

　エリュシオーネが無言で頷く。

「だったら。エリュシオーネの次に速いわたしを連れていかなきゃ駄目でしょ！」

「うん、まぁ、そうなんだけどな。でも、おまえ、人嫌いだから無理強じいはできないって思ったんだよ」

「なに言ってるのよ。こんな重要な作戦を実行するなら、無理の一つや二つや三つや四つ言いなさいよ！」

「言ったら怒るくせに」

　というナーガの呟つぶやきにユウキが眉を撥はね上げた。

「はあ？　いまなんか言った!?」

「何も言ってない」

「ともかく。わたしがついていくから。これはもう決定事項だから。口答えなんか許さないから」

　腕組みして胸を反らせつつ言い張るユウキに対して、ナーガは苦笑するしかない。

「そうか。ありがとうよ、ユウキ。助かるわ」

「おおお、お礼とか要らないから。べつにあんたのことを心配したわけじゃないし。ただ、あんたにもしものことがあると、ハリ姉ねえやヴィータさんが困るから。それに魔女と人とが共に暮らすっていう新しい世界の実現が難しくなるだろうし」

「心配してますよね」

「超心配している」

　セレナとクゥがこそっと言葉を交わすと。

　恐ろしげな形相でユウキがぐりんっと首を回し、人が殺せそうなほど鋭い視線を二人に向けてきた。

「何か言いたいことがあるの？」

　セレナとクゥは、ぶるぶると首を左右に振って応えた。

「ななな、なんにもありませんよ？」

「クゥには言いたいことなどこれっぽっちもないから安心するといい」

「なら、いいんだけど」

　ユウキは表情を緩めてナーガに向き直る。

「ってことだから、わたしも仕方なく同行するから」












（仕方なくって、おまえが一方的に言い出したのに）

「……なに？　いいたいことがあるなら、はっきりと言いなさいよ！」

「いや、ない。とりあえず、おまえに礼を言う以外に言いたいことはない」

「な……馬っ鹿じゃないの!?　お礼なんか要らないって言ってるのに！」

　ユウキは少し顔を赤らめて回れ右すると、部屋から出ていってしまった。

　それまで黙ってナーガとユウキのやり取りを聞いていたヴィータが、やれやれといった顔で首を振る。

「相も変わらず面倒くさい奴やつじゃのう」

　すると、セレナが取りなすように言った。

「あれがユウキの精一杯の親愛の表し方なんです。温かい目で見てあげてください」

「ああ、生なま温ぬるい目で見守ってやるわ」

　ヴィータが、くく、と小さく笑うと、ナーガも、そうだな、と言って頷うなずいた。

「最初の頃に比べればずいぶんマシになったよな」

「ところで、ナーガさん」

「なんだ、セレナ？」

「ユウキを偵察旅行に加えるとして、旅程とか行き先とか、もう決まりましたか？」

「まぁ、だいたいな。とりあえず」

　と言って、ナーガが長卓の上に地図を広げると、クゥとセレナ、ヴィータとエリュシオーネ、ドーラドーラが、上体を乗り出すようにしてそれを覗のぞき込む。

「まずは西さい果はての半島と大陸本土を隔てているベルデ山脈を越えた先にあるルルドルブの街に入る。グランビスタを訪れた商人に話を聞く限り、そこは戦せん渦かに巻き込まれてはいないということだから、まずはそこに腰を落ち着けて周辺諸国の様子を探る。近くには幾つか都市国家がある。それらのうちの何箇所かを見に行くつもりだ」

「ふむ。腰を落ち着けるというが、どのくらいの期間、そこにおるつもりじゃ？」

「まぁ行ってみての状況次第だが、少なくとも半月やそこらは滞在したいな。で、その後はルルドルブの街を出て、大陸沿岸を南下してエゥラニアの街を目指すことにする。沿岸沿いの街は商業都市が多いし、そういう都市は旧教会と新教会のどちらにも属していない場合が多いから、戦いくさに巻き込まれる虞おそれはほとんどないだろう」

「最終的にエゥラニアに戻るのはいつ頃の予定ですか？」

　とセレナが訊きくと。

「そうだな。ルルドルブの街を出てから一ひと月つきかそこら……って感じかな。もっとも、戦況次第ではもっと急がなきゃならなくなるだろうが」

「ずいぶん大おお雑ざつ把ぱで緩い計画じゃな」

「べつに一日刻みで予定を立てるような旅じゃないしな。こっちの世界に来てからは戦に次ぐ戦いくさだったから、骨休みも兼ねて歩いて回るってことで」

「吾われらはこの街やサント・ゼッファを治めるのに大忙しというのにな。羨ましいのう」

「嫌みを言うなよ、ヴィータ」

「べつに嫌みを言うたわけではない。本当に心の底から羨ましいと思うただけじゃ」

「それが嫌みだと……まぁ、いいか」

　ナーガがヴィータに対する言い訳を諦めたとき、横からエリュシオーネが助け船を出してきた。

「そうですよ、母かか様さま。精神的には一息つけるかもしれませんけど、肉体的にはかなりキツい旅になるのではありませんか？　ベルデ山脈を越えるだけでも大変そうなのに、その先、何百リーグも進むんですから。ずっと馬に乗っていたとしても、かなりツライと思いますけど。わたしは馬に乗ったことがないのでよくわかりませんけど」

　すると、ナーガが笑いながら言った。

「ああ、かなりツライな。下手をすると尻の皮が剝むけるかもしれないわ」

「ぬしの尻の皮は面つらの皮と同じくらいには厚そうじゃから、大丈夫じゃろ？」

「酷ひどい言われようだな」

「そういえば。ユウキの奴やつも馬に乗るのか？」

　とヴィータが訊きいてきた。

「あいつだけ飛んでいくわけにもいかないからな。飛空艇は他の荷物と一緒に馬車の荷台に積むことになるから、あいつも馬車に乗ることになるかな」

「セレナもか？」

「セレナも、だな」

「大変そうじゃな。ま、吾には馬代わりのエリュシオーネがおるから、馬なんぞに乗らんとも、いつでもどこにでも好きなところへ行けるからの」

「いつでもどこでもと言っても、自分が行ったことのある場所にしか飛べませんけどね」

　エリュシオーネはそう言って小さく肩をすくめた。

「あぁそうか。誰かがマンテラだけ持っていって、どこかに置いてきても、おまえが行ったことのない場所だと飛べないのか」

「行ったことのない場所でも飛べるようなら、此こ奴やつは無敵無双の魔女になれるのじゃが、魔法も、そこまで都合のいいものではないからのう」

　皮肉っぽい口調でヴィータがそう言うと、エリュシオーネはささやかな反撃を試みるのだった。

「それより。母様も少しは自分で移動する術すべを身につけたほうがいいのではありませんか。ちょっと乗馬の訓練など、やってみたら如何いかがです」

　ぎろり、とヴィータが彼女を睨ねめつける。

「貴様という乗り具合のいい雌馬がおるのに、なんで吾われがわざわざ馬に乗る訓練をせねばならんのじゃ」

「酷ひどい！」

　反撃は即座に叩たたき潰つぶされた。

　それ以上の反撃を断念したエリュシオーネは、情けなさそうな顔でヴィータからナーガに視線を移した。

「ところで、ナーガさん」

「なんだ？」

「本当にわたし要りませんか？　とりあえずルルドルブの街まで従ついていくのは可能だと思いますけど？　一度行っておけば、向こうの拠点にマンテラを置いて、ここと向こうを飛べるようになりますし」

「そうだな……」

　ナーガは少しだけ思案する素振りを見せたが。

「いや、止やめておこう。おまえにはこことサント・ゼッファや魔女国、それにレンスールやエゥラニアの街も頻繁に飛んでもらうことになる。それこそユウキがいないとなれば、海の向こうのエゥラニアとの連絡は、お前に頼るしかない」

「わかりました。まぁ、どこであろうと、飛ぶだけならどうってことはありません。そちらは安心してお任せください」

「ああ、おまえになら安心して任せられる」

　ナーガがそう応えると、エリュシオーネは少し嬉うれしそうに微笑ほほえんだ。

「こいつ、一丁前に色気づきおって」

　そんなヴィータの指摘に、エリュシオーネは少しだけ顔を赤らめて眼前で手を振った。

「ややや、そういうんじゃありませんよ。邪推しないでくださいよ」

「べつに非難するつもりはないがな。ただ、貴様がナーガの子こ胤だねを宿して魔女の力をなくすようなことになったら大変じゃから、そこにだけは気をつけるようにの？」

「こっこっこっ子胤って。いきなり何を言い出しますか、母かか様さまは！」

　今度はエリュシオーネ、顔を真っ赤にしてぶんぶんと首を左右に振った。

「そんなことするわけありませんよ！」

　ナーガがにやりと笑って言った。

「ん？　ないのか？　ちょっとがっかりだな」

「んなっっ!?　い、いや、がっかりって……あの、そんな……」

　すると、クゥが両手を広げてナーガの前に立った。

「エリュシオーネには渡わたさない」

「いや、渡さないって、お前の持ち物じゃないだろ、ナーガさんは」

「持ち物ではない」

　そう言ってクゥは腕組みし、真面目な顔で頷うなずいた。

「けれどエリュシオーネには無理」

「は？　何がどう無理なの」

「エリュシオーネは余人を以もつて代え難がたい存在。エリュシオーネの魔法は誰にも真ま似ねができない。一方、クゥには誰でも取って代われる。クゥの魔法なら代わりになる魔女がたくさんいる。だからエリュシオーネは魔女の力をなくせないけどクゥならなくしても平気。というわけでナーガさんの子こ胤だねを宿す魔女候補の一番手はクゥ」

「クゥ……おまえ」

　ナーガが呆あつ気けに取られた顔でクゥの背中を見つめていると、不意に彼女が振り返った。

「そんな論理的な思考ができたんだな。驚いたぜ」

　がくぅ。

　クゥが大きくずっこけた。

「クゥはナーガさんに侮あなどられているような気がする」

「いやいや、べつに侮っているわけじゃないからな？　ただ、おまえ、普段あんまり口数が多くないから、何を考えているのかが今一つわからなかったりするんでな」

「わかった。クゥはもう少し喋しやべるようになる。それでクゥの考えがわかる？」

「いや、どうだろうな。口数が多ければいいってもんでもないような気もするが」

　クゥは悄しお々しおとうなだれた。

「人生は難しい」

「いきなり人生を持ち出すなよ。そこまで大きな話じゃねえよ」

　と軽くツッコんでおいてから、ナーガは、それにな、と言葉を継いだ。

「あんまり自分を卑ひ下げするなよ、クゥ。おまえたち魔女は、誰もが唯一無二の存在なんだ。誰かが代われるから自分はいなくなってもいいなんてこと言うんじゃない」

「クゥは反省した。クゥの魔法は誰にも真似のできない逸品。魔法を使うと脱げていくところはナーガさん好みのはず。精一杯頑張る」

「お……おお。まぁ、お前の魔法は見た目が素敵だとは思うが、そういうことをあんまり大きな声で言うなよ」

　ヴィータが、けっ、と吐はき捨てた。

「今さら何を言うておるか、此こ奴やつは。貴様の並外れた色好みは、もはや大陸本土にも知れ渡わたっておるわ」

「いや、それは言い過ぎだろ？」

「言い過ぎじゃと？　この世界に落ちてくるとき、よりによってハリガンが入浴している風呂場に天から降ってきたくせに」

　エリュシオーネやドーラドーラが感心の面持ちでうんうんと頷うなずいた。

「いやぁ、その逸話を聞いたときは驚きましたよ～」

「さすがにナーガさん、降ってくる時と場所を選びますね」

「選ぶっていうか、明らかに狙ってますよね」

「狙うかっ！　というか、待て。なんでお前らまでその話を知っているんだ!?」

　ナーガがエリュシオーネやドーラドーラを睨にらみつけると、二人は平然とした顔で応えてきた。

「え？　魔女のあいだではもう有名な話ですけど」

「スレイマーヤ一族だけじゃなくて、ナムジャさんのところの奴やつらも、アストゥロさんのところの奴らも、たいがいみんな知ってますけど？」

「いつの間にそんなに広まってたんだっ!?」

　ナーガは頭を抱えて呻うめいたが、今さらの話ではある。

「まぁ、よいではないか。おぬしの色好みは大陸に広まっていても、おぬしの人相風ふう体ていはそれほど広まってはおらんじゃろう。此こ度たびの偵察旅行に差し支えはあるまいよ」

「あって堪たまるか！」

　とツッコんでから、ナーガが、はぁ、とため息を吐ついた。

「ま、それはそれとして。イクシーヌが戻るまで準備万端、調えておくとするか。クゥも頼んだぞ」

「任せて。これでもかというくらい万端に調える」

（なんか不安だな）
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　イクシーヌが戻ってきたのは、それから六日後のことである。

　驚いたことに、彼女はケイを伴っていた。

「やっほー、ナーガさん！　お待ちかねのケイちゃんが来たよ──っ」

「いや、べつに待ってないけどな」

「ナーガさんが酷ひどっっ」

「まぁ、ちょうどよかったと言えばちょうどよかった」

「ん？　何がよかったの？」

「これから俺おれは偵察のための旅に出るつもりなんだ。セレナやイクシーヌ、ユウキたちを連れていくつもりなんだが、おまえも従ついてくるか？」

「うん、行く行く！」

「しかし、よくランジュが国都を出るのを許してくれたな」

「なんかさ、『ケイは国都にいてもいなくても同じだから、どうせならナーガさんの役に立つほうがいい』とか、そんなことを言われて送り出された」

「お、おお、そうか」

「ランジュも酷ひどいけど、みんなも、そのとおりだとか言って、誰も止めようとしないし。みんなも酷いよね」

　とケイがふくれっ面になる。

「そう言うな、ケイ。人にも魔女にも、適材適所ということがある。おまえには書類仕事より、俺おれの護衛のほうが向いてるってことだ」

「あたしのことをわかってくれるのはナーガさんだけだよ」

　ケイはうれし泣きをする。

「大げさだな」

「泣なき真ま似ねだけどね」

「相変わらずだな、おまえ」

　ナーガは苦笑いするしかない。

「出発まではもう少し時間が必要だ。それまではここでもケイは役立たずだから、適当に旅の支度をしているように」

「ナーガさんが最低だっ！」

「イクシーヌもいいな？」

「もちろん」

「時間があったら、ケイに乗馬を教えてやれ」

「わかりました。軽くお尻の皮が剝むける感じで特訓してやりますよ」

「え、やだなぁ。あ、そうだ！　体を硬化して馬に乗ればお尻も痛くならないや」

「それは馬が嫌がるから駄目」

「え。生身で乗ってお尻の皮が剝けるとか、あたしこそ嫌なんだけど」

　不満そうにむくれるケイに、ナーガがぴしゃりと言った。

「馬に乗らないなら連れていかないぞ」

「う。わかりましたぁ。練習します」

　ケイは不承不承で頷うなずくのだった。
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　すでに旅の準備を進めていたナーガだが、やはりグランビスタの街を支配したばかりだから、すぐに出かけてしまうわけにはいかなかった。

　街の統治に関してあれこれと差配を振るっているうちに、三日が経たち、五日が経ちという具合で、いつの間にか時が過ぎていた。

　ようやくナーガが偵察の旅に出発したのは、イクシーヌがケイを連れて戻ってからさらに半月後──グランビスタを陥おとしてからは、すでに二十日以上が経たっていた。

　季節はもう初冬と言ってよく、朝晩の冷え込みは、なかなか厳しいものがあった。
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　ナーガが旅立つまでのあいだ、リガヤは数度に亘わたってカサンドラ王国の国都へ呼ばれ、国王からナーガを討つようにとせっつかれた。

　たしかに今が好機ではある。それはリガヤも認めざるを得ない。

　何しろナーガは、ごく少数の魔女と兵を連れただけで半島を離れ、大陸本土へ渡わたろうというのだ。千の兵で急襲すれば、討ち漏らす虞おそれはない。だが、実行するにしても大おお事ごとにはしたくなかった。

　半島平定最大の功労者である龍りゆう王おうの遣いをカサンドラ王国が討ったことが知られれば、半島は大混乱に陥おちいるだろう。せっかく平定したというのに、以前のような小国乱立状態に戻ってしまっては元も子もない。

　いちばんいいのは、ナーガ一行が旅先で横おう死ししてくれることだ。あるいは、旅先で行方不明になることだ。それなら半島の混乱は最小限に抑えられる。半島の支配権を握ったも同然のカサンドラ王国の地位が大きく揺らぐこともないだろう。

　リガヤはそれを国王に説いた。

　国王も半島の支配権を失う危険は冒したくないらしく、渋い顔で頷うなずいた。

「では、どうするのだ？」

「旅先に刺し客かくを送るのがよいのではないかと」

「刺客か。刺客だけで討ち取れるか？　魔女が従ついているのだぞ」

「もう一つ、手を打っておきます」

「もう一つ？　どんな手だ？」

「ルルドルブの街に『神の旅団を破った龍王の御み遣つかいが、そちらの街を奪とるために、街を偵察に赴おもむきました。放っておくと、グランビスタの街のように、易やす々やすと占領、征服されてしまいます』と注進するのです」

「おお、なるほど！」

「神の旅団を破った男を捕らえた、あるいは斬ったとなれば、旧教会から激賞されるのは確実です。ルルドルブの街がこの機会を逃すとは思えません。千、二千の兵を繰り出してナーガ殿を待ち構えるでしょう。こちらの手を汚さずに目的を果たせます」

「たしかに、それなら逃れられんな」

　国王は大きく頷うなずいてそう言ったが、何か気がかりが浮かんだのか、眉を寄せた。

「ナーガが追及の手をかわして逃げ戻ってきたらどうするのだ？　ルルドルブの兵ども、峠のこちらまでは追ってこられないだろう？」

「その場合に備えて峠の砦とりでに兵を入れておきます。いざというときは街道の通行を遮断するのです。そうして身動きを取れなくしてやれば、ルルドルブの兵が追いついてきて捕らえることができますから、やはり我々は自らの手を汚すことなくナーガ殿を取り除くことができます」

　国王は顔を輝かせた。

「よし、それで行こう」

「ただし。ルルドルブの兵が動いたとなると、こちらの企図が成功したとしても、ナーガ殿が討たれたことが広く知られてしまうのが懸念材料ではあります」

「かまわない。上う手まくいったら、あとのことはどうにでもなる」

（本当にどうにでもなるのか？）

　リガヤは、まだ懸念を捨てきれない。どうしても不安を拭ぬぐえない。

「で？　最初の襲撃は誰にやらせる？　兵を使うのか？」

　カサンドラ四世の言葉に、リガヤは意識を現実に引き戻す。

「いえ。兵を使うと策が漏れる虞おそれがあります。最初は、ならず者どもを金で雇って襲わせたほうがいいでしょう。雇うときにこちらの正体を明かさなければ、ならず者どもが失敗しても、雇い主がばれることはありません」

「うむ、うむ、それはいい考えだ」

　あからさまに喜ぶ国王を見て、リガヤは内心でため息を吐ついた。

（本当に……本当にこれで上手く行くのだろうか。それに。本当にナーガ殿を除いてしまっていいのだろうか。いくら西さい果はての半島を平定したといっても、それはナーガ殿あっての話ではないか。実際、支配した後の統治もナーガ殿の主導で行われているのに。あの人がいなくなって、グランビスタの街を維持できるのだろうか）

　そんな不安が拭えない。

（だが、やるしかないのだ。やるしか……）

　リガヤは迷いを振り切るように何度も自分に言い聞かせるのだった。
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　カサンドラ王国側の不穏な空気に気づいたのはラルフレッドだった。

　いや、気づいたというのは言い過ぎか。

　なんとなくおかしな動きがあるなぁと感じた程度だった。

　魔女国とカサンドラ王国の繫つなぎ役を任されている以上、ラルフレッドはつねにカサンドラ王国の動きには気を遣っている。そんな彼だからこそ、その動きに気づけたのだろう。

　何がどうおかしいのかはわからない。何が進行しているのかもわからない。もしかすると気の回しすぎなのかもしれない。

　それでもラルフレッドは、ナーガに知らせるだけ知らせておこうと考えた。だから彼は、出しゆつ立たつ寸前のナーガをグランビスタの街に訪ね、直接、ナーガに具申したのである。

　ラルフレッドが訪れたことを知ったナーガは、すぐに彼を引見することにした。

　王宮に執務のための部屋を構えているナーガを訪ねたラルフレッドは、

「少し気になることがありまして」

　と告げた。

　するとナーガは、眉を寄せ、ふぅむ、と小さく唸うなった。

「カサンドラ王国に気になる動きが……な」

「はい。具体的に何が気になっているのかと問われるとよくわからないのですが」

　ラルフレッドは申し訳なさそうに頭を下げる。

「なんとなくですが、何かこちらが知らないところで何者かが動いているといいますか。曖昧な言い方で申し訳ありません」

「いや、気にするな。おまえの直感が何かを告げているのなら、何かが起きているのかもしれない」

　少し考える素振りを見せたナーガだが。

「最近、リガヤの奴やつが何度かカサンドラ王国の国都へ戻っていたから、もしかすると国王が何か言い出したのかもしれない」

「何かとは、なんでございましょう？」

　ラルフレッドが不安そうな顔で訊きくと、ナーガは、さてな、と肩をすくめた。

「せっかく半島を平定したのだから、もっと贅ぜい沢たくをしてもいいんじゃないかと言い出してリガヤを困らせている……とか」

「な、なるほど」

　ナーガは真剣な顔になり、少し声を落とし気ぎ味みに言った。

「国王が勝手に税率を上げようとしないか、その辺、注意深く見ていてくれないか。もし国王が勝手なことをしでかしそうになったら、それをリガヤが止めきれないようだったら、俺おれに知らせてくれ。使者が見つけられるように、ルルドルブの街の宿屋には目印を掲げておくようにする」

「目印は、どのような物を？」

「こんな物だ」

　ナーガは手近に置いてあった羊皮紙に、筆で何かの図柄を描いた。

　それは織お田だ家けの家紋の一つ、織田木もつ瓜こうだったのだが、描いた本人、ナーガでさえ、それがなんの図柄なのか、はっきり覚えていなかった。ただ頭に浮かんだ図柄をその場で描いただけなのだ。当然のことだが、ラルフレッドにわかるはずもない。

　彼は怪け訝げんそうな顔で図柄に見入っていたが、やがて顔を上げると、ナーガに訊きいた。

「これは何を表している絵なのでしょうか？」

「ん……いや、なんだったっけな。俺おれにとっては凄すごく馴な染じみのある図柄……のような気がするんだが、これがなんだったかはよく覚えていない」

「あ、はい、そうなのですか」

　ラルフレッドは要領を得ない顔で頷うなずいていたが、これを掲げておくと言われれば、その由来がどうであれ、この目印を探すしかない。

「承知いたしました」

　ラルフレッドは丁寧に頭を下げた。

　そんな彼に向かって、ナーガが、

「ご苦労だった」

　と労ねぎらった。

「いえ。曖昧なご報告しかできずに申し訳ありません」

「気になることを見過ごさず、わざわざここまで報告に来たこと、俺は評価する。面倒事を見て見ぬ振りをする怠慢な奴やつよりは遙はるかにマシだ」

「ありがとうございます」

「では引き続き、頼んだぞ」

「お任せください」

　もう一度低頭してから、ラルフレッドは部屋を退出していった。

（カサンドラ王国で何か動きが……か。まぁ喫きつ緊きんの課題ではないだろう。戻ってから考えればいい）

　ナーガはそう判断した。

　まさか足あし下もとの地面が大きく揺らいでいるとは思ってもいない。
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「よし、出るか」

　早朝、まだ夜も明けきらぬうちに、ナーガ一行はグランビスタの街の城門が開くと同時に城門を潜くぐって外に出た。

　東の空が白み始めているが、頭上ではまだ星が瞬またたくのが見える。

　皆の吐はく息が白い。

　夜のあいだもよく晴れていたから、かなりの冷え込みとなっていた。

　今回はお忍びの旅であるから、見送りも僅わずかだ。

　城門まで出てきたのは、ヴィータにナムジャ、アストゥロという魔女の長おさと、主おも立だった魔女数人、そしてカサンドラ王国の幹部が一名だった。

　リガヤはカサンドラ王国の王都に戻っていたので、ここにはいない。カサンドラ国王に呼ばれたというのが表向きの理由だが、これから討とうとするナーガの顔をまともに見られなかったというのが彼の本音だろう。

　リガヤの代理人として見送りに出た男が、

「お見送りに顔を出せず申し訳ありません」

　という上司の言葉を伝えた。

「それからこれは、道中の無ぶ聊りようを慰めてください、とリガヤ様からお預かりした物です」

　そう言って、代理の男はナーガに小こ綺ぎ麗れいな布で包まれた何かを手て渡わたした。

「これは？」

「砂糖菓子でございます」

「おお、そうか！」

　甘い物に目のないナーガだから、こちらの世界に来てから味わった砂糖菓子や焼き菓子が大好物になっていた。

「ありがたくいただくぜ」

　目を輝かせて手にした布袋を見つめるナーガだったが、やがて、ん？　と首を傾かしげた。

（なんかおかしな形状だな）

　理由はすぐにわかった。開け口が上だけでなく下にもあるからだ。

　この手の物は、広げた布に菓子を置いて包んで閉じるから、閉じ口（開け口）は上方に一つだけというのが普通だ。ところがこれは下にも閉じ口（開け口）がある。

（なんでこんな変な縛り方にしたんだ？　もし下の口の紐ひもが解ほどけたら、中身がこぼれ落ちてしまうじゃないか。いや……紐はかなりきつく縛ってあるから解けはしないか）

　だとしても、わざわざ上下に開け口を設ける意味がわからない。

（ま、いい。片方だけを開ければいいんだからな）

　そう割り切ったナーガは、砂糖菓子の入った小さな布袋を自分の馬の荷袋に押し込んだ。
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　馬車二台を仕立てて小規模な隊商を装ったナーガ一行を城門の外で静かに見送ったヴィータは、隊商の姿が見えなくなると、傍かたわらに立つエリュシオーネに顔を向けた。

「吾われも一度、サント・ゼッファ国に戻って、あちらの様子を見ておくとするか」

「いいんですか、ここを離れてしまって」

「かまわん。ナーガがいなければ新たな施策も実行されまい。街を治めるだけならリガヤたちがおる。どうせ吾われらは人前に顔を出せぬのじゃからな。ここには、おぬしと何人かが残ればいいじゃろ。おぬしさえいれば、何かあったとき、すぐ報告ができるわけだしの。リガヤが戻り次第、入れ替わりでサント・ゼッファに顔を出す」

「わかりました。では、そのように」

「ここに居残る奴やつを何人か選んでおけ」

「それも承知です」

　こうしてヴィータもグランビスタの街を離れることになった。
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　ナーガ、イクシーヌ、クゥは馬に跨またがり、ユウキとセレナ、ケイは馬車に乗っている。

　兵士二人が馭ぎよ者しやとして馬車を操り、残りの兵士八人のうち四人が馬に乗り、あとの四人は馬車に乗っている。

　馬に乗った四人は商人の手の者ではなく護衛という役回りで、あとの四人と馭者の二人は商家の手て代だい、そういう役回りだ。

　魔女の五人も商家の手代である。

　従って、いつも着ている（着ていない、と言うべきか）衣装ではなく、まっとうな乗馬用の騎乗袴ばかまを穿き、革の長ちよう靴かを履き、筒袖の上着を着込んでいる。

　イクシーヌが、

「なんか違和感あるなぁ」

　とぼやいていると、馬上からナーガが声をかけてきた。

「仕方がないだろ。旅のあいだは我慢しろ。宿に着いたら全部脱いでいいから」

「いえっ？　全部は脱ぎませんけど!?　いつもだってちゃんと着てるでしょ！」

「あの極小極薄の服を、ちゃんと着てると言い張るのか？　凄すごいな、おまえら」

「あ～、そうそう、言い忘れてたけど」

　とイクシーヌがいきなり話題を変える。

「レラの話だけど」

「レラの話はもう何度も聞いたが？　俺おれを心配してくれてるっていうんだろ？」

「いや、今日のはちょっと違っててね。心配はしてるんだけど、寂しがってもいた。あ、これ、レラから口止めされてるから、聞かなかったことにしておいてほしいんだけど」

　ナーガは苦笑するしかない。

「だったら言わなきゃいいじゃないか」

「言いたくなったから、いま言うの」

「ああ、わかったわかった。で？　レラがどうしたって？」

「だからナーガさんに会えなくて寂しいって」

「あいつは、俺おれのいた世界の話を聞けなくなって物足りないんだろ」

「そういうんじゃないのになぁ。ナーガさん、意外と鈍感だよね」

「はぁ？」

「レラの奴やつが、ナーガさんの元いた世界の話を聞きたいだけでナーガさんにまとわりついてると思ってるの!?」

「……基本的には、それだろ」

「基本的にはそれだけど、ナーガさんの側そばにいたいから、それを理由にして寄ってきてるっていう側面があるよね」

「ふむ。そうなのか」

「ユウキがレラに『ナーガの大陸本土への偵察旅行のお供にイクシーが指名された』って言ったら、レラに殺されそうな視線を向けられたんだって。わたしやユウキのせいじゃないのにね」

「災難だったな」

「笑い事じゃないんですけど～。クゥやセレナやユウキも一緒だからまだよかったけど、もしわたし一人でナーガさんに従ついていくなんてことになってたら、きっとレラに殺されてたと思うよ。嫉妬に狂ったレラに」

　そう言って、イクシーヌはくすくすと笑った。

「あれでナーガさんのことが好き好き大好きっていう想おもいを隠せているって思ってるところが可愛かわいいよね」

「あ……あ。そうか、な」

「そうだって。気づかれてないって思ってるの、レラくらいでしょ」

「それ、本人に言ってやったら？」

「面白いから言わない。みんなもそう思ってるはず」

「おまえら……」

「言っておくけど、わたしもナーガさんのこと、好きだからね」

「お、おう。ありがとうよ」

　背後から縄がするすると伸びてきて、イクシーヌの首に巻きついた。

「ぐ……え」

「イクシーばかり狡ずるい。ナーガさんが好きなことにかけてはわたしの右に出る者はいない。たぶん」

「そ、そうか。それはありがたいな」

　クゥが縄を緩めると、イクシーヌは喉のどをさすりながら言った。

「でもナーガさん、妻がいるんだよね」

「え!?」

　珍しくクゥがあからさまに驚いた顔になる。

「うん、よくは覚えていないんだが、いたような気がするんだよな」

「わかった」

　顔を上げたクゥが瞳に決意の光を浮かべて言った。

「愛人で手を打つ」

「打つのかよ」

「ナーガさんのことだから二十人や三十人の愛人は持つ。そのうちの一人でもいい」

「それは多すぎだろ」

　とナーガは言ったが。

　実際の織お田だ信のぶ長ながは側室を数多く持ち、二十人以上もの子を儲もうけた。父親の信のぶ秀ひでも二十人以上の子供を儲けたのだから、これは血筋というものか。

　いくら子を生なすのが当主の務めだとはいえ、作りすぎだろ！　とツッコみたくなるが、それはさておき。

「ま、お前らの好意はありがたくもらっておくよ。とはいっても、俺おれはどこか余よ所その世界の人間みたいだから、応えられるかはわからないがな」

　イクシーヌが、にっと笑った。

「心配しないで。ナーガさんの重しになるようなことはしないし、枷かせになるようなこともしないから」

「おまえら……よくできた女だな」

「当然でしょ」

「当然」

「はっは。これはどうしたって、おまえらみたいないい女が大手を振って歩ける世界を創らないとならないな」

「期待してますからね」

「クゥも期待する」

「そのためにも、次の街の攻略を急がないとな」

　ナーガは峠へと続く九十九つづら折おりの道の先を見上げた。すでに峠までの道程の半分を過ぎていた。

（新しい世界を創るというこの戦いくさの道も、半分くらいまでは来ただろうか）

　ナーガは、そんなふうに感じている。

　支配地域の面積からすればまだ微々たるものだが、人間側の魔女に対する印象は大きく変えられたはずだ。

　これを続けていけば、「残虐非道」とか「悪あく辣らつで好戦的」などという魔女に対する評価も改まるだろう。

　そうなれば、新しい世界創りは成ったも同然だ。

（大陸全土を支配する必要なんかないんだ。魔女が信頼に足る相手だと人間が評価すれば。対等に話のできる相手だと人間が理解すれば。徒いたずらに恐れる必要のない相手だと人間が認めれば。それで新しい世界が創れるんだ。新しい世界が始まるんだ。要は、古い人間の固い頭をどうやって変えるかって話なんだよな）

　力で変えなくてはならない場面では力尽くで変える。けれど、力が必要ないのなら無理をする必要はない。一定以上の人々が「魔女は信頼できる」と思えば、その評価は黙っていても広がっていくものなのだ。

　だから西さい果はての半島で、人間にとって「魔女が信頼できる」相手になれば、やがて大陸でも同様の評価が広まっていくとナーガは確信している。

　もちろん、広まっていくあいだに魔女の側が自ら評価を落とすような真ま似ねをしなければ、であるが。

　では、これまでの魔女の評価が覆くつがえり、新しい魔女の評価が定着していくのにどれだけの年数がかかるのか。

　何もしなければ十年以上もかかるだろうとナーガは踏ふんでいる。それを早めるために、ナーガは魔女たちを率いて戦っているのだ。上う手まく戦い、上手く結果を出し、上手く統治してやれば、数年のうちに新たな評価は大陸の一定地域に広まり定着していくはずだ。

（というか、それを目指しているわけだがな、俺おれたちは）

　よく大局を見て、遠大な構想を練ることができる。

　それがナーガ──織お田だ信のぶ長ながという武将だ。

　けれどこのときは、少し足あし下もとを見るのが疎おろそかになっていたとは言えるのかもしれない。





　９






　グランビスタの砦とりでは、峠の少し下に建っている。

　そこは九十九つづら折おりの急きゆう登とうがいったん終わって、広くはないが平へい坦たん地ちになっている場所だ。

　砦の規模はそれほど大きくなく、通常は百人ほどの守備兵が入っているだけだ。隣国の部隊が押し寄せたらとうてい守り切れない数だが、そもそもこの砦は、ここで敵の侵攻を支えるための物ではない。何か変事があったとき、いち早くそれを麓ふもとに近いところにある大きな砦へ報しらせるのが、この砦の存在理由だ。従って、この砦の兵の毎日の業務は、峠を越える商人や旅人に便宜を図り、彼らの安全を守るというものだった。

　今回、ナーガが偵察の旅に出ることは、砦とりでの兵たちには報しらせていない。

　ナーガの旅は極秘の上にも極秘。砦の兵にまで教えてしまえば、他国へ情報が漏れる可能性が大きく増える。

　教えていないから峠越えの便宜は図ってもらえないが、それよりも情報が漏れる危険性が増すほうが嫌だという判断だった。

「砦の兵が俺おれの顔を見知っているはずもないし、みんな商人と手て代だいって恰かつ好こうだし、怪しまれることはないだろ」

　というのが会議の席でのナーガの主張だった。

　たしかに馬上のナーガは、いつもの異装を脱いでいて、代わりにいかにも商人だという真っ当な出いで立たちだった。

　そんな彼が、隣で馬を歩ませているイクシーヌに声をかける。

「もうじき砦だが、おまえたちも裸じゃないから、魔女だなんて絶対にわからないしな。グランビスタの兵に俺たちの素性がばれることはないだろ」

「いやいや、ナーガさん、裸、裸って言わないでよ。いつもだって裸じゃないでしょ？　ちゃんと衣装を身につけてるよね？」

　イクシーヌが不満そうにそう言うと。

「俺に言わせると、あれは裸と変わらないんだがなぁ」

「変わるって。布きれ一枚でも着けてるのと着けてないのとじゃ大違いでしょ」

　イクシーヌがそう力説しても、ナーガは首を捻ひねるばかりだ。

「もういいよ。こうなったら、本当の裸がどんなものか今夜にも見せてあげるよ」

「お？　本気か？」

「本気も本気、大本気さ。脱ぐよ？　全部脱ぐからね？　クゥが」

「クゥが!?」

「そうだよ。ハインドラ一族の中でいちばん脱ぐのが上う手まいというクゥが」

「わかった。クゥは脱ぐ」

「クゥは脱いでも凄すごいからね」

「そう。クゥは脱いでも凄い」

「クゥ、おまえ、イクシーヌに踊らされてるぞ。踊らされてるというか、騙されてる」

「イクシー、クゥを騙した!?」

「やだなぁ。騙したとか言わないでよ、人聞きの悪い。ちょっとした洒落しやれと冗談でしょ」

「人聞きが悪いことを言うイクシーは人が悪い」

「上手い！　クゥの一本勝ちだな」

「ちぇ」

　などと馬鹿なことを言っているあいだに、一行は砦の前を通りかかった。

　砦とりでの兵が馬車の積荷の荷に検あらためを行ったが、とくに何かを指摘されることもなく、一行は砦をあとにした。

　見上げれば日はかなり高く昇っていて、青く澄んだ空が少し近づいたような気がする。

　やがて一行は峠に到着した。

　峠の手前、グランビスタ側は荒涼とした風景が広がっているだけだったが、峠の向こう、ルルドルブ側には豊かな風景が遠望できた。

　下り道は、グランビスタから登ってくるときほどの急傾斜ではなく、路面の整備状況もこれまでよりはよさそうだ。これで馬車の乗り心地がよくなると、馬車組のユウキやセレナは安あん堵どした。

　峠からだらだらと道を下っていった一行は、やがて両側に山の斜面が迫っている場所に差しかかった。

　両側の山の斜面は高木に覆われており、見通しが悪かった。

　一行がその地点を通りかかったとき、いきなりどこからか数本の矢が飛んできた。かなり遠くから撃たれたらしく、矢の大半は地面に刺さっただけだが、そのうちの一本が護衛の兵士に、もう一本が手て代だい（を装っていた兵）に当たり、二人はどうと落馬する。

　ナーガの反応は早かった。素早く馬から下りると、馭ぎよ者しやの二人に大声で命じる。

「馬車を道の両側に停とめるんだ。全員、馬車と馬車のあいだに身を隠せ！」

　矢は斜面の両側から飛んできたので、二台の馬車を盾にして、そのあいだに身を隠して矢に備えるということだ。

　馬車が止まると、そのあいだの狭い空隙にイクシーヌとクゥが転がり込んできた。

「二人とも大丈夫か？」

「問題なしです」

「大丈夫」

　続いて手代役の兵士や護衛役の兵士が駆け込んできた。

　馭者役の二人は馬を放した後に御者台から飛び降りてきた。

「まさか峠を越えて早々に盗賊に襲われるとは」

　護衛兵をまとめる隊長が忌いま々いましそうに舌打ちすると、ナーガは疑わしそうな顔で、どうかな、と言った。

「こんなところで隊商を襲ってくるのは、たしかに野盗のやり口っぽいが……」

　隊長は驚きを顔に浮かべる。

「え？　ナーガ様は、これが盗賊の襲撃ではないと!?」

　ナーガは直接、隊長の問いに答えず、鋭い視線を周囲に走らせる。

　何本もの矢が馬車の幌ほろに当たり、幌が破れ始めた。

　中にいたユウキやセレナ、ケイが大慌てで荷台から転がり出てきて、ナーガたちの横に身を潜めた。

　ケイは硬化の魔法を使えば矢が当たってもどうということはないのだが、ここで魔法を使うわけにもいかないから生身のままだ。

「ねぇねぇナーガさん、ちょっと硬くして、あいつらを殴りに行ってこようか？　十人やそこらだったら、全員、殴り殺せると思うけど」

　ケイがそう言うと、ナーガが、

「それは止やめとけ」

　と応えた。

「なんで？」

「まだ襲撃者が何人いるかわからないだろ。それと。もし討ち漏らす奴やつが出ると、おまえの話が他人に伝わってしまう。魔女が峠を越えて来たなんてことがルルドルブ側に知られたら潜入が難しくなるからな」

「む～、そうかぁ」

　ケイが不服そうな顔で頷うなずいた。

　すると、布にくるまれた飛空艇を大事そうに抱えたユウキが言った。

「わたしが空から斬り刻むってのは？」

「おまえ、今の恰かつ好こうで空を飛べるのか？」

　と指摘され、ユウキは自分の出いで立たちを見下ろした。

　商家の主人の侍女という設定だから、野暮ったい厚手の筒つつ袴ばかまに筒袖を着込んでいる。

「この恰好だと……ちょっと無理っぽいけど」

「駄目じゃないか」

「駄目言うな！」

「仮に飛べたとしても、相手は矢を持ってるんだ、お前の飛空艇でも危ないだろ」

「あんなひょろひょろ矢には当たらないわよ」

「そもそも相手は林の中に潜んでる。上空からじゃ近づけないだろ」

「う。そ、それはそうだけど」

「おまえが風ふう刃じんを振るっても、木々が邪魔になって敵を倒せないだろ」

「それもそうかもしれないけど！　じゃあ、どうするって言うのよ!?」

　ユウキが険しい顔でナーガに迫ると、馬車の荷台の陰から顔だけを覗のぞかせていた隊長が叫んだ。

「敵が近づいてきます！」

「人数はわかるか？」

「こちらの斜面には十人以上います！」

　反対側の馬車から別の兵の声が上がった。

「こちら側にも十人以上……十五人前後はいるようです！」

「合わせて三十人近くか。思ったより多いな」

「片側の十人なら、あたしが受け持つよ？」

　とケイが言い。

「どうするのよ、ナーガ!?　考えてる場合じゃないでしょ！　早く反撃しないと！」

　ユウキが叫んだ直後に、火矢が飛んできた。

　何本かの火矢が幌ほろに命中すると、幌はすぐに燃え始めた。

（馬車に火矢を射かけた？　おかしいだろ、それは。連中が野盗なら積み荷を燃やそうとするはずがねえ）

　その可能性に気づいたナーガだが、今は考えている場合ではないことを思い出す。

「クゥ！　おまえ、脱ぐのが得意って言ってたよな　すぐに脱いでくれ！」

「ちょっとナーガ、あんた、この大事なときになに言ってるの!?」

　ユウキが眉を撥はね上げてナーガを睨にらみつけているが、クゥはナーガの言わんとすることを即座に理解したらしい。

「クゥは服の下に縄を巻いている。逆に言うといつもの恰かつ好こうのまま服を着ている。すぐに脱げるし、すぐに魔法を使える」

　ここで矢を防ぐだけなら襲撃者に魔法を使ったことがばれにくい。ナーガはとりあえず矢を防いで時間を稼ごうとしたのだ。

「あ……ああ、そういうこと。クゥに魔法で防戦させるのね」

　それを悟ったユウキの表情が和らいだ。

　クゥの応えに頷うなずいたナーガが、兵に声をかける。

「敵はどちらに回り込もうとしている？」

　隊長から答えが返ってきた。

「前方は押さえですね。残りは後方に回り込もうとしています」

「よし、脱いだらクゥは後方から飛んでくる矢を防いでくれ」

「クゥは脱ぐ。脱いで矢を防ぐ」

「いちいち脱ぐって言うな！」

「ユウキがどうして怒っているのかクゥにはわからない」

　などと言いながら、クゥは素早く服を脱いだ。

　現れたのは見慣れた姿、即すなわち体に縄を巻いただけという、いつものクゥだった。

　馬車の後方に回り込んだ襲撃者が矢を撃ってきた。こちらは火矢ではなく、普通の矢だ。

　クゥの縄がするすると伸びて、空中でうねうねと動き、飛んでくる矢を次々と叩たたき落とした。

「さすがだな」

「くっそ～、クゥにいいとこ持ってかれた。あたしも魔法で戦いたいのに」

　とケイが地団駄を踏ふむ。

「いいから、おまえは少し落ち着け」

　とケイを抑えておいて、ナーガは隊長を呼んだ。

「おい、ベルデセン、弓矢はあるか？　あったら応戦しろ。敵を足止めするだけでいい」

「了解しました、ナーガ様！」

　隊長以下、護衛役と手て代だい役の兵士が手持ちの弓を構え、敵に矢を放ち始めた。

「ちょっと、どうするのよ、ナーガ!?　ここで応戦してるだけじゃ駄目なんじゃ？　馬車燃え始めちゃってるし」

　ユウキの言うとおり、接近する敵の足は鈍ったが、燃える幌ほろの炎が馬車に燃え移り始めているから、この場で応戦していてもじり貧だ。

　馬車が完全に燃え出せば、炎に炙あぶられるのはナーガたちなのだ。

「わかってる。離れた場所の敵を攻撃するならイクシーヌの魔法が効果的だが」

　そう言ってナーガが天を仰いだ。

　薄曇りながら日差しもあるので、なるほどイクシーヌの魔法は効果を発揮するだろう。

「わかった。わたしも脱ぐよ、ナーガさん。脱いで魔法で敵を攻撃する」

　とイクシーヌが応じると、隣のセレナも意を決した顔で続いた。

「わ、わたしも脱ぎます。天てん眼げんを使えば、敵の配置は把握できますから」

「あたしもあたしも。敵を攻撃するなら、何はなくともケイ様でしょ!?」

「いや、おまえは目立ちすぎるから待機だ」

「そんな！」

「イクシーヌの刺青いれずみなら、魔女だと気づかれないで攻撃できるじゃないか。おまえの場合、誰が見ても、どこから見ても、魔女だからな」

「え。そんなこと言わないで、ばばっと派手にやっちゃおうよ」

「いいから待機だ。ただし、何かあったときにすぐに飛び出せるように、おまえも脱いで魔法が使えるようにしておいてくれ」

「わかった、あたしも脱ぐよ！　クゥやイクシーだけ脱がせるわけにはいかないもんね！　力一杯脱ぐよ！」

「おお、頼んだぜ」

「ちょ、三人とも、本気!?」

「この状況で洒落しやれや冗談は言ってられないって、ユウキ」

　とイクシーヌが言うと、ケイが続いた。

「まぁ脱ぐっていっても、全裸にはならないけどさ。胸覆いと下帯までだよ」

　イクシーヌとケイ、セレナは手際よく服を脱ぎ、すぐに胸覆いと下帯姿になる。

「この恰かつ好こうは、ちょっと恥ずかしいなぁ」

　自分の体を見下ろしながらイクシーヌがそう言うと、すかさずナーガがツッコんだ。

「いや、いつもの恰好と変わらないだろ」

「変わるってば。全然違うでしょ」

「お前らの感覚はよくわからん」

　その横で、セレナが脱いだ服を地面に置いて丁寧に畳み始めた。

「ケイちゃんが脱ぎ散らかした服も畳んでおきます？」

「いや、セレナ、いちいち服を畳まなくてもいいからな？　それより早く天てん眼げんで敵の居場所を確認してくれ」

「あ、わかりました。けど。あまりこちらを見ないでもらえると……」

　イクシーヌ同様、胸覆いと下帯だけになったセレナが、もじもじと体を揺すっている。

「だから、いつもの恰好と……ああ、わかったよ。じゃ、あっち見てるから頼んだぜ」

「はい」

　セレナが宙を見上げて目を見開くと、彼女の瞳が赤く染まった。

「後方から近づく敵は……十四人。二十ヤルドほど離れた地点に二列になって矢を撃ちながら少しずつ前進中。右手に五人、左手に六人、前方には十人がいます。そちらは動いていません」

「イクシーヌ、二十ヤルドなら行けるか？」

「行けますよ。もう刺青いれずみを放ちました！」

「ナーガさん、あたしは!?」

「だから、ケイはその場で待機だと」

「ちぇ」

「ナーガ、わたしは何をすればいい？」

　とユウキが訊きいてきた。

「いつでも飛べるように飛空艇の用意をしておいてくれると助かるな」

「う。それって、わたしにも脱げってこと!?」

「脱がなくても飛べるなら、そのままでもいいんだが」

「わかったわよ！　脱げばいいんでしょ、脱げば！　あんたって、ほんっとうに女の子を脱がせるのが好きよね！」

「いや？　べつに脱がせたくて言ってるんじゃないぞ!?　お前がその恰好じゃ魔法を使えないって言うから、使えるようにしてくれと言っているだけだ」

「わかってるわよ！　わかってるから、こっち見んな！　いつまでも見てると風ふう刃じんで斬り刻むけど？」

　ナーガは慌てて目を逸そらせたが。

（いつもの恰かつ好こうのほうがよほど煽せん情じよう的だと思うがなぁ。あれが平気で、こっちが恥ずかしいとか、おまえら魔女の感覚は本当にわからんわ～）

　ナーガはユウキを視界から外そうと顔を巡らせたが、そちらにはケイとセレナとイクシーヌがいる。そちらに顔を向けていると三人にも何か言われそうなので、ナーガはさらに顔を巡らせ、最終的にクゥに視線を止めた。

（こいつだけはいつもの恰好だから、見てても文句を言われないので気が楽だ。それに、矢を防ぐために全部の縄を長く伸ばしているから肌の露出が増えている。かなり楽しめる恰好になってるからな）

「イクシーヌの刺青いれずみが敵に接触。攻撃を始めました！」

　というセレナの声に、ナーガは慌ててクゥから視線を外して彼女を見やった。

「後方の敵が倒れています。四人、五人、六人」

　ナーガは後方いにる敵のほうへ顔を向けた。

　飛んでくる矢は途絶えている。いきなり仲間が何人も倒れ、混乱しているに違いない。

「ユウキ！　後方の敵は混乱している！　行けるか!?」

「行くわよ！」

　すでに包んでいた布から飛空艇を取り出して待機していたユウキは、ナーガから声がかかるのと同時に地面に置いてある飛空艇に跳び乗った。当然のことだが、彼女も胸覆いと下帯姿になっている。

「殺しちゃってもいいのよね？」

「お前に任せる。だが、気をつけろよ。混乱しているとはいえ、奴やつらは弓矢を持っているからな！」

「わかってるわよ！」

「後方の敵が全滅したら、俺おれたちはそちらへ移動するから、ユウキはその場で待機だ！」

「了解！」

　ユウキが乗る飛空艇が弾はじかれたように真まっ直すぐ上昇した。

「あたしもあたしもあたしも──っ」

　いつ出番が来てもいいようにと、すでに体を硬化していたケイが叫んだ。露あらわになった肌が銀色に輝いている。

「あたしだけ置いてけぼり、狡ずるい──っ」

　手足をバタバタと動かしながら喚わめくケイに向かって、ナーガが鋭く叫んだ。

「わかった。わかったから静かにしろ！」

「む」

　不満そうな顔で口を閉じたケイを、ナーガが手招いた。

「へへへ」












　頭を下げた体勢で、ケイが嬉うれしそうにナーガのところへ寄ってきた。

「活躍の場面を今か今かと待ってたよ」

　ナーガは苦笑しながら、前方の敵を指し示す。

「ケイはあちらの敵を攻撃しろ。人数は十人だから問題ないな？」

「問題ないよ！」

　今にも躍り出しそうなケイを抑えようと、ナーガは釘くぎを刺しておく。

「いいか、ケイ。あまり目立つんじゃないぞ。できるだけ身を低くして、木の幹や枝葉に隠れながら接近すること。いいな？」

「了解したよ、ナーガさん」

「前方を片づけたら、右の敵の背後に回り込むんだ。俺おれたちは後方が片付いたら、いったん退ひく。敵の動き、俺たちの動きに注意しておけ」

「それも了解だよ」

　姿勢を低くしたケイが走り出した。
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　ユウキの飛空挺は、周囲に生えている木よりも高く上昇した後、水平飛行に移った。

　彼ひ我がの距離はたったの二十ヤルドだ、飛空艇はひとっ飛びで後方の敵の頭上に達する。

「行っけ──っ！」

　風の刃やいばを身に纏まとった状態で、ユウキは飛空艇を急降下させていく。

　後方にいる十四人は、すでに半数がイクシーヌの刺青いれずみによる攻撃で倒れていて、残りの者も、どうして仲間が倒れたのかがわからないまま右往左往している。頭上から急接近してきたユウキの飛空艇に気づく間もなかった。

「風ふう刃じんの乱舞！」

　ユウキの周囲で風が渦巻いて。

　眼下の敵は風の刃に切り刻まれ、次々に血を噴いて倒れていった。

「後方の敵、全滅！」

　セレナの弾む声が響いた。

「よし、俺おれたちは後方へ移動する！　イクシーヌ、途中で刺青を回収！」

「了解！」

「走れ！」

「おお！」

　ナーガを先頭に、イクシーヌ、セレナ、クゥ、そして無事な兵八人が馬車の陰から飛びだして、林の中を走った。

　背後では二台の馬車が赤々とした炎を噴き上げて燃えていた。
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　襲撃者がごろごろと倒れている場所まで走りきると、ナーガは足を止めた。

　見上げると、高さ三ヤルドくらいのところにユウキの飛空挺が浮かんでいる。

「セレナ、敵の動きは!?」

　振り返ったナーガが訊きくと。

「左右の敵がこちらに移動を始めました。前方の敵はケイちゃんと交戦中！」

「左右の敵は十一人だったな。よし、ここで迎え討とう。イクシーヌ」

「はい、ナーガさん」

「お前の刺青、こいつらの遺骸の下に隠しておけるか？」

　というナーガの言葉に、イクシーヌはすぐに彼の意図を見抜いた。

「できますよ。近づいてくる残りの敵が、仲間の遺体を見て足を止めたところを襲う……んでいいんですよね？」

　ナーガはにやりと笑った。

「わかってるじゃねえか」

「ナーガさんの思考にもだいぶ慣れたから」

「幾つ仕込める？」

「どのくらい離れるかにもよるけど。敵が見えていないと確実に仕留められないから」

「それほど離れないつもりだが」

「じゃあ、半数くらいはなんとかするよ」

　ナーガはユウキの飛空艇を見上げた。

「ユウキ」

「なに？」

「お前は頭上の木の枝に隠れて待機。イクシーヌの攻撃が始まったら頭上から急襲」

「うん、わかった」

「一撃離脱だぞ？」

「わかってる」

「ユウキの攻撃を合図に俺おれたちは突撃。残りの敵を掃そう討とうする。セレナは隠れたまま戦況を見ていろ。ベルデセン、三人はセレナの護衛に残してくれ」

「承知しました、ナーガ様」

「クゥも了解した」

「了解です」

「その時点で残りは数人だろうから問題ない。落ち着いてやれ」

「は！」

「よし、どこか身を潜める場所を探そう」

　ナーガが足早にその場から離れていくと、ユウキを除く十人が彼のあとに続いた。





　12






「おい、あれは！」

　地面の上に転がっている仲間の遺体を見つけた襲撃者たちの足が止まる。

　やはり止まるのだ、人間の心理としては。

　これを見てそのまま駆け抜けられる者など、普通いない。

　ナーガの迎げい撃げき策は、そんな人間心理を見越してのものだった。

「絞め殺されてる奴やつと、斬り刻まれてる奴がいる」

「どういうことだ？」

「あの隊商の護衛、それほどの手て練だれ揃ぞろいなのか？」

　襲撃者たちは足あし下もとに転がる仲間の遺体を見やったまま首を捻ひねっている。

　そのとき、遺体の陰で何かが動いた。

「へ、蛇？」

　黒くて細長くて、うねうねと動く物を見れば、蛇だと錯覚するのも無理はない。

　だが、よくよく見ると、蛇にしては鱗うろこがない。それどころか、厚みがない。

「な、なんだ、これ？　何かの影のようだな」

　そんな影が襲撃者に這はい寄り、足に触ふれた。

　そのまま影は、するすると足を這い上のぼってくる。

「なっ、なんじゃ、これは!?」

「気き味みが悪いな！」

　影に取りつかれた襲撃者たちは、慌ててそれを叩たたき落とそうとするが。

「どうなってやがる!?　落ちないぞ！」

「這い上ってくるぅぅ!?」

「なんなんだ、これは!?」

　足から腰へ。

　腰から胸へ。

　胸から首筋へ。

　這い上ってきた蛇のような黒い影は、首に巻きつくと、強烈に首を絞め上げた。

「ぐっっえぇぇ」

「ぐおぉぉおっ」

「がっあぁあっ」

　五人の襲撃者が顔を歪ゆがめて苦しみ出す。

　残りの六人が驚きよう愕がくに目を見開いた。

「おい、どうした!?」

「大丈夫か!?」

「な、なんなんだ、いったい!?」

　五人は顔を歪めて首をかきむしっている。目の玉が飛びだしている者もいる。

「ぐ……ぐあぁあぁ」

　一人がばたりと倒れた。

　間を置かず、次から次へと襲撃者が倒れ始める。

　もがき苦しんでいた五人は、地面に倒れたままぴくぴくと手足を痙けい攣れんさせた。

「な……いったい何が……」

　五人の仲間が急に苦しみだし、そのまま悶もん絶ぜつするという事態に、残りの六人は茫ぼう然ぜん自じ失しつの状態だ。頭上にいるユウキの動きに気づける者は一人もいなかった。

　急降下してきた飛空艇の周囲で鋭く風が渦巻いて。

「風ふう刃じんの乱舞！」

　ここまで接近してしまえば、樹の幹や枝も魔法攻撃の邪魔にならない。

　暴れ狂う風の刃やいばによって瞬またたく間に三人が斬り刻まれ、血を噴いて倒れた。残りの三人も手や足に裂傷を負っている。無傷の者は皆無という有様だ。

　そこへナーガたちが突進してきた。

　先頭を走る男の右手には見たことのない形状をした剣が握られている。

　一直線に駆け寄ってくる男が右手を振ると、襲撃者の眼前で剣の刃が煌きらめいた。

　それが、その襲撃者が見た最後の光景だった。
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　突進してきたナーガが右手に持った刀を左から右へと薙なぐと、眼前の男の首が、胴から離れて宙に飛んだ。

　男は夥おびただしい血を切断面から噴出して倒れ込む。

　ナーガは返す刀で、手近の一人を袈け裟さ懸がけに斬り捨てる。

　鎧よろいを着ていない男は、まるで紙細工の人形のように、あっさりと両断された。

「野郎──っ！」

　目の前で仲間を斬られ、残りの二人が激高した。怒りにまかせて二人が剣を掲げ、ナーガに向かって斬りかかろうとしたそのとき、横手から伸びてきた縄が二人の持つ剣を絡め取ってしまった。

「なっ、なんじゃ、これはぁっ!?」

　そこへ五人の男が剣を構えて突進してきた。

「野盗どもめぇっっ！」

「死ねぇえ──っっ」

　縄に剣を摑つかまれ、剣を巡ってクゥと引っ張り合いをしていた二人は、逃げることも避よけることもできずに剣を突き立てられてしまう。

「ぐわぁあ──っっ！」

　急所を刺された二人は即死だった。それで、少なくともこの場の襲撃者は全滅した。

　隊長と部下たちが、イクシーヌの刺青いれずみに首を絞められて悶もん絶ぜつしている襲撃者たちに止とどめを刺して回る。

「セレナ！」

　ナーガが叫ぶと、セレナと三人の兵が姿を現した。

「ケイのほうはどうだ？」

「もうケイちゃんが全員を倒しました」

「さすがだな。これで全員が片付いたわけだな」

　ナーガは血ち振ぶりして刀についた血を払うと、静かに納刀した。

「しかし、まさかこんな場所にまで野盗が現れるとは思いませんでした。ルルドルブの街の周辺は、それほど治安が悪いとは聞いていませんでしたが」

　と隊長が言うと。

「そう。そこが不審なんだよ」

　とナーガは考え込む様子を見せる。

「ちょっと。考えてる場合じゃないでしょ。どうするのよ、ナーガ？」

　というユウキの声に、ナーガの思考は破られてしまう。

「あぁ、そうだな。どうするか」

「荷物は焼けてしまったでしょうから、一度、グランビスタまで戻って出直しますか？」

　隊長がそう訊きくと、ナーガは、いや、と首を横に振った。

「それは時間がかかりすぎるな。これだけ派手な野盗退治をしたとなると、数日中に噂うわさが広まるだろう。そうなるとルルドルブの街の兵に警戒され、潜入調査が難しくなる」

「では、どういたしますか？」

「このままルルドルブの街を目指す。とはいえ、水も食べ物も燃えちまったから、この先にあるルルドルブ側の砦とりでに寄っていこう。ここで野盗に襲われたとなりゃ、砦の兵の責任にもなりかねないんだ、無む下げにはしないだろ。水と食い物くらいは恵んでくれるんじゃないか？」

　隊長は小さく頷うなずいた。

「そうですね。たしかに」

「で、水と当座の食い物を確保したら、ルルドルブの街を目指して道を下ろう」

「歩いているうちに日が暮れると思いますが」

　中天を見上げて隊長がそう言うと、ナーガは小さく肩をすくめて応じた。

「仕方がないから、どこかで野宿だな。とりあえず、燃え残っている物がないかどうか、馬車のところまで戻ってみるか」

「承知しました」

「砦に行くなら、お前たちも服を着直さなきゃならないからな」

　ナーガにそう言われ、イクシーヌ、セレナ、クゥ、ユウキが頷く。

「たしかにそうだね」

「ユウキは飛空艇を背負っていかなきゃならないのが少し目立つけどな」

「置いていけなんて言わないでしょうね？」

「もちろん言わねえよ」

「ナーガさ──ん！」

　手を振りながら林の中をケイがかけてきた。

「ちゃんと全滅させたよ──」

「おお、よくやった。偉いぞ、ケイ」

「へっへ──ん。あたしはね、やればできる子なんだよ」

「だったら、いつもやれよって話だが」

「ぐあぁ！」

　ケイが血ち反へ吐どを吐はく真ま似ねをする。

「ナーガさんの言うとおりだ」

「言うとおり」

「言うとおりですね」

「今回ばかりは、わたしもナーガに賛成するわね」

「みんなが酷ひどすぎる」

　ケイは本気で泣きそうな顔になった。

「ナーガ様」

　と隊長に呼ばれ、ナーガは彼のほうに顔を戻した。

「なんだ、ベルデセン？」

「無事な馬が残っているかもしれません。馬がいれば、とりあえずユウキ様の飛空艇は、馬に括くくりつけておけば如何いかがでしょう。そのほうがまだ目立たないかと」

「そうだな。そうするか。じゃ、ともかく馬車のところまで戻るぞ」

「承知いたしました」
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　戻ってみると、馬車は積み荷ごと燃え落ちていた。

「やれやれ、積み荷は全滅か」

　とナーガが嘆息する。

　しかし、幸いなことに馬を三頭確保できた。

　ナーガたちは野盗の襲撃で犠ぎ牲せいになった二人の兵を葬った後、ユウキの飛空挺を一頭の馬の横っ腹に括りつけた。

　その馬にナーガが跨またがり、残りの二頭に隊長とシュトールツという兵が乗る。

　五人の兵と五人の魔女は徒歩でナーガに徒ついていくことになった。

　そうして四し半はん時ときほど歩き、もう少しでルルドルブ側の砦とりでが見えてくるという地点まで来たとき、セレナが鋭い声を発した。

「ナーガさん！」

「どうした？」

「おかしいです」

　セレナの声に異様なものを感じて、ナーガは馬の足を止めた。

「何がおかしい？」

「砦とりでの中に兵が満ちています。砦の規模を考えると、これは多すぎです」

「なんだと!?」

　ナーガは隣の隊長に顔を向ける。

「おい、ルルドルブの砦の守備兵は百もいないという話だったな？」

「ええ。せいぜい六十、七十だと聞いております」

「セレナ、どのくらい、いる？」

「少なくとも二百や三百は……あ！」

「どうした？」

「砦の向こうにも兵がいます。こ、これは」

　セレナは絶句してしまう。

「何が見えた!?」

「ルルドルブの兵が陸りく続ぞくと道を登ってきます。ここからだと天てん眼げんを使っても最後尾が見えません。見える範囲だけでも四、五百はいるかと」

　ナーガは眉を顰ひそめ、その数が持つ意味を考える。

「今の野盗を追いかけてきたのでしょうか？」

　と隊長が訊きくと、ナーガは、それはないな、と否定した。

「ルルドルブの守備隊に追いかけられてる野盗が、悠ゆう長ちように俺おれたちを襲いに来るか？」

「あぁ、それもそうですね。では、登ってくる兵は、いったい？」

「もしかすると俺たちのことがばれたのかもしれない」

「えぇえ!?」

　隊長が大きく仰のけ反ぞった。

　ナーガは、そうだ、と大きく頷うなずいてみせる。

「下の砦に溢あふれているのは野盗を追いかけてきた兵なんかじゃなくて、僅わずかな従者を連れただけでルルドルブの街を偵察しようとしている俺を捕らえようと待ち構えている兵なんじゃないか？」

　隊長は低く唸うなった。

「どこかから情報が漏れたということですか」

「だったら、早く引き返したほうがいいんじゃないの？」

　とユウキが口を挟んできた。

「そうですね。情報が漏れたとなると、この偵察旅行そのものができなくなるのですから、引き返すしかありません」

　と隊長が応じる。

「そうだな……いや」

　瞬時、考え込んだナーガは、すぐに顔を上げた。

「こういうときこそ甘い物だろ」

　襲撃された際、馬から離れるときに持ち出しておいた小さな布袋をナーガが懐から取り出すと、ユウキが目を見開いた。

「呆あきれた。あの騒ぎの最中に、ちゃっかりそれを持ち出していたのね」

「頭を働かせるには甘い物が大事なんだよ」

「どうだか」

　ジト目で見つめるユウキを無視して、ナーガは布袋の片方の口を開けようとする。

　が、そのとき。

　ナーガの手の動きが止まった。

　彼はまじまじと、両端が縛られている布袋を見つめている。

「どうしたのよ？」

　不審そうな顔でユウキが訊きくと。

「……そうか。そういうことか」

「はぁ？　何がそういうことなの!?」












　なおもユウキが詰め寄るとナーガはゆっくり顔を上げた。

　しかし、彼の表情は緊張で強こわばっていて、いつもの余裕は見られない。

「どうしたの、ナーガさん？」

　緊張感溢あふれるナーガの表情に気づいたイクシーヌが恐る恐るといった体ていで訊きくと、彼は手にした布袋を見ながら、重い口調で言った。

「どうやら挟み撃ちにされたようだ。今の俺おれたちは、まさに袋の鼠ねずみってことだな」





あとがき







　どうも、舞まい阪さかです。初めまして……の方は、おそらくいませんね。もう十一巻だもの。次は十二巻。その十二巻が「落ちてきた龍王ナーガと滅び行く魔女の国」の最終巻になります。

　と唐突な予告をしたところで、もう一つ、唐突なお願いをします。

　最終巻を迎えるに当たって、魔女の人気投票（というかアンケートというか）を行いたいのです。




「ナーガの隣にいて欲しい魔女」は誰か。あるいは「ナーガの隣に立つに相応ふさわしい魔女」は誰か。




　あなたが「こいつだ！」と思う魔女の名前を書いて送ってください。

　この本のアンケートから投票できますので、どうぞ、そこからあなたの清き一票をお願いいたします。

　ところで。

　どうして最終巻の前にわざわざそんなことをやるのか、と思われるかもしれませんが。

　その問いに対する答えは、最終巻のお話に関わってくるから、です。

　どう関わってくるかは十二巻を読んでのお楽しみにしていただきたいのですが、つまり要するに早い話が、あなたが投票してくれた結果でお話が変わるかもしれないのですね。せっかくですから、最後の賑にぎやかしにあなたも参加してみてください。

　参加してくださった方の中から抽選で何かプレゼントを出せるかもしれません。どんなプレゼントかはまだ検討中なので詳しくは言えないのですが。きっと。何か。出します。自腹を切ってでも。

　ということで、人気投票（というかアンケートというか）をよろしくお願いします。




　それはさておき。

　今年が舞阪洸こうのデビュー二十五年目です。

　二十五年。四半世紀。とんでもない長さですね。

　とはいえ、二十二、三歳で就職した人は、定年まで三十七、八年ほど会社に勤めるのですから、それに比べたら大したことのない数字かもしれませんが、この浮き沈みの激しい業界で、よく二十五年間も作家を続けられたものだと、自分でも驚き感心します。

　これだけ長続きしたいちばんの原因は、幸運に恵まれたから……ではないでしょうか。何しろわたしはデビューの経緯からして、普通の作家さんとはまるで違いましたからね。どうせなら三十周年を現役作家として迎えたいと思ってますが、こればかりは神の味噌汁ですかねぇ。ともかくあと五年、がんばりたいと思う次第です。

　五年と言えば。

「ナーガ」の一巻が出てから、もうじき五年になるんですね。たぶん、十二巻が出る頃にちょうど五年かも。しかし、よく続いたものだわ。その間、担当さんも二度替わりました。そうそう、一巻のカバーデザインラフを見せてもらったときのこと。「デザインコンセプトはエロゲのパッケージです」と言い切った初代担当さんの勇者っぷりに痺しびれたものです。「ああ、この担当さんに一生ついていこう」と思いましたよ。でもその人、そのあと別の編集部へ移籍してしまって、いまＭＦ文庫Ｊ編集部にはいないんですがｗｗ




　それはさておき２。

　先日、ルスツリゾートへ三泊四日でスキーに行ってきました。いや滑った。楽しかった。一新したギアの具合もよくって、大いに堪能できました。このために一年間働いてきたと言っても過言ではない……いや、それは過言か（笑）。シーズンが終わる前にもう一度くらい行きたいものですが、それは無理かな。

　それはさておき３。

　今年からＪリーグは、スカパーではなくダゾーンで見ないとなりません。見逃し視聴とか、どの試合でも見られるとか、いろいろ便利なところもある反面、不便なところもあります。その最たるものが、画面が小さい、でしょうか。わたしのモニター、割と大きめなのですが、それでもパソコンのモニターですからね。テレビとは比べものになりません。あと、パソコンは当然、仕事部屋の仕事机に置いてありますから、いつも仕事してる環境で見るのは、どうにもくつろげないです（笑）。とまぁ一長一短あるダゾーン視聴ですが。そして、第一節から中継が見られないという不具合も起きていますが。まぁ、仕方がないので見続けるのでしょうね。そして磐いわ田たは残留降格争いに巻き込まれないでほしい。札さつ幌ぽろはなんとか残留して欲しいと節に願っております。




　さて、では、恒例の今後の予告ですが。実はまだ発売時期が確定していないモノが多く。春から夏にかけてのどこかでファミ通文庫さんから新作が出るかも。少し遅れてファンタジア文庫さんから「東とう京きよう廃はい区くの戦女三師団トリスケリオン」三巻が出るかも。ということくらいしか言えません。見かけたら、よろしくお願いします。





二〇一七年三月吉日　　舞まい阪さか洸こう











　著者

　舞阪洸（まいさか・こう）

　　先日、初滑り中にいきなりスキーブーツ破損→ビンディングが外れ→大転倒。緩斜面だったからケガはなかったけど、急斜面だったら……と思うとゾッとします。




　　浜松出身→上京→大学卒業→弱小出版社勤務

　　→ゲーム業界に転進→たまたまデビュー

　　→その後、独立→今年で25年め。札幌在住。







　　好き＝サッカーの試合を見る。

　　　　　美味しいモノを食べる。

　　　　　カラオケで歌う。

　　嫌い＝納豆（嫌いというより憎んでる）。

　　　　　待つこと、並ぶこと（立って）。

　　　　　猛暑（そのため関東脱出した）。







　イラストレーター

　よう太（ようた）

　　「このデザイン考えた人頭おかしスギィ!!」

　　と久々にナーガファミリーを描いてその密度の大変さに自ら驚愕するお絵かき屋さん。

　　昔を見返すと最初の１枚目のラフを描いたのが２０１２年２月なので丸々５年間！

　　人生の１／○関わらせて頂いて誇らしいですね☆

















　　カバー・口絵・本文イラスト／よう太

　　装丁／團夢見
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